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　さあさあと、細かく柔やわらかい雨の降る夜だった。

　先日十歳になったばかりの志し貴きは、自室のベッドの中で、長い睫まつげに縁ふち取どられた目をぱちりと開ける。明かりを落とした部屋の中で、下腹部に違い和わ感かんを覚えた志貴は、眠ねむい目を擦こすりながらそっとベッドの中から抜ぬけ出した。

　部屋のドアを開けると、すぐ左手に一階へと続く階段がある。暗いので足元に注意しながら、志貴はゆっくりと段差を下りていった。少し怖こわい気もするけれど、もう高学年なんだし、夜中にトイレに行くぐらいは平気にならなくては。

　やがて目的の場所に着き、用を足した志貴はほっと息をついてそのまま自分の部屋に戻もどろうとした。

　が、志貴はふと何かの気配に振ふり返り、暗い廊ろう下かの向こうを窺うかがう。洗面所のさらに奥の方には、両親の寝しん室しつがある。そこから、何か異質な声と、そして物音が微かすかに聞こえてきた。うっかりすると、雨の音にかき消されてしまいそうなそれ。

　志貴の身体からだが緊きん張ちように強こわばった。それでもその声と音の正体を確かめずにはいられず、裸足はだしの足をそうっと廊下の上に滑すべらせる。音と気配は、近づくにつれ少しずつ大きくなっていった。

「────」

　確かめない方がいいんじゃないだろうか。そんな気持ちが込み上げてくるが、志貴の好こう奇き心しんはその警告に勝ってしまった。両親の寝室の前まで来ると、両手でそうっとドアの取っ手を摑つかみ、ゆっくりと下ろしていく。やがて手て応ごたえの軽くなった扉とびらが、静かに手前に引かれていった。少しだけできたその隙すき間まに顔を近づけ、志貴は中の様子を窺う。

　部屋の中は、志貴の知らない空気で満たされていた。

　自分の母親がベッドの上で、男に組み伏ふせられて恍こう惚こつの表情を浮うかべている。その上に覆おおい被かぶさり、母親の身体を貪むさぼるように動いているのは、一年ほど前に出来た新しい父親だ。

「……っ」

　志貴はゆっくりと息を吞のんだ。心臓の鼓こ動どうが駆かけ足で刻み始める。顔がカアッと熱くなり、頭に血が上っていくのがわかった。

　早く、ここから離はなれなきゃ。

　これは見ちゃいけないものだ。

　理性は必死でそう訴うつたえかけてくるのに、志貴の足はその場に縫ぬい留められてしまったように動かなかった。

　二人は裸はだかで絡からみ合っていて、父の筋肉質な背中に母の柔らかい腕うでが回される。そのすぐ直後に、母の口から高い声が漏もれた。

「────っ」

　志貴はその声にびくりと身体を竦すくませ、まるで呪じゆ縛ばくから解かれたようにあわててドアを閉める。音を立てないように気をつけたつもりだったが、大だい丈じよう夫ぶだったろうか。

　廊下を戻り、階段を上がって自分の部屋に戻ると、そのままベッドに倒たおれ込んだ。頭はまだぼうっとしているようで、そしてなんだか脚あしの間がむずむずする。それはいつまで経たってもおさまってくれず、志貴は泣きそうになってそこに手を伸のばした。

「……あ」

　じわっ、と、そこから気持ちのいい感覚が生まれる。志貴は夢中になってそこを擦ると、その気持ちのいい感じはどんどん大きくなっていった。今度はパジャマの中にそうっと手を入れて、恐おそる恐る、直じかに触さわってみる。それは今までにないくらい硬かたくなっていて、少し大きくもなっているようだった。

「あ……あ」

　いけないのに。こんなこと。

　誰だれに咎とがめられたわけでもないのに、志貴はこの行こう為いが恥はずかしいものだとわかっていた。けれど、一度始めてしまったら止められない。志貴はつたない手しゆ戯ぎで、自分の脚の間を懸けん命めいに擦った。

　頭の中にあるのはさきほどの行為。

（僕も、大人になったらあんな事するの────？）

　いったい誰とするのだろう。そう思った時、記き憶おくの中のある出来事が頭を掠かすめる。

　大人の男の手。覆い被さってくる身体。

「あ」

　また身体が熱くなったような気がして、志貴は幼い身体をベッドの上でびくん、と反らせた。

「ぅ、あっ────」

　掌てのひらに何かが出たような気がする。粗そ相そうしたのかと思い、慌あわてて見てみると、そこには白っぽい、とろっとしたものがあった。

　気持ちよくなったら、この白いのが出るんだ。

　泣きそうになりながらも、志貴はそう理解した。腰こしと頭がなんとなくすっきりして、これなら眠れそうな気がする。

　手についた白いものを乱暴にティッシュで拭ぬぐうと、志貴はベッドに潜もぐり込んで目を閉じた。夢にまで見たらどうしようと思っていたが、先ほどの光景は志貴をそれ以上刺し激げきしたりはしなかったようだ。

　志貴はその夜、初めて自じ慰いを覚えた。
















　母親の優ゆう香かはインテリアデザイナーという仕事をしていて、新しい父の晴はる文ふみとは志貴が九歳の時に再さい婚こんした。

　彼は志貴と初めて会った時、少し困ったように笑っていて、それでも目線を落とし、その大きな手で頭を撫なでてくれた事をよく覚えている。

「父親なんて、俺に務まるのかわからんが、お前の事は精せい一いつ杯ぱい愛してやる」

　熱い、と思った。よく父親の手の事を温かいとテレビなどで言っているが、晴文の手は大きく、そして熱かった。

　志貴はその熱さに目を大きくしながらも、目の前の男の端たん整せいで、それでいてどこか野性の香かおりを残す顔に見み惚とれていた。

「どう、志貴。今度のお父さん、かっこいいでしょう」

「うん」

　少女のようにはしゃいで自じ慢まんするように言う優香に、志貴は素す直なおに頷うなずいていた。

「よせよ、子供に」

　晴文はたしなめるように優香に言ったが、そんなふうに苦く笑しようを浮かべる表情さえ、実の父とは何もかもが違ちがっていた。とはいっても、志貴は実の父の事をそんなに覚えているわけではない。両親が離り婚こんした時は小さすぎて、記憶が曖あい昧まいだったのだ。

　そう、顔や背格好などは、もう朧おぼろ気げになっていた。ただひとつ、手の感かん触しよくと、熱い息づかいだけを覚えている。

　つまり晴文は志貴にとって初めての『身近な大人の男』と言ってもよかった。こんなに素す敵てきな人と一いつ緒しよに暮らせるなんて、と胸が躍おどった。

「ん……っあっ、あ」

　志貴は学校から帰ると、夢中になって覚え立ての自慰を繰くり返していた。

　数日前に見てしまった、母と血の繫つながっていない父との情事が頭から離れない。

　父の汗あせばんだ額に、前まえ髪がみが乱れかかっていた。とても広く強そうな肩かたと背中で動くしなやかな筋肉の塊かたまり。志貴にはどうしてだかそれが、ひどく性的なものに見えた。

　自慰の最中、頭の中にはいつもその光景があって、そして父に抱だかれているのはいつしか母ではなく、志貴自身になっていた。そうすると快感が一層鋭するどくなって、志貴はベッドの上に投げ出している足を激しく震ふるわせる。

「ん────っ」

「おい、志貴、今度の夏休み……」

　その時、ふいに部屋に入ってきた声に、志貴の熱っぽい妄もう想そうは中断された。そしてそこに立っているのが誰なのかを確かく認にんして、背中に冷水を浴びせられたようになる。

「……志貴……？」

　父の晴文が、困こん惑わくしたような顔をして志貴を見ていた。

　志貴は膝ひざのあたりまでズボンと下着を下ろし、自らのものを握にぎっている。とてもごまかせるような状態ではない。

「────入ってこないで！」

　悲鳴のような声を上げると、志貴は毛布をかぶり、自らの姿を晴文から隠かくした。そんな事をしたとしても、もう彼に見られてしまっている事は変えられようもないのだけど。

　恥ずかしい。みっともない。

（怒おこられるかもしれない）

　志貴はこの行為が、なんとなく、あまり褒ほめられた事ではない、という事がわかっていた。多分、あまりしない方がいいのだ。特に志貴のような年ねん齢れいの低い者は。

「ごめんなさい……」

　そう思った時、志貴の口から自然とそんな声が漏れていた。

「ごめんなさい、怒らないで……！」

　この魅み力りよく的な父に嫌きらわれたくない。そんな思いから、志貴は繰り返し毛布の中から謝罪をした。どうしていいかわからず、パニックすら起こして、目の端はしに涙なみだが浮かぶ。

　すると、毛布の上から、ふわりと大きな手が頭を撫でてきた。

「────怒っちゃいないさ」

「っ」

　激しく混乱していた志貴の思考が、ぴたりと止まる。志貴は晴文の低く甘い声が好きだった。志貴が今まで聞いた事もないくらい深い響ひびきをしていて、言う事を聞いてしまいたくなる。

「顔を見せなさい」

「…………」

　優やさしく諭さとすような、それでもどこか有う無むを言わせない響きに言われて、志貴は少し迷った末に、おずおずと毛布の中から顔を出した。すると思ったよりも近くに晴文の顔があってどきりとする。彼は優香が好んで見ているテレビドラマに出てくるどの俳優よりもかっこいい。

「何をしていた？　覚えたばっかりか？」

「あ、あの────」

「いいさ。こういう事は、男なら誰でもやるもんだ」

　悪戯いたずらっぽい響きに、志貴は少しだけほっとした。どうやら晴文は、志貴を怒るつもりはないようだ。

「でもちゃんとしたやり方を知らないとな」

　見せてみろ、と言われて、晴文は志貴の下半身にまでかかっていた毛布を取り去ってしまう。

「あ」

　幼いながらも隆りゆう起きした下か肢しを晴文に見られる羞しゆう恥ちに、志貴の身体からだがふるふると震えた。今になって、これはとんでもない状じよう況きようなのではないかという気持ちがじわじわと込み上げてくる。だが、もうどうにもならなかった。

「もう出るようになったのか？」

「……白いやつ？」

「ああ、そうだ。気持ちがよくなると出るだろう。射精っていうんだ」

　射精。あれがそうか。志貴は先日初めてのそれを迎むかえた事を思い出し、気まずさを感じながらもこくりと頷いた。

「そうか。志貴はもう大人の男の仲間入りだな」

　どこか笑いを含ふくんだような晴文の声が耳元で聞こえて、志貴はなんだかおかしな気分になる。身体が熱くて、頭がくらくらするようだった。なんだかふわふわと浮うき上がりそうな感じもする。

「今日は俺がしてやろう」

　さっきからどきどきしていた鼓こ動どうが、その一言でもっと大きくなった。

　晴文に触さわられる。こんなところを。それはいったい、どんな感じがするんだろう。

　大きな手が志貴の脚あしの間に伸のび、それを包み込むようにして握られた。まだ未成熟なそれは、彼の掌の中に簡単に収まってしまう。

　途と端たんに襲おそってきたわけのわからない波に突つき動かされ、志貴は声にならない声を吐と息いきの上に乗せた。
















「────ありがとうございました。またよろしくお願いします」

　最後の客を送り出すと、カウンターの奥から藤ふじ野の綱こう紀きが顔を出した。

「志貴、お疲つかれさん、レジ締しめちゃっていいよ」

「はい」

　頷うなずいた志貴は、慣れた手順でレジ締めの作業を行っていく。この店で働き始めてからそろそろ半年が経たつ。大学に入学してからすぐに始めたアルバイトはまずまず順調だった。最初は、自分に接客など向いていないのではないかと思ったが、店長の綱紀がなにかと丁てい寧ねいに面めん倒どうを見てくれるので、少々困ったタイプの客にも冷静に対応する事もできている。

「志貴さん、お先に失礼します」

「お疲れ様」

　他ほかのアルバイトが続々と上がっていく。今日入っているスタッフの中では、志貴が一番の古株というわけではないのだが、店長の親族ということでなんとなくまとめる立場になってしまっていた。

　そもそもここは義父である晴文の経営する店のひとつだった。彼はいくつかのバーやカフェを営んでいて、この店は晴文の弟である綱紀が店長を務めている。シンプルで落ち着いた内装に、コーヒーの香かおりが似合うどちらかと言えばレトロな印象のカフェだが、常連客も多く、そこそこ繁はん盛じようしているといっていいだろう。もっともこの店は、晴文と綱紀の道楽のようなものだった。収益をメインにしている他の店とは明らかに一線を画している。

「綱紀さん、終わりました。過不足なしです」

「おう、ありがとう」

　金額が相そう違いない事を告げると、綱紀が出て来てまかないのパスタとアイスティーをカウンターに置いた。綱紀は晴文とよく似た顔をしていたが、雰ふん囲い気きがまるで違ちがっていた。晴文はどちらかといえば荒あら削けずりで、四十を前にしてとみに雄おすの色いろ香かを漂ただよわせるようになっていたが、三つ年下の綱紀はどちらかといえばいかにも女好きしそうな甘く知的な風ふう貌ぼうをしていた。だが、それは皮肉なものと言えるだろう。彼はゲイだと公言して憚はばからないのだから。そして晴文はそんな弟のセクシュアリティにも頓とん着ちやくしていないらしかった。

「志貴はほんと仕事速くて助かるよ。お前がシフトに入っている日は俺も楽だ。飯食っちまいな」

「ありがとうございます」

　腰こしのギャルソンエプロンを外しながら、志貴はカウンターに座って食事を始める。今日のまかないはあり合わせの具材でつくったナポリタンだった。志貴はこの店のナポリタンが好きで、レシピを覚えて家でもよく作っている。

「────最近、兄貴とはどうなんだ？」

　パスタを巻くフォークの動きがぴたりと止まった。志貴は困ったような顔で綱紀を見上げる。実を言うと、綱紀には知られてしまっているのだ。

　志貴が、血の繫つながらない父親に不ふ埒らちとも言える思し慕ぼの念を抱いだいている事を。

「どうっ、て……」

　どうもこうもない。普ふ通つうに親子として日々を送っているだけだ。

「優香の奴やつ、また悪い病気が出たんだろ？　っと……、悪いな、お前には実の母親だったな」

「いや、いいよ。本当の事だし」

　志貴は首を振ふってそう答える。

　志貴の実の母親である優香は、ここのところ家に帰ってこない日が多かった。志貴は、彼女にまた新しい恋こい人びとができたのではないかと思っている。

　もともとインテリアデザイナーとして多た忙ぼうであった優香だったが、彼女にはひとつ、重大な欠点があった。惚ほれっぽく、また醒さめやすいという事だった。晴文の前の夫、つまり志貴の実の父親と別れたのもそれが原因のひとつでもあった。他にも思い当たる事があるが、志貴はその事はあまり考えたくはない。

　晴文と優香が再さい婚こんし、初めて彼と会った時、なんてかっこいい人なんだろうと思った。

　そして志貴が十歳の時、偶ぐう然ぜん目もく撃げきしてしまった彼らの情事の現場に、志貴はあろう事か欲よく情じようした。いや、正確には、優香を抱く晴文の姿に昂たかぶってしまったのだ。

　今思うと、我ながら異常な性せい癖へきだと思う。晴文は血が繫がってないといえども、志貴の父親なのに。

（けど、あの指）

　覚え立ての自じ慰いに耽ふけっていたところを見られ、咎とがめられるかと思ったのに、あの時、晴文は志貴のそれを握にぎり、優やさしく愛あい撫ぶを施ほどこしてくれた。自分ではない、人の手による刺し激げき、それも、始終意識していた彼にされていると思っただけで、志貴はあっという間に彼の手に白蜜を迸ほとばしらせた。

　けれど、戯たわむれはそれきり。

　たった一度志貴に気をやらせただけで、晴文はそれ以来、いっさい志貴に触ふれてこようとはしない。

　もちろん、親子としてのスキンシップはあった。けれど志貴はあれ以来どうしてもその事を意識してしまい、なんでもない時に晴文に触れられるだけで、ぎこちなく身体からだを強こわばらせるようになってしまった。そしてそれはおそらく、晴文にも伝わってしまっているだろう。いつしか彼は、志貴に触れなくなってしまった。

（きっと、後こう悔かいさせてしまっている）

　違う、と言いたかった。あの時、志貴はちっとも嫌いやではなかったのだ。憧あこがれの、ましてや幼いながらにも欲よく望ぼうを抱いてしまった男に触れられて、ひどく動どう揺ようはしたけれども嫌けん悪おではない。

　あの時自分は、幼すぎたのだ。未熟すぎて、自分の欲望も思慕の念もうまく処理する事ができなかった。

　けれど、晴文を前にすると言えなかった。彼もまた、その事を忘れてしまったかのように志貴に接している。

　なかった事にした方がいいのだろうか。

　多分、その方がいいのだろう。親子になり、ましてや年とし端はもいかぬ志貴にあのような性的な接せつ触しよくをしたとあっては、彼もまた罪悪感を覚えたのだ。

　けれど、志貴は忘れた事はなかった。

　晴文のあの指の感かん触しよく。耳元で聞こえる微かすかな息づかい。そして、下か肢しから込み上げたあの快楽。

　それらがすべて罪深きものだったとしても、志貴には忘れる事なんてできなかった。

「もしかして、別れる事になるとか？」

「それはわからない」

　晴文と優香の関係はもう冷え切ってしまっている。その事に昏くらい悦よろこびを見いだす自分を、志貴は醜みにくいと思った。

　もしも彼らが離り婚こんしたとしたら、おそらく、今よりは大手をふって晴文に焦こがれる事ができるかもしれない。親子だという枷かせが、志貴に二の足を踏ふませている。黙だまって側そばにいられるだけで構わないと思い込ませている。

　けれどそれと同時に、二人が別れてしまったら、もう晴文に会えなくなるかもしれないという不安もあった。

　なんと言っても、志貴と晴文には血の繫がりはない。優香との夫ふう婦ふ関係を解消してしまえば、必然的に自分との親子関係も解消されてしまうのではないだろうか。晴文にとって、自分が『家族』でなくなったとしても、それでも繫がりを持っていたい存在かどうか、志貴には自信がない。

「そろそろ観念して告っちまったらどうだ」

「そんな事できるはずないですよ────。ごちそうさまでした」

　パスタを食べ終え、志貴はフォークを置いてナプキンで口元を拭ぬぐった。

　綱紀は、志貴が晴文に対して特別な感情を抱いている事を知っている。自分がよっぽど物欲しげな目で晴文を見ていたのか、それとも同性愛者特有のカンのようなものなのか、ある日、『志貴は兄貴が好きなのか。そっちの意味で』と聞かれてしまった。

　以来、綱紀には時々、苦しい胸の裡うちを聞いてもらっている。そしてもうひとつ、若い肉体を持てあます志貴の熱を解放してもらう相手として。

「兄貴が来るまで、抜ぬいてやろうか？」

　耳元で囁ささやかれると、その吐と息いきの感触にぞくりと背中がわなないた。同時に後ろめたさと少しの情けなさに唇くちびるを嚙かむ。思いを寄せている晴文でなくとも、自分の身体は反応してしまうのだ。まるで、誰だれでもいいみたいに。

「そこに座りな」

　志貴は食器をどけると、ついさっきまで食事をしていたそこに腰をかけた。つま先が宙に浮うき、頼たよりなくゆらゆらと揺ゆれる。

　綱紀は志貴の気持ちを知って以来、時々だらしのない熱を鎮しずめてくれた。今も、きっとそうだ。

「志貴は本当に可愛かわいく色っぽく育ったよな」

　綱紀が口笛でも吹ふきたそうな仕草で志貴のベルトを外してくる。勝手に晴文に思いを寄せているくせに、なんだか彼を裏切っているような気さえして、志貴はいたたまれなさに顔を逸そらした。

「そんな、ことない……」

「謙けん遜そんするなよ。たまにくる、俺の知り合いの伊い藤とうって奴いるだろ。モデル事務所の。あいつ、お前のこと本気でスカウトしようとしてたぞ。絶対断られるからやめとけって言っといたけど」

「モデルなんてできないよ」

　志貴は決して外向的な性格ではない。接客の仕事はようやく楽しさを覚え始めたところだが、自分の容姿を売りに勝負する世界など二の足を踏むどころではなかった。

「俺は伊藤の目は正しいと思うぞ。お前目当てに来る客も少なくはないし。だが、まあ……、向き不向きはあるからな。お前はモデルっていうよりも、こっちの────」

　綱紀が志貴の下着の中に手を差し入れ、自身を引きずり出す。照明の下にさらけ出されたそれは、恥はずかしさにぴくぴくと震ふるえていた。

「こっちの方に才能がありそうだ」

「ンっ────」

　外気に晒さらされたそれをいきなり口に咥くわえられて、志貴は唇を嚙みしめるようにして短い悲鳴を上げる。だが熱く濡ぬれた粘ねん膜まくに包まれ、じゅるり、と吸われると、我が慢まんはできそうになかった。

「あぁあ……っ」

「卑ひ猥わいで、感じやすくて、いじめられるのが好きで────…。まったく、兄貴の事がなければ無理やりにでも抱だいて、俺好みに調教したいくらいだ」

「っは、ぁ、だ…め、それ、は……っ」

　志貴は綱紀と最後まで肉体を結んではいない。こうして、手と口で快感を引き出すだけだ。欲よつ求きゆうを発散させるだけの行こう為い。そこには肉にく欲よく以外の感情は存在しない。

　こんな自分をずるいと思う。けれど晴文を求める若い肉体は、それ以外の解消の仕方を知らない。

　綱紀の舌先が、根元から先せん端たんへとちろちろと裏筋を辿たどっていく。くびれのあたりをちゅうっと吸われて先端を包み込まれると、腰こし全体が痺しびれるような快感が襲おそってきた。

「は、あ、ああぁ……んっ……」

　カウンターの縁ふちを摑つかんだ手にぎゅうっ、と力が籠こもる。腰がたまらずに揺れていた。

「……こうき、さ……、そ…それ、きもち、い……っ」

　先端をじゅるじゅると吸われ、つま先から甘い毒のような痺れが這はい上がってくる。快感で目に涙なみだが滲にじむ。綱紀の舌はとても巧たくみで、志貴は自分でも知らなかった快感を探さぐり当てられていた。

　だが、それでも思ってしまうのだ。たとえばこれが晴文の唇と舌だったなら、どれほどの快楽が襲ってくるのだろうかと。

「んっあっあっ！」

　そんな事を考えていた志貴を咎とがめるように、綱紀の舌先が先端の蜜口をぐりぐりと抉えぐってくる。脳まで突つき抜けていきそうな刺し激げきに、志貴はカウンターの上で腰を跳はねさせた。

「こういう時くらい、何も考えずに愉たのしむんだ」

　綱紀は鋭するどい感覚を与あたえたかと思うと、そのままぬる、と唇で包み込んで扱しごき始める。

「ふぁあぁ……」

　そうされると、彼の言うとおり、志貴の思考は白く濁にごってしまって何も考えられなくなった。脚あしの間が、蕩とろけそうなくらいに気持ちがいい。もっと、もっと舐なめて欲しい。

「あっ……いぃ……ああぁ……っ」

　裏筋を舌で擦こすりあげられながら舐めしゃぶられ、志貴はカウンターの上で悶もだえ狂くるった。普ふ段だん働いている場所でこんな卑猥な事をしているという背徳感。それが興奮を煽あおっていく。

「ふぅ、あ、い……っイく、いくっ、ああ────……っ」

　ぐぐっ、と背を反らし、快感にその端たん整せいな顔を歪ゆがめながら志貴は腰を震わせた。びゅるびゅると白い蜜が綱紀の口の中に放たれていく。身体からだの芯しんが引き抜かれそうだった。

「ふあ、あ……っ」

　熱を解放し、頭の中がぼうっと痺れる。心ここ地ちよい射精感が少しずつ引いていくにつれ、志貴の中にはいつもある種の後悔のようなものが生まれていた。

（何やっているんだろう、俺）

　綱紀は晴文を慕したう志貴の気持ちを知っていて、それでいて志貴の性的な欲求を晴らしてくれている。彼は大人だから割り切っているのかもしれないが、やはり綱紀に対して申し訳ないという気持ちがないわけではない。それなのに、仕し掛かけられる行為がもたらす快楽には逆らえないでいた。

「……ごちそうさん」

　志貴が放ったものをすべて飲み下し、舌で唇を舐めながら綱紀が股こ間かんから顔を上げる。まだはあはあと息を乱している志貴の前まえ髪がみを大きな手がかき上げていった。思わず視線を上げると、薄うすく微笑ほほえみを浮かべた綱紀と視線が合う。どこか晴文に似た面おも差ざしに、つい息を吞のんだ。

「なんだ、また気にしているのか？」

「そりゃあ……そうだよ」

　自分が恥ずかしくなって、小さく答えを返すと、彼は志貴の服を整えてくれながら言った。

「エロいくせに真ま面じ目めだなあ、志貴は。いや、真面目だからエロいのか？」

　彼の口調はふざけているようで、志貴の罪悪感などどこ吹く風といった感じだ。

「俺としては、お前みたいな綺き麗れいな子のモノをしゃぶれるってだけで儲もうけもんみたいなもんだがな。どっちかって言ったら、俺が兄貴に殺されそうだ」

　綱紀がそう言った途と端たん、店の入り口が開く音がした。志貴が素す早ばやく身づくろいをすると、綱紀はさりげなくその場を離はなれる。志貴があわててカウンターから床ゆかに降りたところで、壁かべの向こうから店の社長である晴文が顔を出した。

「おつかれ兄貴」

「ああ」

　一いつ緒しよの家に住んで、毎日生活を共にしているというのに、志貴は現れた義父の顔を見てどきりとした。直前まで綱紀とふしだらな行為に耽ふけっていたからというのもあるが、志貴はもうずっと、晴文を見て胸をときめかせている。淫みだらな欲よく望ぼうを抱いだいてしまうほどに。

　晴文はとにかく色気のある男だった。雄おすのフェロモンとでも言うのだろうか。志貴が子供の頃ころの彼はまだ甘さが残っていたが、ここ数年はすっかりそれが抜け、見み惚とれるほどの男ぶりを発揮している。綱紀の話では、夜の世界の女性にも引く手あまただという。志貴も何度か、彼が華はなやかな女性にしなだれかかられている場面を目にした事があった。その時の胸の焦こげつくような痛み────、それが嫉しつ妬となのだと気づいた時は、ひどく落ち込んだりもしたものだ。

「仕事は終わったか、志貴？」

「うん、終わったよ」

　今の今まで、彼の弟である綱紀と淫らな遊びをしていたのだ。晴文には気づかれていないはずだが、ついどぎまぎと口籠もりそうになる。

「そうか。迎むかえに来た。一緒に帰るぞ」

「あ────ありがと」

「出たよ。過保護が」

　からかうように綱紀に言われると、晴文は真面目な顔をして首を振ふった。

「最近、うちの近くで若い女の子が襲われる事件が起きているからな」

　確かに、ここ一ヶ月の間、志貴の家の近くで女子大生などが危険な目に遭あうという事件が起きていて、連れん絡らくが回ってきている。

「女の子だろう？」

「そんなのはわからない。志貴は、ちょっと綺麗な顔をしているからな。おまけに、どこか危なっかしいし」

「危なっかしくはないよ」

　志貴が慌あわてて反論すると、晴文は少し呆あきれたような顔をして言った。

「お前、昔から変な奴やつに目をつけられやすいだろう。高校の時も、電車で痴ち漢かんに遭っていたじゃないか」

「む、昔の話だって」

　確かに志貴は、子供の頃から妙みような男に絡からまれやすいのだ。それで深く傷ついた事もある。晴文はその事は知らないはずだが、彼の志貴に対する心配は純じゆん粋すいに嬉うれしかった。たとえそれが、家族に対するものだとしても。

「じゃあほら、遅おそくならないうちに帰りなよ」

「ありがとう綱紀さん」

「また来週ね、お疲つかれ様」

　志貴は綱紀にぺこりと頭を下げると、バックヤードに走っていき、急いで荷物と上着を持って晴文のもとに戻もどった。

「お疲れ様です」

　店を後にする時、綱紀は志貴に向かって、にこやかに手を振ってくれた。










　車に乗り込むと、二人だけの空間になってしまう。そんな事を意識してしまうなんて、自分は相当に気持ちが悪いと志貴は思った。

「あいつは、ちゃんと仕事教えてくれるか？」

　運転しながら尋たずねてくる晴文に、志貴は思わずぎくりとしてしまう。綱紀との秘密の関係を、晴文に知られるわけにはいかない。

「もちろん。すごく親切だよ、綱紀さんは。俺の方が、ちゃんと働けているか心配だけど」

「それは問題ない。綱紀がそう言っていた。客ウケもいいってな」

「そ……そう。ならよかったけど」

　綱紀はいったい、志貴の事を晴文になんと言っているのだろうか。少し気になってしまう。

　車は市街地を過ぎ、静かな住宅街に入っていく。このあたりは便もいいのだが、夜の十時を過ぎると人通りが少なくなってしまうのだ。

　その住宅街の一画に、志貴達の家があった。車をガレージに入れると、一台分の空間が空いている。

（母さん、まだ帰ってきていないんだ）

　その時の晴文の顔を見たくなくて、志貴は知らない振りをして車から降りた。鍵かぎを開けて玄げん関かんに入る。白々とした空気が家の中を漂ただよっていて、長時間この家に誰だれもいなかった事を知らせていた。

　母親の優香は、今日も家に帰ってきていない。もう何日目だろうか。

「そうだ────、父さん、ご飯食べた？」

　志貴は振り向きざま、何も気づいていないふうを装よそおって晴文に話しかける。

「ああ、いや、まだだが」

「簡単なものでよければ作るよ？　綱紀さんにもだいぶ料理のほうを鍛きたえられたし」

　そう言うと、晴文は志貴を見て、ふっ、と表情を緩ゆるませた。

「そうだな。じゃあ頼たのむとするか」

「うん。ちょっとだけ待ってて」

　志貴はキッチンに駆かけ込むと、すぐに晴文のために夜食の準備に入った。あまり重くないものと考えて、トマト味のリゾットにする。手早く作ってリビングまで持っていくと、晴文はソファに座り、ビールを片手にぼんやりとテレビを見ていた。

「お待たせ」

「いい匂においだな」

「熱いから気をつけて」

　志貴はジンジャーエールを手に晴文の向かい側に座る。

「おいしい？」

「ああ、うまい。これなら店でも出せるんじゃないか」

「まじで？　綱紀さんにはまだ合格点もらえないんだけどな」

　そう言いつつも、自分が作ったものを晴文が食べているのを見るのはいい気分だった。

　母親の優香と晴文の仲は、志貴が高校に入ったあたりから徐じよ々じよに冷え始めていった。何か決定的な事があったかどうかはわからない。ただ、志貴は、また母親の悪い癖くせが出たのだと思っていた。

　優香は情の強い女性だ。彼女はおそらく、妻や母親にはなりきれないのだろう。晴文に恋こいしてしばらくすると、優香は今度はまた別の恋へと気持ちを向け始めた。その事に関して、晴文は志貴に何も零こぼした事はない。彼もまた、目の前の事実を淡たん々たんと受け止めているふうに見える。優香と言い争っている様子も、志貴はこれまで一度も見た事がない。

（母さんは他ほかの男の人と浮うわ気きしているけど、父さんはどう思っているの）

　喉のどから出かかる言葉を、志貴はぐっと吞み込んだ。もう何度目かの衝しよう動どうだ。

　晴文ももう、母を愛していないのだろうか。

（だったらいいのに）

　自分がひどく不ふ穏おんな事を考えている事を、志貴は自覚している。自分は、母親から晴文を奪うばってしまいたいのだ。

（だって）

　志貴は晴文の、自分が作った料理を咀そ嚼しやくしている口元を見ていた。よく動く大きな口。あの口で、唇くちびるで、愛されたら。

「志貴？」

　晴文に呼ばれて、ハッとする。彼は怪け訝げんそうにこちらを見ていた。

「どうかしたか？」

「う、ううん、なんでも」

　志貴はあわててジンジャーエールの缶かんを口に運ぶ。辛からめの炭酸がピリッと舌を弾はじいた。

「疲れているなら、早く寝ねろよ」

「疲れてなんかないよ。バイトだって週二しかしていないんだから」

　志貴はもっと入れる、と言ったのだが、晴文が首を横に振った。志貴をバイト漬づけにはしたくないと。

　綱紀は過保護と言った。志貴もそう思わないでもない。晴文には本当に大事に可愛かわいがられていると思う。血も繫つながっていないのに。

「ごちそうさん。お前の飯はうまいな。優香のより」

「────あの人の話はやめろよ」

　自分でもびっくりするほど棘とげのある声が出た。

「ああ、すまんな」

　素す直なおに謝る晴文は、母親が奔ほん放ぽうに過ごしている事で志貴が傷ついていると思っているのだろうか。本当はそんなんじゃないのに。むしろ、こんなふうに晴文を独り占じめできる日々がずっと続けばいいと思っていた。

　腹の中がどろどろした気持ちでいっぱいになる。そんな自分がとても醜みにくいと思った。もしも、優香と晴文が本当に離り婚こんなどという事態になったら、彼とは間ま違ちがいなく離はなればなれになってしまうだろう。志貴は優香の連れ子なのだから、そうするのが当然だ。

（────いやだ）

　志貴は幼いあの日の事を思い出す。自じ慰いの最中に現れ、彼は気まぐれのように志貴に触ふれ、その熱を放っていった。今、目の前にいる晴文は、それをすっかり忘れてしまったような顔をしている。

（俺はちゃんと覚えているのに）

　あれはどういうつもりだったのだろうか。ただの性教育とでもいうつもりだろうか。この身に、欲よく望ぼうを感じてくれたわけではなかったのだろうか。

「────好きだ」

　唐とう突とつに、つるりとそんな言葉が口から出てきた。志貴自身も驚おどろいたが、一度出た感情は止とどまる所を知らない。

「父さんが好きだよ」

　晴文はぽかんとした顔で志貴を見ていたが、彼はすぐに笑って答えた。

「俺も好きだぞ。お前はなんたって自じ慢まんの息むす子こだからな」

「そうじゃない」

　大人の余よ裕ゆうで流そうとした晴文が、今は許せない。忘れているのなら、思い出して欲しかった。

「父さんの事が好きでたまらないんだ。男として。昔、俺に触さわってくれた時から」

「────！」

　晴文の目が見開かれる。ああ、彼は覚えているのだ。あの時の事を。

　たったそれだけなのに、志貴の全身を悦よろこびが貫つらぬいた。

「覚えてるんだろ、父さ────」

「やめなさい」

　だが志貴のその声は、父の声によりぴしゃりと遮さえぎられる。

「それ以上、言うんじゃない。大人をからかうな」

「からかってなんか────」

「ちがう」

　その時の晴文の声に、志貴は背筋がビリッと震ふるえるのを感じた。鞭むちのように鋭するどく、どこか焦こげ臭くささを孕はらんだような響ひびきだった。

「お前は何もわかってない。そんな思わせぶりな事ばかり言っていると、そのうちひどい目に遭あうぞ」

「ひどい目って何？　父さんが俺に、ひどい事をするの？」

　浴びせられた強い言葉に衝しよう撃げきを受けて、軽く混乱した志貴は、売り言葉に買い言葉のような気持ちになっていた。彼にとっては、自分はまだ庇ひ護ごすべき対象でしかないのだろうか。あの時触ってくれたのは、てっきり欲望の対象として見てくれたのかと思っていたのに。

　魔まが差した、ですませられてしまうなんて、悲しかった。

「────ああ、そうだな」

　けれど晴文の次の態度は、志貴のそんな湿しめっぽい感傷を裏切るものだった。立ち上がった彼は、志貴の側そばまで来ると、その手首をいきなり強く摑つかむ。

「っ！」

　握にぎりつぶされるような力の込めかたに、志貴の手首が痛みを訴うつたえた。思わず顔を歪ゆがめると、晴文がその端たん整せいな男の色気に満ちた顔を志貴に近づけてくる。反射的に怯おびえが走った。　>>>♥

「……そら、もう怖こわがっている。お前は俺という男を知らない」

　びくり、と志貴の肩かたがわなないた。急な行こう為いに怖がってしまったのは一いつ瞬しゆんなのに、志貴はそれを恥はじる。晴文の言うとおり、自分は口ばかりの子供だという事を思い知らされたような気分だった。

「────わかったら、もう寝ろ」

　彼は大きな息をひとつ吐はき出すと、志貴の手首を、次に身体からだを放す。解放された手首に一気に血流が走り、軽い痺しびれを覚えた。

「────……」

　晴文の声は、拒きよ絶ぜつに満ちているように聞こえた。彼は、後こう悔かいしているのだろうか。あの日、志貴に触れた事を。

　足元が砂のように脆もろくなり、立っている事すらおぼつかなくなる。志貴もまた、苦い後悔に包まれていた。

（言うんじゃなかった）

　そうすれば、彼も自分も忘れていた振ふりをする事ができたかもしれない。けれどそれももう、遅おそい。

「────ごめんなさい」

　志貴はそれだけを言うと、立ち上がって足早にリビングから出る。晴文が追ってくる気配も、呼ぶ声もない。階段を駆かけ上り、自分の部屋に入ると、明かりもつけずにベッドに身体を投げ出した。










　目を覚ますと、すでに陽ひは昇のぼっていた。志貴は重い頭を上げると、腫はれぼったくなった瞼まぶたを手で覆おおう。どうやらあの後、泣きながら寝入ってしまったらしい。

　部屋から出て、恐おそる恐る階下に下りると、どうやら晴文はもう出かけてしまった後のようだった。キッチンのシンクには、昨夜志貴が作ったリゾットの食器が、きちんと洗われて置かれている。

　晴文と顔を合わせずに済むことに、少しだけ安あん堵どしてしまう自分がいた。勝手なものだと思う。自分の気持ちを押しつけるようにして、それが拒絶されると会いたくないなどと思ってしまうなんて。

　最低な気持ちのままシャワーを浴び、のろのろと大学へ行く準備をする。本当は休んでしまいたかったが、家にいるとますます気が滅め入いりそうだった。それだけで出てきてしまったので、当然講義などは右から左へと流れていく。

　結局志貴はその日をほとんど誰だれとも話さないままで過ごした。気がつくと、いつものように帰りの電車に乗り込んでしまっている。

（……どうしよう）

　このまま家に帰りたくない。だが、今日はバイトのシフトは入っていなかった。最も寄より駅に降り立つと、頰ほおにぽつりぽつりと冷たい水すい滴てきが落ちてくる。

「雨か」

　周囲の人間はみんな傘かさを差したり、あるいは少しでも濡ぬれないように頭を何かで覆って足早に歩いて行く。その中を志貴はゆっくりと進んでいった。

　降るなら降ればいい。頭を冷やしてくれ。

　わざと遠回りをするつもりで、志貴は住宅街の中を歩いていく。雨のせいか人ひと気けはまばらで、逆にそれが都合がよかった。

（……謝ろうか）

　昨夜言った事は冗じよう談だんだから忘れてくれ。そんなふうに言えば、彼もきっと流してくれるだろう。だが、これまでの自分の気持ちを戯たわむれにしてしまう事は、もっとひどく自分を傷つけてしまうだろうと思った。

　結局自分は優香には敵かなわなかった。当たり前だ。仮にも夫ふう婦ふだった二人と、連れ子の自分ではあまりにも立場が違いすぎる。晴文も、さぞ困こん惑わくした事だろう。だからあんな、脅おどすような態度に出たのだ。

　それでも、気持ちを伝えられた事はよかったのかもしれない。はっきりと拒絶してもらえたので、もうよけいな期待を抱いだく事はなくなった。

「……帰ろ」

　志貴はため息をつき、家路へと急いだ。途と中ちゆうに大きな公園があり、そこを突つっ切れば近道になる。広々とした公園は閑かん散さんとしていた。

　遊歩道を歩いていると、ふいに足音が聞こえてくる。誰かがやってきたのかと何気なく振り返った時、突とつ然ぜん背後から身体を抱だきかかえられた。

「なっ……！」

　何が起こったのかもわからず、茂しげみの中へと引きずり込まれる。大きな樹きが立っているところは、枝葉で遮られて雨が届かない。だがそんな乾かわいた地面に突然押し倒たおされ、痛みと衝撃が志貴を襲おそった。

「つっ……！」

「騒さわぐな。騒いだら殺すぞ」

　そんな物ぶつ騒そうな声が耳に届き、志貴は思わず目を開けて状じよう況きようを確かく認にんする。知らない男が覆い被かぶさっていた。血色の悪い顔の中で、充じゆう血けつした目が爛らん々らんと光っている。その異様な男の様子に、志貴は恐きよう怖ふを覚えた。

　────最近、近所で若い子が乱暴されている。

　晴文が言っていた事を思い出す。だが、まさか自分がそんな目に遭うなどとは、今の今まで思ってもみなかった。

「放せ────やめ、ろっ」

　男の手が志貴の服をまくりあげ、素す肌はだに触ふれてくる。嫌けん悪お感かんに、ぞわり、と鳥とり肌はだが立った。触れられる事を知らないわけではないが、こんなふうに知らない男に無理やりされた事はない。単純に肉体を犯おかされるという事だけではなく、殺されてしまうのではないかという恐怖があった。それが志貴の抵てい抗こうを鈍にぶらせていく。

「大人しくしろ！」

　口を手で塞ふさがれ、下か肢しの衣服に手をかけられた。ベルトを外すカチャカチャという音が聞こえる。その手が衣服の中に侵しん入にゆうしてきた時、志貴は反射的に男の手に思い切り歯を立てていた。

「うわっ……！」

　一瞬男が怯ひるむ。志貴は無我夢中で脚あしを振り上げ、男を身体の上から落とした。そのまま脱だつ兎とのごとく起き上がり、茂みから飛び出す。

「クソッ！」

　男が悪態をつく声が聞こえた。だが振り返る余よ裕ゆうすらない。そのまま全速力で公園を抜ぬけ、道路を走り、おぼつかない手で玄げん関かんの鍵かぎを開けた。追ってくる気配はないというのに、今にもすぐ後ろから男が現れてきそうな感じがする。

「────っ！」

　ドアを開け、家の中に転がりこむようにして入ると、志貴はそのまましっかりと施せ錠じようした。両脚の力が抜けて、そのまま玄関の前に崩くずれるように膝ひざをつく。

　どこもかしこも震ふるえていた。感じているのは純じゆん粋すいな恐れだった。望まない男に犯されるというのは、こんなにも抵抗があるのだ。

（ひどい格好だ）

　衣服はあちこち乱れ、濡れて、土つち埃ぼこりや泥どろで汚よごれている。公園からここまで数人とすれ違ったが、皆みな、志貴の事を変な目で見てはいなかっただろうか。正直それを見るだけの余裕はなかった。

（着き替がえないと……あとシャワーも）

　男が触さわった場所を、とにかく洗い清めたい。そう思って志貴がのろのろと立ち上がると、背後で鍵を開ける音がする。

「っ！」

　志貴は一瞬、びくりと身を竦すくませた。まさかあの男が追ってきたのか。そう考えたが、まさかそんなはずはない。とすると、ここに入ってくるのは。

「────どうした」

「あ……」

　玄関先で、晴文と鉢はち合あわせする。彼は泥だらけで、ただならぬ様子の志貴を見ると、後ろ手にドアを閉めて詰つめ寄ってきた。

「なんだ、志貴、その格好は。いったいどうしたんだ」

　両手で腕うでを摑つかまれて、先ほどの感かん触しよくが脳のう裏りに甦よみがえる。一いつ瞬しゆんその手すら振ふり払はらいそうになった志貴だったが、真っ正面から強く覗のぞき込んでくる晴文の眼まな差ざしに感じたのは、安堵の感情だった。

（もう、大だい丈じよう夫ぶだ）

　そう思った途と端たん、目め尻じりからぽろりと涙なみだが零こぼれる。

「志貴？」

「あっ……、ご、ごめ……っ」

　意識してではないそれに、志貴の方も慌あわててしまった。

「なんでもない。転んだだけだから」

「噓うそをつくな」

　腕を摑む手にぎゅっと力が籠こもる。痛みすら覚えるそれに、昨夜の事を思い出し、志貴は思わず息を吞のんだ。

「何かあったのか。誰かに乱暴されたのか」

「────されてないよ。その前に逃にげたから」

　とっさに答えてしまい、しまった、と思った。本当は晴文には内ない緒しよにしておきたかったのだ、こんな事は。

　目の前の晴文は、どこか怒おこったような、それでいて悲しそうな顔をしていて、志貴はまるで自分がひどく悪いことをしてしまったような感覚に陥おちいる。

「……ごめん、なさい。気をつけろって言われていたのに」

　アルバイトで夜遅おそくなる自分を迎むかえに来るくらい、彼は志貴の事を心配してくれていたのだ。

　それなのに一人で夕暮れ時の公園などを通りかかって、案の定危ない目に遭あった。

　きっと怒られるだろう。呆あきれられてしまうかもしれない。そう思って、志貴はぎゅっと涙を零す目を閉じた。

「────え」

　だが、その予想に反して、与あたえられたのは息も止まるような抱ほう擁ようだった。晴文の腕と、胸と、匂においに包まれ、志貴は何が起こっているのかわからなくなってしまう。

「本当に、ちゃんと逃げて来たんだな。無事なんだな。────そんな奴やつに、触らせたりしていないな」

　志貴を抱き締めて、晴文は確かめるようにそう言った。その声は低く、熱い。まるで嫉しつ妬とされているようだった。

「うん」

　ためらいがちに答えると、晴文の片腕が志貴の背中を滑すべり、ぐっ、と腰こしを抱く。

「あっ……」

　どくん、と鼓こ動どうが跳はね上がった。顔がかあっと熱くなり、その熱が身体からだ中へと広がっていく。雨に濡ぬれて冷えていたはずの志貴の身体は、晴文の仕草ひとつで火ほ照てりだした。

「と、うさん……」

「許さない────おまえが────そんな奴に好きにされるなんて」

　首筋に晴文の顔が埋うずまる。うなじにかかる彼の息づかいに、志貴は心臓が止まりそうになった。いったい今、何が起こっているんだろう。志貴はパニックを起こしそうになる頭でそんな事を考える。けれど公園で男に組み伏ふせられていた時とは違ちがい、嫌悪感はいっさい感じられなかった。それどころか、今さっきあんな目に遭ったというのに、身体の中がとろりと潤うるんでいくような感覚すらある。自分の肉体の現金さに、志貴は呆れた。

「と、父さん……放して」

　それを晴文に知られるのが恥はずかしくて、志貴は力の入らない両腕で彼の胸を押し返そうとする。だがそんな事をすると、ますます強く抱き込まれてしまった。

「……昨夜、お前が言ったことだが」

　ふいに耳元で言われた言葉に、志貴はぎくりとする。

「お前は、綱紀の事が好きなんだと思っていた」

「ち……違うよ」

「けどお前達はそういう関係なんだろう？」

　知られていた。志貴は身体を震わせ、ぶるぶると首を振る。

「違うんだ。でも、触らせていただけ。最後まではしてない。綱紀さんは俺の気持ち、知っていたから。俺の欲よつ求きゆうを吐はき出させてくれていただけなんだ」

　途と切ぎれ途切れに説明している最中にも、いったい何を言っているんだと自分でも思った。こんな事を聞かされて、晴文が納なつ得とくするとも思えない。だが彼は小さく笑いを漏もらすと、あいつらしい事だ、とぼやいた。

「お前が小さい時、俺がしてやったみたいな事か？」

「う……、ん」

　ばつが悪い思いに苛さいなまれ、志貴は息を詰まらせるように頷うなずく。すると晴文の手が志貴の尻しりを撫なで回すように動き、膝から力が抜けそうになった。

　今、自分は欲よく情じようしている。間違いなく。

「あの時のお前を見て、俺は自分の欲よく望ぼうが抑おさえられなかった。血が繫つながらないとはいえ、お前は俺の子だ。そんな子にあんな真ま似ねをしたなんてと、自分が恐おそろしくなったよ」

「……そんな」

　それは晴文のせいじゃない。そう言おうとして、志貴は下半身に感じる熱にはっとなった。押しつけられた下か肢しに、服の上からでもわかる硬かたい感触と熱。晴文が、自分に欲情してくれている。その事実に気が遠くなりそうになった。

「だからお前の気持ちを感じつつも、ずっと見ない振りをしてきた。でないと、お前に何をしでかしてしまうかわからないからな────。多分、優香もそんな俺に気づいていたんだと思う。あれは勘かんだけは鋭するどい女だったから」

「……母さんの話は、やだ……」

　甘えるように嫌いやがって見せると、晴文は笑いを漏らしながら志貴の細い顎あごに唇くちびるを押し当てる。もっと、もっと違うところに口づけて欲しかった。

「なら────いいのか？」

　晴文の声が、ふいに獰どう猛もうさを含ふくんだものに変わる。志貴の背にぞくりとしたものが走った。

「お前に俺の欲望をぶちまけても」

「……っ」

　志貴の喉のどがひくりと上下する。悦よろこびでこのまま燃え上がってしまいそうだと思った。

「お前と綱紀の事を想像すると、嫉妬で頭が焦こげつきそうになる。けど、お前達がつきあっているなら────と我が慢まんしてきた。けれどもう、俺は我慢しなくていいんだな？　志貴」

「……っいい、よ」

　身体の中から溢あふれてくる激情にうまく声が出せず、志貴はようやっとそれだけを晴文に伝える事ができた。

「好きにして────俺のこと────。何しても、いいから」

　たとえどんな事をされたとしても、彼にされるのであれば悦びになる。志貴はあの日からずっと待ちわびていたのだ。初めて晴文に触ふれられ、極きわみに導かれた時から。

「父さん、すき……」

「悪い子だな、お前は」

　晴文の表情が、色悪なものに変わる。雄おすの色を濃こく表すその表情に、志貴はすっかり虜とりこになっていた。

「けど、俺もそんなお前が好きだ」

　俺のものにするぞ。

　低い声で囁ささやかれて、志貴はめまいすら覚える。濡れて開いた唇を彼のそれで塞ふさがれると、もう何も考えられなくなった。










　志貴は、十年前晴文と優香が絡からみ合っていた寝しん室しつのベッドで、今度は自分が横たわっていた。

　素す肌はだの背に、乾かわいたシーツが心ここ地ちよい。優香がずっと不在だったので、晴文はここのところ、このベッドにずっと一人で寝ねていたはずだ。

「あ……」

　それなのに、今はこうして自分が晴文と寝ている。その事実は志貴の胸に昏くらい悦びを芽生えさせた。自分はこれから母親の夫を寝取ろうとしている。けれどそんな後ろめたささえ、今の志貴には興奮となっていたのだ。

　自分も服を脱ぬぎ捨てた晴文が、志貴の上に覆おおい被かぶさろうとしている。よく鍛きたえられた彼の肉体はほどよく引き締しまり、上質な筋肉を纏まとっていた。抱だかれたらきっと泣かされてしまいそうな身体だ。

「綺き麗れいだ」

「ン、あ……っ」

　晴文は志貴を見下ろすと、そう囁いて口づけてくる。最初から開いていた志貴の歯列を割り、肉厚の熱い舌が侵しん入にゆうしてきた。それは志貴の舌を搦からめ捕とり、ゆっくりと吸い上げ、しゃぶり上げてくる。

「ふ、ン……ぁ────」

　晴文の舌を受け入れ、志貴は自らも夢中になって彼の舌を吸った。ほんの少し煙草たばこの味がするそれは志貴の官能を刺し激げきし、身体の熱を上げさせる。口の端はしから零こぼれた唾だ液えきを舌先ですくい取られ、またくちゅくちゅと粘ねん膜まくを絡ませ合った。口づけがこんなに淫みだらなものだったなんて、志貴は初めて知った。

「……お前の舌を、ずっと吸いたかった。こんなふうに」

「ふ、んっん……、とうさ……、ぁっ」

　舌した根ねが痛くなるほどにきつく吸われ、目め尻じりに涙なみだが滲にじむ。すると晴文はまるで宥なだめるように優やさしく舌の背で撫で、敏びん感かんな上うわ顎あごの裏を舌先でなぞった。

「あっ……ぁ」

　刺激にびくびくと手足が震ふるえる。頭と身体が興奮しすぎて、保もたないと思った。長すぎる口づけからようやく解放されたと思うと、晴文の唇は志貴の首筋や耳の孔あなを愛あい撫ぶする。それだけで肌が粟あわ立だち、背中がぞくぞくとわなないた。

（今、父さんに抱かれているんだ）

　それも、母親と抱き合っていたベッドの上で。

　そんな禁きん忌きが興奮や羞しゆう恥ちとない交ぜとなり、志貴は素肌に受ける晴文の肌の感かん触しよくに全身を総毛立たせる。

（まさか、こんな日が来るなんて）

　絶対に叶かなわない恋こいだと思っていたのに。

「志貴……何を考えている」

　すると、ふいに顎を捕らえられ、ぐい、と晴文の方に向かされた。

「後こう悔かいしているのか？　ここまで来て、今いま更さらやめてやれんぞ」

　それでも、もしもここで志貴が本気で嫌だと言ったら、きっと彼はやめてくれるのではないかと思った。そして今が、引き返す最後のタイミングなのだとも。

　志貴は震える両りよう腕うでを伸のばし、晴文の首に縋すがりついた。

「や、だ……、やめない、で」

　俺の事を抱いて。めちゃくちゃにして。

　わざと煽あおるような言葉を紡つむぎ、志貴はその身を晴文の前に放ほうり出す。

「……綱紀にも、そんなふうにして見せていたのか」

　晴文の瞳ひとみの奥が、一いつ瞬しゆん激しく燃えさかった。

「んぁ、ああ……んんっ」

　突とつ然ぜん胸の先に鋭い刺激が走り、志貴は甘えたような、鼻にかかったような悲鳴を上げる。晴文に胸の突とつ起きに吸いつかれ、強く吸われたのだ。じゅうっ、と音を立ててしゃぶられたそこはたちまち硬く尖とがり、舌を押し返すような弾だん力りよくを得てしまう。

「ここも……こんなふうに舐なめさせたのか」

「ち、がう、してな……、それは、してないっ」

　綱紀とはほとんど下半身の接せつ触しよくのみだった。お互たがい必要以上に着衣を乱す事もなく、ただ吐き出す事を目的とした行こう為いだ。そこには確かに快楽はあったが、こんなふうに肌が火を噴ふくような昂たかぶりはついぞ経験した事がない。志貴が必死になってそう訴うつたえると、晴文は意地の悪い笑えみを浮うかべて志貴を見下ろした。

「なら、お前の身体中に聞いてやろう」

　反対側の乳ち首くびを指先で摘つままれ、電流が走ったような感覚が腰こしから貫つらぬいてくる。

「ひ、ぁあんっ」

　そこを指先でくりくりと揉もまれ、押し潰つぶすように愛撫されると、痺しびれるような甘い刺激に苛さいなまれた。きゅうっと摘ままれると、じん、とした気持ちのよさが胸全体に広がり、そこから全身へとじわじわ広がっていく。

「は、ぁ……は、ああ」

「ここが敏感だな」

　晴文はそう言うと、もう片方のそれにもまた舌先を伸ばす。硬い粒つぶを転がし、時に軽く歯を立てて、まだ刺激に慣れない志貴の性感を蕩とろかせた。　>>>♥

「ああ、あ、そ…こ、は……っ」

「感じるのか？」

　優しく問われて、志貴はこくこくと何度も頷うなずく。肉体の奥にある芯しんが、とろりとろりと熔けけ始めていくような感じがした。

（────きもちいい）

　身体からだがふわふわと浮くような感覚がする。それはどこか発熱した時の感じに似ていたが、どこも不快ではない。心地いいばかりだ。

「あんっうっ」

　突然両の乳首を指先で摘ままれ、虐いじめるように擦こすられて、志貴は背中を反らして嬌きよう声せいを漏もらす。

「可愛かわいいな、お前は……。本当にめちゃくちゃにするぞ？」

「あん、ん、ん……っ」

　乳首を指先で愛撫されながら、志貴は晴文の唇くちびるが腹から下腹部へと徐じよ々じよに下っていくのを見守っていた。やがて太ふと股ももを摑つかまれ、ぐい、と左右に倒たおされていく。そこには、他ほかの場所への刺激で勃たち上がった志貴のものがあった。

「────っ……」

「子供の頃ころ以来か。やっぱり違ちがうな」

　志貴が幼い頃に、自じ慰いの手伝いをした時とは見た目が違うと言っているのだと気づき、羞恥に身を震わせる。

「あ、あまり見ないで……」

「これからここを可愛がってやるのに、見ないでどうするんだ？」

「だ、だって、恥はずかし……、んん、ああっ……！」

　唐とう突とつに股こ間かんに顔を埋うずめられ、そそり立っていたものを口中深くにくわえ込まれた。熱く濡ぬれた舌で根元から擦りあげられ、鋭えい敏びんな先せん端たん部分を撫なでていく。

「ひ、ぃ……ぁぁ……、あぁあ……んんっ」

　晴文に口こう淫いんされるのは、腰が抜ぬけそうなくらいに気持ちがよかった。綱紀にも何度かされているが、綱紀が優しく快楽を導いてくれるのに対し、晴文は志貴を快感で責め立てようとしているみたいだった。特に反応の激しい部分を見つけると、その場所を執しつ拗ように舌先で嬲なぶり、唇で吸いつく。

「く、ふぅう、うう、ぁ……あっ…っ、い、い……っ」

　くびれの外周をいやらしく舐め回され、思わず腰が浮いた。舌先がくすぐるように剝むき出しにされた粘膜を舐め、頭の中がかき乱されるような快感が襲おそってくる。

「ひぃっ、いぃ、あぁうう……っ、し、痺れ、る……っ、ぃ、あぁあ……っ」

　こんなに泣き喚わめくような快楽は得た事がなくて、志貴はかぶりを振ふりながら腰を揺ゆらした。先端の割れ目の蜜口に舌先をねじ込むようにされると、ひいひいと啜すすり泣いてしまう。口の端から唾液を零している事も気づかなかった。

「ああ、んん────…っ、ゆ、ゆるしてっ……、そこ、やぁ…っ」

「駄だ目めだ」

　一言のもとに却きやつ下かされ、晴文の指で裏筋を撫でられながら蜜口を虐められた。脚あしの付け根がぶるぶると震え、不規則な痙けい攣れんを起こす。

「は……っあっ、か、感じ、すぎ……っ」

　そこは快感が強すぎて駄目になる。志貴がそう訴えると、晴文は仕方がないな、とぼやき、次の瞬しゆん間かん、口の中に深くくわえ込んだ。

「ひ……！」

　熱い舌がねっとりと絡からみつき、強く弱く吸ってくる。唇で締しめられると、凄すさまじい射精感が込み上げて来た。

「あ────ぁ、い、イく、いっ……く、う────…！」

　びくん、と身体を硬こう直ちよくさせ、思わず腰を突つき上げる。シーツから浮いた背がびくびくと震えた。

　それと同時に、精路をもの凄すごい勢いで蜜液が走り抜けていき、志貴は晴文の口の中でその精を思い切り噴き上げてしまう。

「う、う…っ、くぁああ……っ」

　びゅくびゅくと放たれる白蜜を吸われる毎ごとに、腰骨が熔けそうな法ほう悦えつに喘あえいだ。シーツに投げ出された足の指がきゅうっと丸まり、長い絶頂に耐たえるように震える。

　意識が真っ白になり、どこかへ飛んでいきそうだった。こんな快感は、自慰でも、綱紀との戯たわむれでも感じた事がない。

「……は…っ、あ、ああ……っ」

　ようやっと最後の一いつ滴てきまで絞しぼり尽つくされ、晴文が顔を上げると、志貴は啜り泣くように荒あらい呼吸を繰くり返していた。両の手足はつま先までじんじんと痺れて、持ち主の言う事をちっとも聞きそうにない。

「……どうだ、感想は？」

「……っ」

　煽るように尋たずねられて、羞しゆう恥ちにカアッと頰ほおが熱くなった。潤うるんだ瞳で見上げると、晴文は少し意地の悪い顔でこちらを見下ろしている。乱れた髪かみが色気を醸かもし出していて、その男ぶりのよさに腰の奥がきゅうっと疼うずいた。

「……きもち、よかった……」

「そうか。これからもっと、よくしてやるからな」

　そう言うと、彼は志貴の内うち股またを摑んで、さっきよりももっと大きく開いてきた。深く身体を折られ、志貴の膝ひざ頭がしらが胸についてしまうほどに。

「あ……っ」

　とんでもない格好をさせられた事に気づき、恥ずかしさに身体が硬直する。腰が浮き上がって、これでは一番奥までが晴文の目に晒さらされてしまう。

「後ろは許したのか」

　おそらく、綱紀に挿そう入にゆうを許したのかと聞いているのだろう。志貴はあわててふるふると首を横に振った。だが、噓うそをつく事もできない。

「ゆ、指だけ……だよ……」

「ふうん」

　晴文はおもしろくなさそうに鼻を鳴らすと、おもむろにその狭はざ間まへと頭を埋めた。そうして露あらわにされた最さい奥おうの窄すぼまりに、ぴちゃり、と熱く濡れたものが触ふれる。

「ひ、あっ」

　さっきまで志貴の股間のものを嬲っていた彼の舌が、今度は後ろの蕾つぼみを舐なめていた。あまりの事に思わず逃にげを打とうとした身体が、最奥から込み上げてくる愉ゆ悦えつに力を失ってしまう。

「ふ、あぁ────……、あぁぁ……んんっ」

　ぴちゅ、くちゅ、と、後こう孔こうから卑ひ猥わいな音が響ひびいていた。志貴の窄まりで晴文の舌が穿ほじるように動き、その唾だ液えきを中へと押し込んでくる。その度たびに、入り口から内ない壁へきがじいん、と疼くのをどうしようもない思いで感じとった。

「あ、あ……だ…め、恥ずかし……っ」

　こんなひどい格好で、こんなところを舐められるだなんて。

「ふふ……、何言ってる。これから、もっともっと恥ずかしい事をしてやるのに」

「んああっ」

　にちゅ、と舌が入り、内壁がずくんと疼く。晴文の言葉にも興奮してしまい、志貴は淫みだらにも腰こしを揺らしてしまっていた。

「こら、動くな」

「ひぁ、あっ」

　晴文は仕置きでもするように、志貴の後孔を舌で責めたまま、先ほど口でイかせた陰いん茎けいを手で握にぎり込む。そのままゆっくりと上下に扱しごかれて、前後から異なる快楽を与あたえられた。

「あっ、あっ、あ……っ、や、ああっ、い、いっぺんに……なんて…っ」

　何年も焦こがれてきた父にこんな恥ずかしい格好で、こんないやらしい姿を晒して。恥ずかしさと快感で、志貴の頭の中はぐちゃぐちゃだった。けれどどんな事をされても、もたらされる愛あい撫ぶのひとつひとつが嬉うれしい。ずっとこうされたかった。

「志貴の孔あなは、堪こらえ性しようがないな……。ずっとヒクヒクしている」

「ああ、あっ、だって……っ、ああっ」

　どうしようもなく気持ちがいいのだから仕方がない。晴文の舌先で後ろを虐められ、巧たくみな指で前を擦られて、どこかもどかしい快楽に抵てい抗こうもできずに肢し体たいをわななかせているしかなかった。そのうち内壁の奥の奥から切ない感覚が生まれてきて、媚び肉にくがあやしい収縮を始める。男を受け入れたいという合図だった。

「ああっこんな…っ、こんなのっ」

　はやく、晴文の男をここに入れて欲しい。中を満たし、擦って、抉えぐって、そして雄おすの欲よく望ぼうをこの中に注いでほしい。────母にしたみたいに。

「……入れる、か？」

「ん、んん……、き、き…て、はやく……」

「初めてなんだろう、お前」

　晴文は身体からだを起こすと、自らの切っ先に手を添そえた。そこは猛たけ々だけしく反り返り、凶きよう器きと呼ぶにふさわしい形状をしている。

　あれが入ってくる。自分の中に。

「なるべく優やさしくしてやる。……自信はないがな」

「あっ……」

　ヒクついて、柔やわらかくなった後孔に怒ど張ちようの先端がぴたりと当てられた。圧あつ倒とう的な質量の予感に、志貴の全身が総毛立つ。それが入ってくると、ぞくぞくっ、と背筋が震ふるえた。肉環をこじ開けられる時の感覚がたまらず、志貴は思わず身体の下のシーツをわし摑づかみにする。

「うあ、あ────、…っあぁああ……っ」

　侵しん入にゆうしてきたものは熱く、長大で、その圧あつ迫ぱく感かんに最初は苦く悶もんした。必死に吞のみ込み、ずぶずぶという音を立ててそれが奥まで挿入されると、息も絶え絶えになりそうだった。

「あ、ぅ────あ」

「大だい丈じよう夫ぶか。……すまん、やめてやれん」

　初めての身に彼のものはかなり大変だったが、それでも志貴は嬉しかった。やっと晴文のものになる事ができたのだ。

　彼は志貴の上体を抱だき込むと、そのまま少しの間動かないでいてくれた。すると晴文の脈動と志貴の内壁が少しずつ馴な染じんで、その雄の形をじっくりと味わう余よ裕ゆうが生まれる。じわじわと広がる快楽に、志貴は次し第だいに息を乱れさせていった。

「…あ……ん…」

「お前のここが、だんだんうねってきたな」

　そんなふうに言われると恥ずかしくてたまらない。けれど気持ちのいい疼きは志貴をじっとさせてはくれず、とうとう自ら腰を揺ゆらしてしまった。すると彼をくわえ込んだ媚肉が引き攣つれ、これまで感じた事のない快感が走る。

「……あ、ふっ……」

「こら、はしたないぞ」

　晴文は志貴をたしなめるように言ったが、その声は低く笑いを含ふくんでいた。耳の奥に注ぎ込まれた響きに身体の奥が切なく反応する。今、自分はこの男のものを受け入れているのだと思うと、もうどうにでもしてほしかった。

「悪い子だ」

　そう言って彼は軽く腰を突き上げてくる。その瞬間、甘く重たい快感が腰から脳天まで突き抜ぬけていった。

「あ、あ！」

　がくん、と上体が揺れ、喉のどが反り返る。愉悦の鎖くさりで自由を奪うばわれたように支配された感覚があった。体内の奥にある男根に媚肉を擦こすられ、じわりじわりと痺しびれるような感覚が腰骨を伝っていく。

「はっ……あ……んっ、あっ……」

　これまで感じた事のない悦えつ楽らく。最初は引き攣れるような痛み混じりだったそれは、次第に甘く濃のう度どを変え、我が慢まんできないほどの快感へと変化していった。

「は…ひぃ……あんっ…」

「……よくなってきたか？」

「あ、あ、……へん、に……っ」

　身体の芯しんが熱く滾たぎり、肌はだが発火したように熱くなる。志貴がたまらずに晴文に両りよう腕うでで縋すがりつくと、彼は力強い腕で抱き返してくれた。けれどそれだけでは済まず、腰を引いて入り口近くまでその凶器を抜いてしまうと、再び深く沈しずめてくる。

「ああうぅんんっ……」

　びく、びく、と腰から背中にかけてわなないてしまう。晴文が少しずつ奥を穿うがってくる度に、中が蕩とろけそうな気持ちよさが湧わき上がってきた。ぐちゅ、ぬちゅ、という卑猥な音が繫つなぎ目から響いてくる。

「志貴……、わかるか？　お前の中が、嬉しそうに俺をしゃぶっているぞ」

「あっ、ああ……っ、こんな…っ、ぁ、はじめて、なのに……っ」

　志貴は秀しゆう麗れいな顔を真っ赤に染め、恍こう惚こつとした表情で喘あえいだ。もう平気そうだと判断したのか、晴文はその男根の切っ先で志貴の奥をぐりぐりとこね回したり、あるいはふいに大きく注送したりして翻ほん弄ろうした。

「ん、ひぃ────、あ、あぁあ……っ、……っそんな、ぁ、いい……っ」

　その度に身体が浮うき上がりそうな快感に包まれ、志貴は啜すすり泣きを漏もらしながら晴文の強きよう靭じんな身体の下で身み悶もだえる。

「こんなに感じて……。虐いじめられるのが好きなんだな」

「あっ────、すき────、あっあああ！」

　ずん、ずんと奥を突つかれ、あまりの気持ちよさにかぶりを振ふって訴うつたえた。

「いじめて……ほし……っ、もっと、やらしいこと、して……」

　これまでの父親の顔をかなぐり捨てて、雄の欲望をこの身体にぶつけて欲しい。焼けつくような快楽で理性が飛んだ思考で、そんな事を思ってしまう。

「後で後こう悔かいしても遅おそいからな」

「あっ、しな…っ、ふあっ、ああっ、んあぁっ」

　晴文も絶頂が近いのか、次第に律動が速くなり、小刻みな動きを繰くり返した。そうされると内ない壁へきが凄すさまじく刺し激げきされてしまって、志貴は頭が真っ白になるほどの快感に耐たえる。

　もう、くる。そこまで。

「はっ、あっ、……んあぁああんっ」

「く……ぅっ」

　身体の奥底からとてつもなく大きな波が込み上げて、志貴はそれに逆らえなかった。父親だった男の凶きよう悪あくなものをくわえ込み、初めて中での絶頂を迎むかえる。それはあまりに強きよう烈れつで、二度と忘れられないだろうと思った。腰から脳天までを愉ゆ悦えつの槍やりで貫つらぬかれたような感覚。

「あ、あ────…っ、で、でて、るう……っ」

　体内の奥に感じる、晴文の熱い迸ほとばしり。それは感じる粘ねん膜まくを濡ぬらし上げ、媚肉をひどく刺激した。どくどくとたっぷり注がれる度たびに、なにか身体の中から作りかえられていくような感じすらする。

「は、ア……っ」

「ああ……志貴」

　志貴の中に最後の一いつ滴てきまで注いでしまった晴文が、荒あらい息をついていた。その汗あせに濡れた肉体を抱き締しめ、自分も息を喘がせながら、志貴は昏くらい悦よろこびにうっそりと微笑ほほえむ。とうとう彼と、身体を繫げてしまった。

（もう戻もどれない）

　自じ慰いを見つかった、あの時とは違ちがう。志貴も、おそらくは晴文も、どういう事なのかわかっていて行こう為いに及およんだ。

「……やっちまったな」

　やがて息の整った晴文が、志貴の耳元で低く囁ささやく。どこか笑いを含んでいるような響ひびきだった。

「……どうする？」

　取り返しがつかないと感じながらも、志貴もまたわざと軽い口調で答える。彼の凶器は、未いまだ志貴の中で息づいていた。伝わってくる脈動に、内壁がひくひくと収縮する。

「堕おちるって、決めたんだろうが。お前はもう、俺のものだ」

　変わりのないその言葉に、志貴はどこか安あん堵どを感じた。世界の枠わくから外れた事に対する爽そう快かい感かん。

　これは人に知られてはいけない事だ。後ろめたくて、けれどそんな事がどうでもよくなるほど嬉うれしい。

「……あっ」

　志貴の中で晴文のものが再び大きくなってきている事に気づき、思わず狼狽うろたえた声を漏らす。晴文は大きく息をつくと、志貴を抱き締めたまま上体を起こした。

「え、あ────、ああっ！」

「もう一度だ」

　晴文の膝ひざの上に座り込むような体勢になってしまうと、自重で彼のものがずぶずぶと根元まで沈み込む。さっきよりももっと深い場所に入ってしまう事になり、志貴は身体からだを硬こう直ちよくさせたまま背中を反らした。

「あ、ふ、ふか…いっ、ア」

　じいん、とした重い快楽が腰こしから全身へと広がっていく。達したばかりで感じやすくなっている肉体に、その刺激は強すぎた。なのに晴文は、志貴の双そう丘きゆうに指を食い込ませるようにしてわし摑づかみにすると、さっきよりも荒あら々あらしい動きでその内部をかき回した。

「ああ……っ、ひぃ────…んっ、ああっ、ああっ」

　ぐちゅん、と卑ひ猥わいな音が響き、晴文が内部に放ったものが繫ぎ目で白く泡あわ立だつ。めいっぱい広げられた肉環が太いものをくわえ込んでいる様は途と方ほうもなく淫みだらだった。

「気持ちいいか？」

　揺らされながら尋たずねられ、志貴はがくがくと頷うなずく。いつしか自ら腰を揺らし、その快楽を一いつ緒しよになって貪むさぼった。

「うっ…ああっ…、父さ、ん……！」

　行為の最中は禁きん忌きであるはずのその呼び名も、今はよけいに興奮を煽あおるものになっている。その罪深さに、肌が震ふるえた。

「志貴……志貴」

「んんう……」

　繫がりながらねっとりと舌を絡からませ合うと、それだけでまたイきそうになる。全身を侵おかす快楽に何もかもがどうでもよくなって、志貴はただひたすら、肉にく欲よくに溺おぼれていった。
















　朝の気配が窓の向こうから伝わってくる。志貴はまだぼんやりとした頭のまま、ベッドの中で重い瞼まぶたを開けた。

「…………」

　意識が少しずつ覚かく醒せいしてくると、周りを取り囲む何かが違う事に気づく。素す肌はだに当たるシーツの感覚、匂におい、そしていつも目覚めた時に見えるのとは異なる部屋。

　ここは晴文と優香の寝しん室しつで、そして今自分が寝ねているのは晴文のベッドだった。

（あ……っ）

　途と端たんに昨夜の記き憶おくが一気に押し寄せてきて、志貴はそこではっきりと覚醒する。身じろぐと、身体の節々に残る違い和わ感かんに襲おそわれた。特に腰のあたりがひどい。

　とっさに隣となりを向くと、晴文の姿が見えなかった。もう起きて仕事に行ってしまったのだろうか。枕まくら元もとの時計を見やると、九時を過ぎたところだった。自分の予定を必死に頭から引きずり出して、今日の講義は午後からだった事を思い出す。ほっとした。

　その時部屋の扉とびらが開いて、晴文が入ってきた。彼は志貴が起きている事に気づくと、はっとしてこちらを見る。志貴もどうしたらいいかわからなくて、毛布にくるまって硬直した。

「────」

　なんて言えばいいのだろう。こういう場面は初めてだった。そして最初に動いたのは晴文の方で、彼はまっすぐにこちらに歩いてくると、ベッドの端はしに腰を下ろして言った。

「おはよう」

「お……おはよ」

　晴文の大きな手が、毛布越ごしに志貴の背中から腰へと撫なでていく。その感かん触しよくは否いや応おうなしに昨夜の事を思い起こさせ、身体がびくん、と震えた。

「身体は大だい丈じよう夫ぶか？」

「た────多分、なんとか」

「優やさしくしようと思ったんだけどな。途と中ちゆうからどうもがっついてしまった。若造じゃあるまいしな。すまん。つらかったか？」

「そんな事ない」

　志貴は彼の言葉を否定した。晴文には、志貴を抱だいた事で少しも自責の念のようなものは抱いだいて欲しくない。上体を起こすと、毛布が身体の線にそって滑すべり落ちる。露あらわになった肌はだに、晴文の視線が刺ささった。

「は、恥はずかしかったけど……、その、気持ちよかったから……」

　頰ほおを朱あかく染め、視線を逸そらしながら言うと、目の前で彼が一いつ瞬しゆん黙だまり込む。それから手が志貴の髪かみを撫で、顔が近づいてきた。心臓が駆かけ足になる。

「俺も気持ちよかった。可愛かわいかったぞ、志貴」

　ちゅっ、と唇くちびるを吸われてしまい、志貴はそれだけでぼうっとなった。ずっと好きだった男に抱かれ、翌朝もこんなふうに優しくしてもらえる。なんだか夢みたいだった。

「起きられるか？　今日は大学は？」

「あ……、午後から行く」

「そうか。今日ぐらい休んだらどうだと、保護者としては言いたいがな」

　晴文は父親ではなく、保護者という言葉を使った。やはり彼としても、後ろ暗い部分はあるのだろうか。

「シャワー浴びたら飯にしよう。今日は俺が用意したから」

「うん、ありがとう」

　晴文はそう言って部屋から出て行った。志貴もまた、ベッドから降りようと床ゆかに足を着く。途端に膝がかくりと折れそうになって、なんとか踏ふん張った。

（立てなくなるところだった）

　昨夜の自分の痴ち態たいを思い出し、今いま更さらながらに恥ずかしくなる。男を受け入れたのは初めてだったのに、あんなにはめを外したらこうなるのは当然だと思った。

　それでも浴室まで行き、シャワーを浴びて身体を洗い、着き替がえてこざっぱりと身み支じ度たくを整えると、本調子に戻もどってきた。

　ダイニングに行くと、テーブルの上には目玉焼きとベーコン、サラダの朝食があった。トーストがやける香こうばしい匂いが、にわかに空腹を刺し激げきする。

「あまりたいしたものでなくて悪いな」

「ううん、充じゆう分ぶんだよ」

　晴文はどちらかというとあまり家の事ができるタイプではなかった。それでも特に困る様子はなく、優香や志貴にその事で文句を言った事もない。どちらかといえば、相手が色々と世話を焼きたがるタイプのように思えた。こんなふうに不器用ながらも食事を作ってくれると、愛いとおしくなってしまう。

「志貴」

　席についてオレンジジュースのグラスを口に運ぶと、向かいの席で晴文がおもむろに口を開いた。

「俺はもう、多分歯止めがきかない」

　その言葉の意味するところがわかってしまって、志貴は落ち着きをなくしてしまう。そして困った事に、それが少しも嫌いやではなかった。

「俺を拒きよ否ひするなら、今のうちだぞ」

　晴文はいつも飄ひよう々ひようとした態度をしているが、この時は真しん剣けんな顔で志貴を見つめてきた。少し怖こわいくらいの眼まな差ざしに息が止まりそうになる。それでも志貴の胸には悦よろこびが走った。拒否するなら今のうち、ではなく、もう歯止めがきかないという言葉にだ。

「────なんで拒否しないとならないの」

「俺はお前にひどい事をするぞ。昨夜よりもずっと。お前は俺の中の枷かせを、簡単に外してくるからな。あの時から」

　それが、志貴が十歳の時のあの出来事の事だと暗に示した晴文は、自じ嘲ちようするように口元を引き上げる。彼もまた、欲よく望ぼうと闘たたかっていたのだろうか。ならば嬉うれしいと思った。けれどもう、我が慢まんしてほしくない。

「俺はずっとひどい事をされたいと思っていたよ。父さんがしたい事をしていいって、昨夜も言った。俺は悪い子だから」

「……志貴」

　晴文の手が頰に触ふれた。そのまま指を滑らせ、志貴の唇に触れる。

「お前はいい子だよ。けど、怖い物知らずだ」

　晴文は微笑ほほえんでいた。まるで志貴を搦からめ捕とろうとするような、底の深い笑みだった。

「お前は俺という男がどんな事を考えているのか知らない」

「じゃあ、教えて────怖くてもいいから」

　その先に何が待ち構えていても、二人でなら堕おちていきたい。そう考えるのは、志貴がまだ子供だからなのだろうか。親子という立場がもどかしい。けれども優香と彼が結けつ婚こんしなければ、志貴は晴文と出会えなかっただろう。

　自分の中の感情が、肉にく欲よくなのか思し慕ぼなのか、そんなのはどうでもいいと思った。とにかく晴文が欲しい。そして彼に欲しがってもらえるのなら、他ほかに何がいるだろうか。

「俺のものにするぞ。本当に」

　志貴は返事の代わりに、唇に触れている彼の指をちゅっ、と吸った。たったそれだけで、ひどく性的な気分になる。

　そうしてその日、志貴は結局大学へは行けなかった。










「あっ、そ…こっ、ああっ……」

「ここか……？　また見つけたぞ。志貴の弱いところだ」

　太いものの切っ先が体内の奥を探さぐり、いくつもの感じる場所を探し当てられる。志貴は二階の自室のベッドの上で、晴文のものを受け入れていた。横向きになった体勢で片かた脚あしを高く担かつがれ、まだ昨夜の名残なごりで濡ぬれている内ない壁へきをぬちぬちと擦こすられる。

「あっ、はあっ、ああ……っ、い……ぃ…っ」　>>>♥

　晴文のもので感じる場所を容よう赦しやなく抉えぐられ、背筋をぞくぞくした恍こう惚こつが走り抜ぬけていく。昨夜男を知ったばかりだというのに、志貴の中は熱くうねって晴文を味わっていた。身につけているものは薄うすいＴシャツ一枚で、それも胸の上までたくし上げられている。さっきまで胸の突とつ起きをさんざん舐なめられて弄いじられて、朱く腫はれたそれはぷつんと硬かたく尖とがっていた。露わになった股こ間かんのものもはしたなくそそり立ち、先せん端たんからぽたぽたと愛液を零こぼしている。

「まだ二回目だってのに、なんでこんなにいやらしいんだ？」

　責めるような言葉と同時に、ぐちゅん、と音を立てて晴文のものが根元まで突つき入れられた。強きよう烈れつな快感に閉じた瞼まぶたの裏に白い光が走る。

「ああ、うう…っあんっ、ご、ごめんなさ……っ」

　晴文にそうやって叱しかられると、火のような興奮に肉体が包まれた。奥まで這は入いってゆるゆると動いている彼を思わず締しめつけてしまう。

「お仕置きだな」

　晴文は志貴の股間を握にぎると、巧たくみな指使いで上下に扱しごき始めた。同時に志貴の肉洞をかき回すように腰こしを使い出す。

「ああ、ひぃ……っんんっ、あ、それ、だめ、だめ……ぇぇっ」

　前後から来る恐おそろしいほどの快感に、思わず腰が引けそうになった。けれども晴文にがっちりと抱かかえ込まれている下か肢しが逃にげる事は敵かなわず、志貴はその濃のう厚こうな責めをあますところなく感じさせられる事になる。

「あぁあ、ああっ、いや、出ちゃう……っ、イく、から……っ」

　身体からだが溶とけてしまいそうな喜き悦えつに耐たえきれず、志貴は泣きじゃくりながら首を振ふり、晴文の注送に合わせて無意識に腰を振った。込み上げる絶頂感に、両手でシーツをわし摑づかみにする。達する毎ごとに極きわみが深く長くなっていっているような気がして、このままだとどこまでいってしまうかわからない恐きよう怖ふがあった。けれど晴文は志貴のそんな怯おびえにもお構いなく、ただこの身体に快感を注ぎ込み続ける。そこには支配されるような強ごう引いんさがあった。

「あっアっ、……っい、んぁぁあああ……っ」

　上体をめいっぱい反らし、腰をがくがくと震ふるわせて、志貴は何度目かの絶頂を迎むかえる。晴文の手の中には、極みの証あかしである白はく濁だくが弾はじけ、指の間から滴したたっていた。

「……もうすっかり、後ろでイけるようになったな」

「……あ、あ……っ」

　全身で達し、余よ韻いんにぶるぶると震えている志貴を、晴文は背後から抱だき締める。彼はまだ志貴の中で精を吐はき出してはいなかった。それを体内に収めたまま、後ろから回ってきた手が胸を這はい、乳ち首くびを摘つまみ上げる。

「んん、あっ」

　胸の先に、たちまちきゅうっ、とした刺激が走った。

「はぁ、あ、だめ……っ、からだ、敏びん感かんになってる、から……っ」

　喘あえぎながら止めてみるが、彼は構わずに鋭えい敏びんな突起をこねくり回す。志貴はもう声を抑おさえる事ができなくて、あっ、あっ、と淫みだらな声を上げ続けた。

「だからするんだろう？　可愛かわいいな志貴は……。今日は一日中、イかせてやる」

「ああ、や、そんな…の、おかしくなる……っ、ふ、うぅうんっ」

　抗こう議ぎの最中に挿そう入にゆうされたままのもので奥を突かれ、じん、とした快感が突き上げてくる。たちまち力が抜けてしまい、晴文の思うままに身体を弄られた。

「ああ……ぁ、気持ち、いいよぅ……っ」

　カーテンを閉めた窓の外からは明るい昼間の気配が立ち込めている。なのに、この部屋の中は淫いん靡びで、愉ゆ悦えつの吐と息いきとひそやかな蜜みつの音で溢あふれていた。その事が志貴の後ろめたさと興奮を煽あおり立てる。

「もっと淫らになれ、志貴……」

　もう充分になっている、と、耳に注ぎ込まれる晴文の囁ささやきに心の中で返した。それに応こたえるように肉洞の中で彼が大きく動き、志貴は襲おそい来る悦楽に思考を手放した。
















「────どう見ても、色っぽくなったよなあ、志貴」

　閉店の片付けをしていると、綱紀がモップの柄えに両りよう腕うでを乗せ、じろじろと志貴を眺ながめて言った。

「兄貴と寝ねたろ」

「えっ……」

　テーブルの上を拭ふいていた志貴は、ぎくりとして綱紀を振り返った。こうまであからさまに言われてしまうとごまかしようがない。もっとも、綱紀とは性的な戯たわむれを繰くり返してきた関係だ。晴文に対する苦しい胸の裡うちを聞いてもらった事もある。黙だまっているのは果たして得策だったのか、迷いはあったのだ。

「そっ……それは」

「白状しろ。優やさしい叔父おじさんが色々と相談に乗ってやっただろ？」

「……寝ま、した」

　口に出すと頰ほおが熱くなる。

「いつ」

「先月の……初めだったかな」

　晴文と肉体の関係を持つようになってから、もう一ヶ月以上がたっていた。あれから晴文とは、もう何度も身体を重ねている。優香は相変わらず帰ってこない。たまに家に戻もどる時があっても、昼間に用事を片付けていくだけで、またすぐに家を空けていた。母も後ろめたい思いがあるのだろうか。自分たち家族はみんなそうだな、と思う。

「そうか、ついにやったか。なんだか嬉うれしいような悔くやしいような感じだな」

「綱紀さんには色々と心配かけたけど……」

「そう思うならお礼してくれるか？」

　綱紀がモップをカウンターに立てかけ、志貴に近づいてきた。ぐい、と身体を寄せられて思わず怯ひるむ。以前の綱紀に触ふれられていた時は、志貴はまだ晴文とは関係を結んでいなかった。だが、今は違ちがう。

「ま、待って、綱紀さん、だめ…っ」

　腰を抱かれ、テーブルに押しつけられて、志貴は思わずそこに両手をついてしまった。綱紀の体温を間近に感じ、男を知った身体が反応する。

「兄貴に遠えん慮りよしてんのか？」

「……ごめんなさい」

　志貴が消え入りそうに謝ると、綱紀は思いがけずあっさりと身体を離はなした。志貴はほっとして息を吐き出す。

「そんな顔されたら、何もできなくなるなあ」

　自分はどんな顔をしていたのだろうか。晴文に抱かれている事が見ただけでわかってしまうなんて。

「俺、そんな変わりました？」

「ん？　うーん……。何かな、雰ふん囲い気きがエロくなった。うまそうになったっていうか。触れなば落ちん、って感じだぜ？」

「……そ、それは、綱紀さんだけにわかるもの？　それとも、全然関係ない他ほかの人にもわかってしまうのかな？」

　もしも志貴の変化が誰だれにでもわかるものだったなら、晴文との関係が世間にばれてしまうのではないだろうか。

　特に、母親の優香に知れてしまったら。志貴はそれが一番怖こわかった。優香とは、よくも悪くも本当の親子だ。その情の強さは志貴もよく知っている。むしろ晴文と寝るようになって、それを痛感する事になった。今、母親の関心が晴文にないとしても、自分の息むす子こが夫と通じてしまったなんて知ったら、どうなるかわからない。

　そして綱紀はそんな志貴の心情を知ってか知らずか、おかしそうに笑った。

「まあ、多分俺しかわからないんじゃないかな。お前はもともと色っぽかったし。ただ、見る奴やつが見れば手を出したくなるほどには変わったって感じかな」

　それにはもちろん俺も含ふくまれるがね、と片目を瞑つぶる綱紀には、志貴を責める様子は窺うかがえない。彼が執しゆう着ちやくの低いタイプでよかった、と胸を撫なで下ろした。

「────どうした」

　その時、あまりにも聞き覚えのある声が背後から聞こえて、志貴はあわてて振ふり返る。

「────父さん」

「何かあったか」

　扉とびらを開ける音に全然気がつかなかった。もしや今の話を聞いていたのだろうか。

「おっ、迎むかえに来たのか」

　対する綱紀は、まるで気にしていないように兄である晴文に語りかける。もしかして、彼の位置からは晴文の姿が見えていたのではないだろうか。

「ああ、もう連れていって構わんだろう？」

　晴文の態度も平静そのものだ。けれどそう言って志貴の肩かたを引き寄せる仕草には、じわりとした執着が滲にじみ出ているように感じた。

「ごめん父さん、もう少しで片付け終わるから」

「ああ、いいよいいよ。後は俺がやっとく。じゃ、また来週な、志貴」

　綱紀がひらひらと手を振り、志貴と晴文を送り出す。仕事を残して帰るのは気が引けたが、そのまま晴文に強ごう引いんに連れ去られてしまった。

「……何か怒おこってる？」

「怒っていたら、今いま頃ごろお前をあいつの所でバイトさせるのをやめさせているさ」

　車に乗るまでの道すがら、恐おそる恐る横顔を見上げて尋たずねた志貴に、晴文は苦く笑しようしてそう答える。

「それにさっき、あいつの誘さそいを断っていたろう」

「……っ見ていたんだ」

　やはり、という思いにどきりとした。車のドアを開け、ぎこちない動きで助手席に滑すべり込む。責められるかとも思ったが、晴文は運転席に座ると、志貴の頭をくしゃりと撫でた。大きくて温かい彼の手。志貴は晴文にこうして撫でられるのが好きだった。それは抱だかれるようになった今でも変わらない。

　父親と関係を持ち、もう純じゆん粋すいな親子ではないというのに、自分は未いまだに彼に父親の役割を求めてしまっているのだろうか。だとしたら、それはとても図ずう々ずうしい事のように思う。

「俺は意外と嫉しつ妬と深ぶかい方だぞ」

「知らなかった」

　母が家を空けるようになっても、晴文の様子はさほど変わらなかったように見えた。いつものように淡たん々たんと生活を続ける彼を見て、志貴は晴文が心を痛めていない事に胸を撫で下ろしていたものだ。

　という事は、やはり母にはさほど執着がなかったという事なのだろうか。そこまで考えて、志貴は自分の醜みにくさにうんざりする。

「おいおい。俺はもしもお前が、やっぱり若い男の方がいいなんて言ったら荒あれるぞ」

「そんなのあるわけないだろ」

　大学にいるような若い男など、晴文に比べたら子供すぎて何の関心も持てない。

「そうか────、ならいいが。お前が若い男を相手にしてたら、その男を再起不能にするぐらいはやるかもしれんな」

　晴文は冗じよう談だんとも本気ともつかない口調でそんな事を言う。けれどそれは晴文の自分に対する執着を感じて、志貴は薄うす暗ぐらい悦よろこびを覚えた。

「まあ、セックスに関してはそいつらよりうまいんじゃないかって自負しているけどな」

「……うん。そう、思う、けど」

　比べた事はないが、晴文のセックスは巧たくみだと思う。

　実に正直に志貴は頷うなずいた。実際ここ一ヶ月で、志貴の肉体は恐ろしいスピードで開花していっていた。相手が好きな男だという事も十二分にあるが、晴文に濃のう厚こうで淫みだらな性せい戯ぎを施ほどこされると、志貴の身体からだはたちまち熱く火ほ照てって蕩とろけてしまう。一度抱かれてしまうと、正気でいられる時間はどんどん短くなっていった。最後はいつもはしたない声を上げ、卑ひ猥わいな言葉でねだってしまう。自分でも堪こらえ性しようがないと思うが、どうにもならなかった。

「お前は素す直なおだな」

　晴文は声を上げて笑った。そして運転席から手を伸のばし、志貴の脚あしの間を撫で上げてくる。

「んぁっ」

　助手席でびくん、と身体を強こわばらせ、驚おどろいて彼を見やった。すると晴文の射い貫ぬくような眼まな差ざしとかち合って、志貴はもう動けなくなる。

「そんなお前だから、可愛かわいくて仕方がない」

　食べてしまいたくなる、と続けて、晴文は志貴の股こ間かんを服の上からゆるゆると撫で、揉もみ込んだ。

「んっ……あぅ…んっ」

「足を閉じるなよ」

　車の中とはいえ、誰が通りかかるかもわからない駐ちゆう車しや場じようで不ふ埒らちな事をされ、それでも志貴は彼の言いつけどおりに両脚を開く。今や晴文は、掌てのひら全体を使って志貴の股間を愛あい撫ぶしていた。

「う、う……っあっ」

「気持ちいいか？」

　晴文の五本の指は志貴の弱い場所を擦こすり、撫で上げてくるが、厚い布越ごしに与あたえられるそれはもどかしい。けれど確かな快楽が腰こしの奥に響ひびいてきて、志貴はシートの上で身み悶もだえる。衣服の中でそれは形を変え、圧あつ迫ぱくされて苦しげに布を押し上げてきた。

「……っは、きもち、いい……」

　けれど、こんな布越しじゃなく、直接握にぎって可愛がって欲しい。志貴は訴うつたえるようにシートの上で腰を浮うかしたが、彼は素知らぬ顔でそこを撫で回すばかりだ。時折ぎゅうっ、と強く摑つかまれると、強い刺し激げきが背中を駆かけ上っていく。

「あ、あんっ」

　それなのに、またゆるゆると優やさしく擦られ、志貴は急激に高まった身体を持てあました。たまらなくなって、革かわ張ばりのシートを強く摑む。

「……っ、ね、ねえ、直接……」

「うん？」

　志貴は羞しゆう恥ちに唇くちびるを舐なめた。その先を言うのはやはり抵てい抗こうがある。けれども、晴文は志貴が自分で口にしない限り、決してそれをくれないだろう。ここ一ヶ月で身体にたたき込まれた事だった。

「外に出して……じかに、さわっ、て……」

「そんないやらしい事をして欲しいのか？」

　嬲なぶるような言葉に、目め尻じりに涙なみだが滲む。けれど志貴は自分でもわかっていた。これは悲しいのではなく、興奮して啜すすり泣いているのだと。

「アっ、し、して、やらしいの……っ」

　観念して淫らな言葉を発すると、晴文の手が志貴のベルトにかかり、ファスナーを下ろしてきた。服の中に潜もぐり込む大きな手をどきどきして眺ながめていると、その手が志貴の高まりを摑み、ずるりと外に引きずり出してくる。

「ああっ」

　押さえつけていた布の圧迫がなくなり、解放感に声を上げた。それはもうはちきれんばかりに張りつめて、先せん端たんをひどく濡ぬらしていた。

「こんなにして。そんなに感じていたのか？」

　そのままくちゅくちゅと上下に扱しごかれて、直接的な快感が脳のう髄ずいまで響く。

「あ、あ────あ、あうう……っ、か、感じ…るっ」

　志貴はシートの上で大きく上体を仰のけ反らせた。晴文の指が鋭えい敏びんなところを撫で回す度たびに、頭が真っ白になるほどの快楽に襲おそわれる。密室状態の車内は、志貴の上げる声と、粘ねん膜まくを擦る卑猥な音、そして晴文の息づかいで満ちていた。息苦しいくらいに濃のう密みつな空気。

「ひ、ひぃっ」

　先端の特に鋭敏な蜜口を指先でぐりぐりと刺激され、引き攣つれるような声が漏もれる。あまりに強い刺激に両の膝ひざ頭がしらががくがくとわなないた。

「そ、そこ……だめっ、そんな、強くしないで……っ」

「ん？　なら、こうか？」

　痛いほどに虐いじめられていた部分から爪つめの先を離はなした晴文は、指の腹でそこを労いたわるようにぬるぬると撫なで回した。剝むき出しの粘膜を直接撫で回され、腰全体に甘い毒のような痺しびれが広がる。それもまた耐たえられない刺激だった。

「ああぁあ」

　気持ちいい。腰から下が熔とけていきそうだ。志貴は今や何度も腰を浮かせ、晴文の指の愛撫で悶もだえた。覚えのある大きな波がやってきて、志貴をそこから攫さらっていこうとする。

「あっあっ、イくっ、いっちゃ……ぁ」

「出していいぞ」

　晴文に許しを得て、志貴はもう高みを目指す事しか考えられなかった。シートを汚よごしてしまうのではないかという心配も、理性と一いつ緒しよに隅すみに押しやられてしまう。

「ああ、いいっ、父さんの指……、きもちい……っ、あっ、いくっ、…あ────……っ」

　車外に聞こえてしまうのではないかと思ったが、我が慢まんできなかった。志貴は卑猥な言葉を口から垂れ流しながら、がくがくと腰を痙けい攣れんさせ、晴文の手の中に思い切り射精する。白い蜜はびゅるびゅると音を立てそうに迸ほとばしり大きな掌に受け止められた。

「……いっぱい出したな」

　晴文はダッシュボードから素す早ばやくティッシュを取り出すと、器用に志貴が放ったものを拭ふいていく。その様子を、志貴ははあはあと息を喘あえがせながら見ていた。まだ頭がぼんやりして、状じよう況きようがよくわからない。けれど頭が冷えてくるにつれ、ついさっきまでの自分がどんな痴ち態たいを晒さらしていたのかが頭に甦よみがえる。

「……っもう、また、意地悪して……」

　羞恥をごまかすためにふてくされたような顔をしていると、晴文は柔やわらかくなった志貴のものをきちんと服の中に収めてやり、それから軽く口づけてきた。唇を吸われる心ここ地ちよい感覚に小さな声が漏れる。

「んっ」

「お前にもっと快楽を教えてやりたい」

「……これ以上……？」

　今の状態ですら、すでに自制がきかなくなりつつあるのを自覚しているのだ。それなのに、さらに溺おぼれさせられたら、どうなってしまうのかわからない。

「嫌いやか？」

　そう問いかけられて、志貴は嫌じゃない、と小さく呟つぶやいた。どうせ自分たちの関係は世間の枠わくからはみ出してしまっているのだ。ならば、彼と行き着くところまで行ってみたい。たとえそれが、どんなところであったとしても。

「────再来週の休みに、どこかに行かないか。二人だけで、泊とまりで」

　急にそんな事を言われて、志貴は瞠どう目もくした。彼は仕事で忙いそがしいし、二人でどこかへ行けるなんて、思ってもみなかった。

「────どこ？」

「どこか温泉でもいいな。行くんだな？」

　途と端たんに目を輝かがやかせた志貴に、晴文はまんざらでもないふうに笑う。志貴がまだ子供の頃ころ、優香と三人で旅行した事は何度かあるが、二人きりで、ましてやこうなってからは初めての事だった。

「行きたい」

　正直、場所なんかどうだってよかった。

　あの家の中はどうしても優香の匂においが残っていて、晴文と抱だき合っていても、どこかで母の存在を感じてしまう。この男は、どうしたって母のものなのだと。

　優香は相変わらず帰って来ていない。だが、彼らは正式に別居しているわけではなくて、志貴はいつ帰ってくるかわからない母に怯おびえていた。

（血の繫つながった親子なのに）

　むしろ血が繫がっているからこそだ。情愛に溺れてしまうという性質は、自分と母の間に流れる業ごうのようなものだろう。それが感じられるからこそ、志貴は時々あの家で暮らす事に、ほんの少しだけ息がつまりそうになってしまう。

　けれど、旅先でなら晴文と完全に二人だけになる事ができるだろう。

　できるなら観光なんかしないで、ずっと彼と繫がっていたい。

　そんな淫みだらな願いを見み透すかしたように、晴文が間近で囁ささやいた。

「もっと開発してやるから、覚かく悟ごしてろよ」

「……父さん、なんだか変態なおじさんみたいだよ」

　むしろ嬉うれしいくらいだったが、照れ隠かくしでついそんな事を言ってしまうと、晴文は何を言っているんだ？　と笑い飛ばした。

「自分の息むす子こに手を出すなんて、それくらいじゃないとできないだろう」

　そう言うと彼はシートベルトを締しめ、エンジンをかけた。志貴はさっきまでの行こう為いでこもってしまった車内の空気を入れ換かえるように、少しだけ窓を開ける。走り出した車の窓から入ってくる風が火ほ照てった頰ほおに心地よかった。

　志貴は窓の外に視線を投げながら、彼がさっき言った事を考える。彼もまた、志貴のようにずっと思い悩なやんでいた。

　どうして親子なんだろう。

　何度もそこに行き当たって、志貴はそっと嘆たん息そくした。

　答えはわかりきっているはずなのに。
















　行楽日和びよりのサービスエリアは人も多く、広い駐ちゆう車しやスペースは八割方が埋うまっていた。

「えらい混こみようだな」

「仕方ないよ。天気もいいし」

　晴文と志貴は、レストランに向かって歩きながらそんな会話を交かわしている。車で三時間ほどの場所にある温泉地に行く途と中ちゆうだった。志貴はこの日を、ずっと楽しみにしていたのだ。

　最近のサービスエリアは色々と特色を持っている事が多い。ここのレストランは、ステーキが美う味まいと評判だった。

　時間が昼を少し過ぎていたためと、レストラン自体が広いため、さほど並ばずに食事にありつく事ができて、二人は大ぶりの肉にかぶりつく。ソースの味がよく、肉の質もよかった。

「この年になるとそんなに肉って感じでもないんだよなあ。まあでも、美味いな」

「またそんな事言って。そんな年でもないくせに」

　晴文はまだ四十手前だ。まだ充じゆう分ぶん若いうちに入るのではないだろうか。おまけに彼には男の色気という武器が備わっていて、しょっちゅう女性から欲よく望ぼうめいた視線を投げられている。さっきも女性の二人連れがこちらを振ふり返って見ていた。

「もてるくせに。俺知ってるよ」

「なんだ、焼き餅もちか？」

　晴文が大きな肉の塊かたまりを口に入れて咀そ嚼しやくする。その口元がなんだか肉食の獣けもののように見えて、志貴は今すぐ自分も食くらってほしくなった。

「そういうお前だって、充分人目を引いてるぞ」

「まさか」

　志貴は他人が自分を見る視線など、今まで気にした事もない。ずっと晴文の事を見てきたので、女の子とつきあうという選せん択たく肢しもなかった。いや、実を言うと今までに一度だけある。高校生の時、晴文の事を諦あきらめようと、告白してきた女の子とつきあおうとしたのだ。まったく相手に失礼な事をしたものだと今なら思う。当然うまくいくはずもなく、わずか半月でつきあいは終しゆう了りようした。当然身体からだの関係などはない。綱紀に気持ちを見透かされ、口説かれて触さわらせてしまうまで、志貴の肉体には誰だれも触ふれた事がなかった。

　だが、そう言うと晴文は笑うのだ。

「お前は自分の綺き麗れいさを知らないからな」

　危なくて困る、と、最後の肉のひとかけらを口に入れ、晴文はナプキンで口元を拭ぬぐう。

「本当はあの店でバイトさせるのだって心配なんだ。実際、綱紀はお前に手を出していたし。客にナンパされた事だってあるんだろう？」

「時々携けい帯たいの番号渡わたされるくらいだよ」

「そらみろ」

　やっぱり危ないじゃないか、と彼はぼやくように言った。だが志貴は、そんなものを渡されても後で全部処分している。だから危ないうちには入らないと思うのだが。

「お前には危機意識が足りんな。俺がちゃんと教育してやらんと」

「どんな教育なんだか」

　運ばれてきたコーヒーを口にしながら、志貴が揶や揄ゆするように言う。最近はようやく少し彼の色めいた挑ちよう発はつにも返せるようになった。とはいっても、圧あつ倒とう的な経験の差に、彼に敵かなうなどというのは夢物語であるのだが。

「……どんな教育をされたい？」

　やっぱり意い趣しゆ返がえしのように問い返されてしまって、志貴は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた。だが、そんな事は決まっている。

「父さんの思うようにしていいよ」

　こんな大勢人がいる場所で、自分たちの視線が熱く絡からみ合った。けど、今は別に構わない。ここには自分たちの関係を知るものは誰もいないのだから。

「そうだな。そのために行くんだから」

　自分が淫らに変えられていっている認にん識しきはある。そうしてそれに溺れていっている事も。

　志貴は晴文以外にこんなに人を好きになった事がないから、どんなふうに身体と心を深めていったらいいのかわからない。だから晴文の好きにしてもらっていいのだ。

　果たしてそれは正しい事なのだろうか。それはわからないが、最初からそんなものは期待していない。

　晴文が好きだ。彼が欲しい。ただそれだけの気持ちで、志貴はここまできたのだ。










「わあ、すごいな」

　通された部屋は十畳じようの和室で、露ろ天てん風ぶ呂ろがついた離はなれの棟むねだった。

「こちらからお庭にも出られるようになっております」

　仲居が窓側についた扉とびらを開け、よく手入れされた庭への出入り口を案内してくれる。小さな池やそこにかかった橋、整えられた樹木などは、庭園の知識があまりない志貴にも美しいと感じられた。

　五十過ぎくらいの仲居は、志貴と晴文を少し不思議そうに眺ながめていた。血が繫がっていないので似ていない自分たちは、知らない人間から見たらあまり親子には見えないのだろう。もしかしたら、同性の恋こい人びと同士に見えたのかもしれない。

「お夕食は七時でよろしいでしょうか」

「ええ。それでお願いいたします」

　晴文が仲居に心付けを渡すと、彼女は丁てい寧ねいに頭を下げて去って行く。

「────志貴」

　部屋に二人だけになると、晴文が後ろから抱だき締めてきた。首筋に唇くちびるを這はわされ、ぞくりと背中がわななく。

「やっとお前を独どく占せんできる」

「あ、ま、待って……、ちょっと、待って」

　シャツの中に潜もぐり込もうとする手を慌あわてて摑つかんで、志貴は彼を制した。

「風呂入って、夕食の後にしたい」

「なんだ。焦じらすつもりか？」

「そうじゃないよ。その方が誰も入ってこないっていうか……」

　時間になれば、仲居が食事の用意をしに部屋に入ってくるだろう。ホテルと違ちがい、旅館にはそういった心配がある。本当は、今すぐにでも抱いて欲しかったのだが。

「ま、それもそうだな」

　晴文はこういったところは大人で、あっさりと志貴を解放してくれる。まだどきどきと高鳴る胸を持てあまし、志貴は荷物を整理し始めた。

「俺、風呂入ってくる」

「ああ、ゆっくりしてこい」

　彼はそう言って、途中で買ってきたビールを開け、窓まど際ぎわの椅い子すに座って飲み始める。旅行中であればごく普ふ通つうの光景なのに、なんだか慣れない、変な感じがした。もしかしてここは、一いつ緒しよに入るべきなのだろうか。彼とは普通の恋人同士とは違うから、よくわからない。そもそも自分は誰ともつきあった事なんかなかったが。

　部屋付きの露天風呂は、思いの外広くて快適だった。志貴は景色を眺めながら手足を伸のばしのんびりと湯につかる。充分に堪たん能のうしてから上がると、晴文に声をかけた。

「あがったよ」

「おう」

　すると彼は立ち上がり、志貴と入れ替かわりに露天風呂に向かう。家とは違う雰ふん囲い気きにどきどきした。ふと目をテーブルの上にやると、晴文が飲み残したビールの缶かんがある。なんとはなしにそれに口をつけてから、いったい何をやっているんだと恥はずかしくなった。

　志貴は慌てて缶をテーブルに戻もどすと、濡ぬれた髪かみをタオルで乱暴にかき乱した。

　夕食は豪ごう勢せいなもので、山の幸さちがふんだんに味わえた。とはいっても海かい鮮せんもあり、蟹かにを食べる時に無口になってしまうのは致いたし方がない。

（父さんとこんなふうに二人っきりでいられるなんて）

　優香が不在なため、普ふ段だんも二人きりな事には変わりないのだが、やはり日常とは異なるというのは弥いやが上にも気分が違う。なにより、晴文を独り占じめしているという感覚があった。優香に対する後ろめたい思いも、今だけは封ふう印いんする。

　そうしてまたアルコールを入れて、ふわふわとした気分になって、志貴は晴文と他愛たわいもない会話を重ねていった。










「……ふっ、うっ……」

　夕食の時間までは紳しん士し的だった晴文だったが、仲居が布ふ団とんを敷しきに来て出ていった時に豹ひよう変へんした。

「あっ……」

　胸の尖とがりを、濡れた舌先が舐なめ上げている。志貴の視界は塞ふさがれていて、闇やみの中だった。浴衣ゆかたの帯で目め隠かくしをされているからだった。両りよう腕うでもまた一ひと纏まとめに縛しばられ、頭の上で部屋の柱に繫つながれている。何も見えない、抵てい抗こうもできないという状じよう況きようは、志貴をひどく昂たかぶらせていた。何をされるかわからない。それは刺し激げきに対する準備ができないという事であり、肉体の感覚も鋭えい敏びんに研とぎ澄すまされてしまう。

　そんな状態で拘こう束そくされたまま、柱に縛りつけられ座らされている。膝ひざを立て、大きく開かされた脚あしの間には晴文の身体からだを受け入れていた。

「あん、あっ」

　かり、と突とつ起きに軽く歯を立てられ、背筋がぞくぞくと震ふるえてしまう。舌で責められていない方の乳ち首くびは、指先で転がされていた。異なる刺激が両の乳首を襲おそい、志貴はさっきからひっきりなしに背中をそらし、声を上げている。

「縛られるのが好きか？」

「あ、あ……んっ、はずかし……っ」

　こんなふうにされて感じてしまう。それは途と方ほうもなく恥ずかしい事だったが、志貴は確かに興奮していた。

「もっともっと、お前をいやらしく躾しつけてやる」

　ざら、と舌全体で乳首を撫なでられる。胸から腰こしの奥に快感が走り、思わず腰が浮うきそうになった。

「は、あ、ん」

　ちゅうっ、と音を立てて吸われた後は、硬かたくなった突起を舌先で押し潰つぶすようにされ、それからふいに乳にゆう暈うんをなぞられる。薄うす桃もも色いろをした部分を舐められるくすぐったい感かん触しよくに耐たえていると、予告もなくまた突起に吸いつかれ、その度たびに嬌きよう声せいを上げてしまった。

「あっ、あっあっ！」

　乳首がじんじんと痺しびれる。志貴の乳首はもうとっくに身体の中でも特に敏びん感かんな場所になっていて、ほんの少し触ふれられただけでも我が慢まんができなくなるのだ。なのに視界を奪うばわれたまま、そんなふうに嬲なぶられてはたまらない。

「ああっ…あっ…、そこ、ばかり……っ」

「ここが好きだろう？」

「はあっ……あっ、す……きっ……」

　乳首を責められるのは好きだった。びんびんに尖った突起を弄いじられると、身体中が甘く痺れてくる。虐いじめられているのは胸なのに、脚の間にダイレクトに快感が響ひびいた。はやくそこに触さわって欲しくて、志貴は欲よつ求きゆうに負けて腰を浮かす。すると体重がかかり、手首を縛る布がぎり、と音を立てた。

「こら。手に跡あとがつくぞ」

「んん、あ、だ…、だっ、て……っ」

　志貴はひっきりなしに腰を揺ゆらし、その屹きつ立りつを晴文の身体に押しつけようとする。先せん端たんは愛液で濡れそぼち、苦しげに震えていた。

「ここを、こんなぷっくりと腫はらして」

「あっんああっ」

　両の乳首をきゅうっ、と指先で摘つままれて、疼とう痛つうにも似た強きよう烈れつな刺激が走る。後頭部を柱に押しつけて喘あえいでいると、晴文は音を立てて志貴の腹に口づけ、そのまま頭を下げていった。

「あっ……」

　彼の唇の行き着く先がわかってしまって、志貴は立てた膝ひざ頭がしらを外に倒たおしていく。自分の姿が見えないせいか、いつもより大だい胆たんになっていた。晴文の手がそこで初めて志貴の乳首から離はなれ、内うち股またを摑んで押し開く。

「────あぁあぁ────……っ」

　ぬるり、と熱い粘ねん膜まくに包まれる感覚。まるでいきもののようなそれがねっとりと自身に絡からみつき、強く弱く吸い上げては唇で締しめつけられた。神経を直接舐められるような、頭の中をかきまわされるような快感。志貴の口の端はしから、唾だ液えきが滴したたり落ちる。けれどそんな事もわからなかった。　>>>♥

「はっ…はっあっ……、ひ、あんん……っ」

　裏筋を舌で擦こすられると、泣くような声を上げてしまう。腰骨がじんじんと痺れて、今にも蕩とろけてしまいそうだった。

「…あ────…っ、き、きもち…いいよ…っ」

　卑ひ猥わいな言葉を漏もらし、尻しりをぐっ、と上げて、晴文に押しつけようとする。だがその腰を逆に摑まれ、二本の指が後こう孔こうにぬるり、と挿そう入にゆうされてしまった。

「ひぃ────ああっ」

　もう何度も晴文のものを受け入れているそこは、彼の指を難なく受け入れる。内ない壁へきを押し広げるように侵しん入にゆうしてくる指に、快感を覚え込まされた媚び肉にくが絡みついた。腰の奥から、途方もない射精感が込み上げてくる。

「あっ、あっ、父さ……、だめえっ、で、出ちゃ……！」

　足の付け根に痙けい攣れんが走った。身体の中と外から同時に感じさせられ、官能の芯しんがどくどくと脈打つ。快楽に弱い志貴の肉体はすぐにでも蜜液を弾はじけさせるほどだったが、それはできなかった。晴文が、志貴のものの根元を指で強く縛いましめていたからだった。行き場のない熱と快楽が体内で暴れ、狂くるおしいほどに性感を責め立ててくる。

「ふ、うぅ……あっ、あっくぅうんっ……！」

　耐えるように奥歯を嚙かみしめ、汗あせに濡れた喉のどを反らした。全身が達したくてぶるぶると震えている。

「まだ我慢していろ。今夜はたっぷりと泣かせてやる。……離れだからな、心配ないぞ」

　だからどれだけ声を上げてもいいと言って、晴文は吐と精せいを封ふうじられたそれにぴちゃりと舌を這はわせた。後孔に含ふくませた指もあやしく動き、志貴は快楽の坩る堝つぼにたたき込まれる。

「ひぃ────…んっ、あっ、ああっ、ああっやぁあ……っ、い、イき…たいっ」

　視界を奪われ、敏感になった耳に、自分の身体が立てる濡れた音が響いていた。晴文の淫いん蕩とうな愛あい撫ぶに濡れ、あとからあとから溢あふれてくる。痛いほどに反り返ったものを根元から先端へと何度もねっとりと舐め上げられ、志貴は正気をなくしたように喘いだ。

「ふあっ、あっ、あっもうっ、もうだめっ」

　拒きよ否ひの言葉を漏らしながらも、志貴の両膝はそれを受け入れるように開ききっている。中の特に感じるところを指の腹でぐりぐりと押されると、一いつ瞬しゆん声も出なくなってただ身体を仰のけ反らせた。

「────…っ、ひ、ぃ────…」

　身体が燃え上がり、今にも弾け飛びそうだった。苦しいのに気持ちがいい。つらいはずなのに、どこかでこの甘い苦く悶もんを悦よろこんでもいた。もっと、もっとめちゃくちゃにして欲しい。一時も正気でいられないほどに。

「……苦しいか？」

「あぁ……っ、くる、し……っ、で、でも、いぃ……っ」

　快楽も過ぎると苦痛になるものだ。けれど今の志貴は、それを悦びと感じ取っている。晴文にされるのなら、どんな行こう為いも嬉うれしかった。

「いやらしい奴やつだ、お前は」

　淫みだらに蠢うごめく舌先が、先端の割れ目を辿たどり、抉えぐってくる。志貴は啜すすり泣きを漏らしながら尻を振ふり立てた。

「んぁあぁ……っ、ご、ごめんなさ……っ」

　興奮が神経を灼やきそうだった。言葉で嬲られる度に、下腹からきゅうきゅうと疼うずきが込み上げてくる。けれどそれは、晴文の指によって堰せき止められ、決して解放される事はない。彼の許しがない限りは。

　だが終わりは唐とう突とつに訪おとずれる。ふいに根元の圧あつ迫ぱく感かんが消え、責めに耐えた事を褒ほめるように指の腹でゆるゆると扱しごかれた。

「────あっ」

　後孔の中の指も小刻みに動かされて、忘れかけていた感覚がカアッ、と込み上げた。体内で荒あれ狂っていた愉ゆ悦えつが、許された出口を求めて一いつ斉せいにそこに集約される。足のつま先まで甘い毒のような痺れに侵おかされた。

「んあっ、ああっ！────い、イく、あぁあああ……っ、────～～っ、っ」

　じゅる、と先端を強く吸われ、志貴は腰を浮かせたまま、晴文の口の中に強したたかに射精した。精路を蜜液が走り抜ぬけていく感覚がたまらない。絶頂の声はほとんど泣き声になり、体内にある晴文の指を強く締めつけた。

「……っふ、う、あ……っあ」

　我慢させられていた分だけ極きわみは長く深く志貴を蝕むしばむ。しばらく泣き喘ぎながら震えていた志貴だったが、やがて少しずつ波が引いてくると、いっさいの力を失ったようにがくりと身体を落とした。全体重が縛しばられた手首にかかるが、その痛みも気にならない。だが手首もほどなくして解かれ、志貴はそのまま晴文の腕うでに身体からだを抱かかえられた。一瞬の浮ふ遊ゆう感かんに包まれたかと思うと、ややあって背中が柔やわらかい布ふ団とんの上に降ろされる。そして目の上を覆おおっていた布もなくなり、ぼやけた視界に晴文の像が滲にじんで結ばれた。

「……っ」

「志貴」

「んっ……むっ」

　晴文が唇くちびるを重ねてきて、ようやく息の整った志貴は薄うすく口を開けてそれを受け入れる。口こう腔こうに侵入してくるいきもののような舌に粘膜を舐なめられ、吸われて、夢中になって吸い返した。

「……っあふ、ん……っ」

「志貴……、お前が可愛かわいくてたまらない」

　熱っぽく囁ささやかれる言葉に胸が熱くなる。晴文に執しゆう着ちやくされ、求められるという、信じられない出来事。それが今は現実として自分の身に起こっているのだ。

「俺も、すき……、大好き」

「もっと虐めても、許してくれるか？」

「ん、ん……、いいよ、いじめて……」

　卑猥な睦むつ言ごとに瞳ひとみがとろん、と潤うるむ。ぐぐっ、と腰こしを持ち上げられて、挿いれられるのだとわかった。ちらりと見えた彼のものは、もう猛たけ々だけしく天を仰あおいでいる。

「あっ」

　凶きよう器きの先せん端たんが後孔の入り口に当てられ、ぬぐ、と一気に押し入ってきた。

「うあ、ああぁうっ、────っ」

　それまで指で蕩かされていた場所は強ごう引いんな挿入にも苦痛を覚える事はない。ましてや、これまでさんざんに彼の男根を受け入れてきた身体だ。そしてあろう事か志貴の肉体は、晴文のこの最初の一ひと突つきだけで絶頂に達し、下腹に白蜜をぶちまけてしまう。

「ああっあっ」

「入れただけでイってしまったのか？」

「……っあう────…っ」

　まだ極みに震ふるえている最中にも、晴文はゆっくりとその中をかき回した。強烈な快感が腰の奥から背筋を這い上り、頭の中をもかき乱してくる。志貴は自分の身体が、どろどろと煮に凝こごる鍋なべにでもなったような気がした。

「ああっ……あっ…、なか…っあ……っ」

　太く逞たくましい男根が、感じる粘膜を容よう赦しやなく擦りあげていく。内壁に散らばったいくつもの弱い場所を抉られる度たびに、媚肉がびくびくと収縮した。

「ふぁあっ……やっ…、また、イくぅ……っ」

　今日は明らかに極めるペースが速い。いったい自分の身体はどうなってしまうのかと、怯おびえにも似た思いで突き上げてくる晴文に訴うつたえた。

「いいぞ。何回でもイってみろ」

　俺がイかせてやる、と囁かれ、否いや応おうなしに身体の芯が熱くなる。宙に投げ出され、頼たよりなくゆらゆらと揺ゆれる足のつま先が、快楽のあまり開ききったり、ぎゅうっと丸まったりしていた。

「やっ…や…っ、あ、おかしくな……っ、んんぅ」

　ずちゅ、ずちゅ、と卑ひ猥わいな音が聞こえる。晴文が腰を打ち付ける度に、志貴の内壁と彼の男根が擦こすれ合う音だ。入り口から奥までをまんべんなく刺し激げきされて肌はだが粟あわ立だつ。さっきから晴文の先端が最さい奥おうのとある部分に当たる度に、びくびくっ、と全身が跳はねるほどの快楽が貫つらぬいた。

「あぁあ……あ、そこ、そこ……お」

「ん……？　ここか？　ほら……」

　根元まで深々と沈しずめられた男根の切っ先が、その部分をぐりぐりと抉ってくる。途と端たんに頭が真っ白になり、身体中がたちまち痺しびれた。

「ひぃ────あ、あ…っ」

「ああ、すごいな……っ」

　晴文はそのまま激しく腰を揺らしてくる。途と切ぎれのない快感に志貴は泣き喚わめくような声を上げ、その逞しい身体にしがみついた。身体の中からじゅわじゅわと生まれる快感は少しも我が慢まんできなくて、晴文の下でびくびくと身体が痙攣する。

「一番、奥で……出してやる」

　切せつ羽ぱ詰つまったような彼の声に、背中がぶるぶると震えた。志貴は晴文に中で出されるのが好きだった。彼の精で内ない壁へきを濡ぬらされると、それが体内に染しみいるようで、とてつもなく感じてしまう。それに、晴文のものになったという気もした。

「いっぱい……ちょうだい、いっぱい……っ」

　その間にも弱い奥を小刻みに突かれ、志貴は目の前がちかちかする快感によがり泣く。肉洞の中で晴文が一ひと際きわ膨ふくれあがり、うねる内壁に濃こい雄おすの精を強かにぶちまけた。

「────ひあ────……！」

　身体が浮うき上がり、バラバラになってしまうような絶頂感が志貴を襲おそう。それはろくに声も出せないくらいに凄せい絶ぜつな快感だった。身体のあちこちで快楽が弾はじけ、志貴は二度、三度と極みに押し上げられる。

「ひ……ぃ、ぃい────…っあ」

　肉洞を晴文の精でいっぱいにされ、志貴は多幸感のただ中にいた。嗚お咽えつが止まらず、未いまだ快楽も引かない。いったい自分はどうしてしまったんだろう。

　そんな事を思った時、志貴はふと、自分の下腹部の状態に気づいた。限界まで押し開かれ、互たがいの腹の間で張りつめていた志貴のものは、先端を透とう明めいな蜜みつでしとどに濡らしている。だがその下腹には、吐はき出されているはずの白い精が見当たらなかった。

「え……え？　俺……っ」

「────すごいな、志貴は」

　すると、そこでようやく一息をついた晴文が、男臭くさい笑えみを浮かべて志貴を見下ろしてくる。

「女の子みたいに、中だけでイったんだよ」

　そうして軽く突き上げられると、ぐちゅん、という音が響ひびき、繫つなぎ目から晴文の精があふれて尻しりを伝っていった。

「あうう……っ」

　何が起こったのかわからずに、身体を痺れさせる悦えつ楽らくに喉のどを反らす。汗あせに濡れたそこを、晴文の舌が舐め上げていった。肩かたがわななく。

「お前はまたいやらしくなったんだ。俺の手で」

「な、……ぁあ……んんっ」

　晴文は達したというのに抜く気配も見せず、濡れた志貴の中をゆっくりと男根でかき回していった。志貴は彼がほんの少し動くだけでもたまらなくなって、深く男根をくわえ込んだ腰を痙けい攣れんさせる。

「ああんんっ……ああ……っ」

「もっと虐いじめてやるぞ、そら────」

　また凶器の切っ先で最奥を捏こねられてしまい、志貴はもう涕てい泣きゆうを漏もらして身み悶もだえるしかなかった。

「あぁあ、ひぃ────…ああ……っ、も、もう、そこ……やあぁあ……っ」

　晴文に中を擦られる度に、一突きされる毎ごとに、志貴は否応なしに極きわみに達してしまう。射精を伴ともなわない絶頂は延々と続き、快楽に息の根を止められるかと思った。

（もう────、しんでしまう）

　許しを請こうほどの悦楽だというのに、志貴は悦よろこびを感じていた。このまま抱だき潰つぶされても構わない。濡れた唇を塞ふさがれ、熱い舌で口内をかき回されると、どこもかしこも犯おかされているような感じになる。

「ああ────、いく、また、イく……っ」

　泣きながら悶える身体を、逞しい腕が押さえつける。数え切れないほどの絶頂に苛さいなまれながら、志貴もまた、晴文の精を飽あくことなく貪むさぼった。
















　車が見知った街に入ると、志貴は少し寂さびしくなった。知らずため息が出ていたのか、運転席の晴文が声をかけてくる。

「疲つかれたか？」

　志貴は横目でちらりと彼を見やると、窓に頰ほお杖づえを突きながら答えた。

「疲れたって言えばそうかも。もうやめてって言ったのに」

「お前が可愛かわいいから、つい止まらなくなってな」

　しれっとそんな事を言われると、志貴はもうそれ以上何も文句を言えなくなる。自分もまた、本当に嫌いやだったわけではない事は、行こう為いの最中で晴文も承知している事だろう。

「……人の気も知らないで」

「お前だって、俺がどんなに今まで我慢していたか知らなかっただろう」

　晴文の手が、助手席の志貴の太ふと股ももに触ふれた。そのまま撫なで上げられると、身体からだがじわりと熱くなってしまう。旅行先で晴文に新たな快楽を教えられて、身体がまた少し熟うれてしまったようだ。

「また行こうな」

「……うん」

　別にどこだって構わない。晴文と一いつ緒しよに居られるならば。

　この休日は本当に夢のようで、晴文と志貴はろくに出歩きもせずに、まるで獣けもののように身体を繫げていた。晴文は強ごう引いんで、卑猥で、意地悪で、けれど情熱的で優やさしかった。親子として過ごしていた時とはまるで違ちがう時間。

　彼とはこのまま、新しい時間を重ねていけるのだろうか。

　運転席の横顔をそっと盗ぬすみ見た志貴は、さっき彼が自分にしたように、手を伸のばして晴文の太股に触れる。

「……志貴」

「なに？」

「気になって仕方ないから触さわるのはやめてくれないか」

「俺には触ってくるくせに」

「仕方ないだろう。運転中だ。お前を乗せて事故りたくない」

　身勝手な言いぐさだったが、確かにその通りだったので志貴は大人しく手を引っ込めた。

「家に着いたら、な」

　笑いを含ふくむ声に、思わず赤くなる。数時間前まで絡からみ合っていたというのに、晴文も志貴も、まだ足りないというのか。いったいどこまで欲よく深ぶかいのだろう。

　そんな自分たちの罪深さを思いながら、志貴は火ほ照てった頰ほおを車の窓に押しつけた。










　家の前まで来ると、二台分のガレージの片方が埋うまっていた。

「────」

　その車にはあまりにも見覚えがある。優香のものだった。思わず晴文を見ると、彼は表情を変えないまま、無言でハンドルを切る。

（このまま、またどこかに行ってしまいたい）

　そんな考えが頭をよぎったが、晴文は家の前を通り過ぎる事なく、優香の車の隣となりに駐ちゆう車しやした。

「────父さん」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　怯おびえるように呼びかけると、彼は志貴を安心させるように手を握にぎってくる。

　大丈夫？　何が？

　母に渡わたしたくないと思っていたくせに、いざ対面するとなると怖こわくなってしまう。もしもばれてしまったら、どんな表情を向けられてしまうのだろう。

　自分がしでかした事の大きさに、今いま更さらになって怯ひるんでしまう。

「降りるぞ」

　ドアが開き、力が入らない足を叱しつ咤たするように車を降りた。玄げん関かんを開けると、そこには女性用の靴くつが置いてあった。見慣れないものだが、優香のものだろう。

「────あら？」

　リビングに入ると、しばらくぶりに見る母親の姿があった。少し髪かみが伸びている。志貴はその光景に既き視し感かんを覚えた。子供の頃ころ、優香は何度か志貴を置いて姿を消していた。そしてひとしきり羽を伸ばしてくるのか、気が済むと戻もどってくる。そんな時、母の髪型や化け粧しようが少しずつ変わっていた。そんな時は母がまるで別の人間になってしまったようでひどく寂しかったが、今は何も感じない。

「なあに？　二人でどこか行っていたの？」

「ああ、ちょっと温泉にな」

「ふうん」

　優香は志貴をちらりと見やった。が、すぐに目の前の晴文に視線を戻す。優香がここに帰ってきたという事は、新しい恋こいが駄だ目めになったという事なのだろう。まるで思い出したように晴文に対し愛あい嬌きようを振ふりまいている。

「ねえ、なかなか戻れなくてごめんね。仕事で忙いそがしくて。新しいプロジェクトのメンバーに選ばれたの」

「そいつはよかったじゃないか」

「でしょう？　でももう一段落したから、もう家から通えるわよ。────ちょっと、志貴」

　晴文の後ろで成り行きを見守っていた志貴だったが、ふいに咎とがめられるように名前を呼ばれてびくりとした。

「部屋に行っていなさい」

　まるで志貴を小さい子供か何かのように命じてくる。思わず身が竦すくみそうになったが、もう自分は子供ではない。恋を知った一人の意志を持つ大人だ。

「────母さんは勝手だ」

　思わずそんな言葉が出てしまい、自分でも驚おどろいた。それは優香も同様だったようで、これまで一度も口答えなどして来なかった息むす子こが異を唱えた事に困こん惑わくの表情が浮うかんでいる。

「今まで何をしていたんだよ。勝手に家を飛び出して、好き放題に振る舞まって────。それで今更のこのこ帰って来て、今度は何をしようって言うんだ」

「な……、なによあんた……」

　一いつ瞬しゆん怯んだ優香を見て、このまま自分と晴文との関係を言ってしまったらどうなるだろうと思った。手を離はなしている間に、夫と息子が、数時間前まで肉体を貪り合っていたと知ったら。

　志貴は、子供の頃からずっと母親に振り回されて生きてきた。「あんなこと」が起こった時、優香は志貴を責めたが、あれは自分のせいじゃない。

　子供の頃は自分の気持ちをうまく言えず、ずっとため込んでいた思いは澱おりのように志貴の中に降り積もり、発はつ酵こうしてぐずぐずと煮に詰つまっている。そんな醜みにくい感情が頭をもたげようとしてくるのを、志貴は止める事ができない。こんな顔を見せたら、晴文に嫌きらわれてしまうかもしれないのに。

「いつまでも俺や父さんが待っていると思ったら大間違いだよ。だって────」

「志貴」

　その時、強い調子で志貴の言葉を遮さえぎったのは晴文だった。まるで悪い夢から覚めたように、はっとした志貴が彼を見上げると、怖い顔をしてこちらを見ている晴文と視線が合う。

「お前は黙だまっていなさい」

「────」

　怒おこらせた、と思った。

　自分がこんなひどい事を言ったから、晴文は志貴に幻げん滅めつしてしまったのかもしれない。

　つい先ほど、車に乗っていた時までの甘い時間がすうっと遠くに行ってしまったような気がした。彼といた時間はあまりに夢見ごこち過ぎて、今、自分を怒ったように見下ろしている晴文は、本当に志貴を抱だいた晴文なのかどうか、自信がなくなってくる。

　今この場に立っている足元が急に崩くずれていくような感覚に襲おそわれて、志貴は衝しよう動どう的にその場から駆かけだしていた。

「────志貴！」

　晴文の呼ぶ声が聞こえる。

　けれど志貴が家を飛び出しても、彼は追ってはこなかった。

　ぽつりぽつりと、腕うでに肩かたに水すい滴てきが落ちてくる。雨だ。思えば、晴文に初めて抱かれたのは雨の夜だった。

　そんな事を思うと悲しくなって、たちまちのうちに濡ぬれて色を変えるアスファルトの道路を、志貴は行き先など何も考えずに走った。










「────それで、俺んところに来たってわけか」

「ごめんなさい」

「いいっていいって。志貴なら大だい歓かん迎げいだ」

　渡されたマグには熱い紅茶が入っていた。ほのかにブランデーの香かおりのするそれに口をつけると、砂糖の甘みが身体からだを温めていく。

　志貴は結局、あの後行くところもなく、綱紀のところに来てしまった。ここは彼が住んでいるマンションの部屋だ。今日は店の定休日なのでもしやと思い濡れ鼠ねずみのままで訪ねると、果たして彼はいた。

　何も言えずに無言で俯うつむく志貴を、綱紀は快く中へと入れてシャワーを浴びるように促うながしたのだ。

　ふわふわのバスローブに包まれて熱い紅茶を啜すすっていると、次し第だいに気持ちも落ち着いてくる。すると今度は、後こう悔かいと諦てい念ねんとが交こう互ごに押し寄せてきて、志貴は綱紀の部屋のソファの上で膝ひざを抱かかえた。

「大変な事をしてしまったんじゃないかと思って」

「まあ、確かに、実の母親と男を取り合うなんて、なかなかない経験だよな」

　綱紀は志貴の告白を、なんでもない事のように笑い飛ばす。だが今はその気安さがかえってありがたいと思った。

「けどまあ、志貴は兄貴と気持ちが通じて、今朝まで温泉でしっぽりしてたんだろ？　ならそれでいいんじゃないのか？」

「いいのかな」

「だって、志貴はそれで諦あきらめられるのか？」

　志貴は両手で持ったカップの中に視線を移す。琥こ珀はく色いろの液体の中に、自分の情けない顔が映っていた。できるわけない。そんな事。だって何年も焦こがれ続けてきたのだ。それこそ身体の一番奥深いところまで暴あばかせてしまうほどに。

「いけない事してるってんなら、お前の母親だって似たようなもんだろう。どのみちあの二人はもう夫ふう婦ふとしてとっくに終わっている。これまでめんどくさがって何もしてこなかった兄貴のツケさ」

「めんどくさがって？　だから別れなかったの？」

　志貴はこれまで優香の不ふ貞ていについて、晴文がどう思っているか聞いた事はなかった。いや、もしかしたら彼は話そうとしていたのかもしれない。志貴がその話を聞くのを嫌いやがっていただけで。

「それもあるだろうけど、単純に離り婚こんして志貴と離れたくなかったんじゃないのか」

　晴文と優香が別れれば、志貴は血の繫つながっている優香と共に行くのが当然だろう。そうなれば、晴文とは本当に他人になってしまう。

「けど、お前達がもう気持ちを確かめ合ったってんなら話は別だ。お前はもう子供じゃない。誰だれといたいかは、志貴が自分で決める事ができる」

「────」

　けれど、俺だけが望んでいても仕方ない。

　そんな事を吞のみ込むと、キッチンカウンターの前でスツールに座っていた綱紀が、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべながらこちらに歩いてくる。

「────まったく、そんな顔されると放ほうっておけないな」

　彼は志貴の隣となりに腰こしを下ろすと、マグを取り上げてテーブルの上に置いた。それと同時に肩を抱き寄せられ、志貴は上体を綱紀の胸の中に預けるような体勢になってしまう。

「あっ」

「これが男を知った身体か────。お前に触ふれたのは俺の方が先だったってのにな。少しばかり悔くやしいよ」

「綱紀さ……」

　顔を上げようとした時、唇くちびるが綱紀のそれに塞ふさがれた。彼には身体を触さわらせた事はあっても、唇を重ねた事はない。志貴が許さなかったというよりも、綱紀が志貴を慮おもんぱかってそこに触れなかったのだ。

「んん……っ」

　だが、今綱紀のそれは、志貴から呼吸をも奪うばわんばかりに激しく絡からみつき、舌を吸い上げた。抵てい抗こうしなければ、そう思っても、どうしてだか腕に力が入らない。彼の口づけが、どことなく晴文と似ているからかもしれなかった。

「……俺が、今まで志貴の相談に乗ったり、ヌいてやったりしたのは、ただの遊びだと思ってたか？」

「……っ」

　濡れた唇を綱紀の指先が辿たどる。覗のぞき込む彼の瞳ひとみには今まで見た事もない真しん剣けんな色が浮かんでいて、志貴は動く事ができなかった。

「お前が兄貴を諦めるっていうんなら、俺はお前を諦めないよ」

「綱紀さん……」

　待って、と言おうとした声は、二度目の口づけに吸い込まれる。んん、と鼻から抜ぬけるような声を出すと、志貴は身体の奥に覚えのある熱が灯ともされるのを感じた。それは官能の核かくを刺し激げきして、劣れつ情じようがゆっくりと頭をもたげてくる。

「俺のものになりな、志貴」

　よく見れば晴文とよく似た顔。それが志貴に迫せまってくる。どうしよう。どうしたらいいのだろう。ここで流されていいのだろうか。

　そんな事をぐるぐると考えていると、肩を押されて体重がかかった。

（まずい。これだと────）

「────そのへんでやめておけよ、綱紀」

　怒いかりを孕はらんだ声がその場に割って入り、綱紀の動きがぴたりと止まる。　>>>♥

「────なんだ。意外と早かったな」

「当たり前だ。志貴が行くなら、多分お前のところだと思っていたからな」

「……っ父さん！」

　そこには晴文が仁に王おう立だちになって自分たちを睨にらんでいた。彼の肩や髪かみは志貴と同じように雨に濡れていて、彼が傘かさもささずにここまで来た事を表している。

「で、兄貴はどのツラ下げてここまで来たんだ？」

　綱紀がからかうようににやにやと笑いながら言うと、晴文は苦虫をまとめて嚙かみつぶしたような顔をして、綱紀と反対側の志貴の隣に腰を下ろした。濡れた上着をいまいましげに脱ぬぎ、隣のソファに放る。

「話し合いは、一時中断だ」

「はあ？　いつまで長引かせるんだよ。志貴がかわいそうじゃないか」

「仕方ないだろう。こいつが突とつ然ぜん飛び出していくから、気になってそれどころじゃなかった」

　そんな風に言われて、志貴は申し訳なさそうに肩を竦すくめる。あの時、晴文が怒おこったような顔で自分を見ていた事を思い出し、しゅんとして俯いた。

「お前が悪いんじゃない、志貴。悪いのは俺だ」

　頰ほおに触れられた手の熱さに、志貴は恐おそる恐る晴文を見上げる。彼はいつも通りの優やさしい瞳をして志貴を見つめていた。それは恋こい人びとというよりは、父親の顔に近かった。

「優香とは、もうずっと前から片をつけなきゃならないと思っていた。けど、そうなるとお前と離はなれる事になるかもしれない。俺はそれが怖こわかったよ。お前が俺のもとに残ると言うとは限らないからな。お前がいなくなるのが俺には耐たえられなかった」

「────」

　先ほど綱紀が言った通りの事を話す晴文に、志貴は思わず瞠どう目もくする。彼もまた、自分と離れる事を恐れていたというのか。

「ほ……ほんとに？」

「噓うそなんかつくものか。いや……、お前に噓はもうつけないよ、志貴」

　それに、と彼は、少しためらうようにして続けた。

「あれでも、お前の実の母親だからな。もし俺についてきてくれるとしても、お前から家族を取り上げてしまうようで、気が引けた」

「そんなのは関係ない。だって、父さんは、俺の家族じゃないの？」

　自分にとっては血の繫がりなどどうでもよかった。晴文が側そばにいてくれさえすれば、志貴は寂さびしさを感じる事なく生きていける。だがそれは、晴文にとっては少々意外な言葉だったようだ。

「だってお前、俺は父親失格だろう？　家族のお前にこんな事をして」

「……そんなの、ほんとは、ああいうのしちゃいけない事だっていうのは、俺だってわかってるよ、でも……」

　好きなんだから、しょうがないだろう？

　恥はじらうように言った声は、目の前の晴文を硬こう直ちよくさせるのに充じゆう分ぶんだった。彼は言葉をつまらせた後、何かがふっきれたかのように笑い出す。

「……ああ、まったく、そうだな。お前の言うとおりだ。俺はお前に執しゆう着ちやくしすぎていて、逆に目がくらんでいたよ」

　次の瞬しゆん間かん、志貴は晴文に強く抱だき締しめられていた。息がつまりそうな感覚に、うっとりと目を閉じる。

「俺はお前を放さない」

「……うん」

「お前が嫌だって言ってもだ」

「言わないよ……そんなこと」

　ため息が落ちて、身体からだが痺しびれそうになる。晴文が自分に対する執着を露あらわにする度たびに、昏くらい悦よろこびが満ちていった。いけないというのは、多分こういう事だ。

「────めんどくさいな、まったく」

　晴文と志貴が抱き合う横で、その時、それまで放置されていた男の声がかかる。

「これで大団円なんていうつもりじゃないだろうな。だいたい、ちょっとは俺に感謝してもらいたいくらいだ」

「人の目を盗ぬすんでつまみ食いしようとしてた奴やつが何を言ってる」

「あっ」

　志貴を抱き締めたままの晴文の手が、バスローブの上からまさぐってくる。抱かれる事に慣れ、快楽に貪どん欲よくになってしまった志貴の身体は、綱紀の前だというのに敏びん感かんに反応してしまった。ましてや今の今まで恋しい男に睦むつ言ごとを囁ささやかれていては、その心身も恍こう惚こつに包まれてしまっている。

「俺は志貴の苦しい胸の裡うちを聞いてやっていたんだぜ？　その上で満たせない欲よつ求きゆうをちょっとだけ晴らしてやっただけだ。なんで志貴がそういう状態になったのか、責任は兄貴にあると思うけど？」

「……そう言われてしまうと、何も言えんが」

「ち、ちが……、父さんは、悪くな……あ、ん」

「……お前、下着をつけていないのか？　いくらシャワー浴びたからって、駄だ目めだろう。それじゃ」

　志貴はバスローブの下には何も身につけていなかった。下着まで濡ぬれてしまったのだから、致いたし方なかったのだ。そこまで貸してくれというのは、なんとなく言いづらかったし。

　すると背後から綱紀の手が伸のびてきて、志貴が纏まとっているバスローブの紐ひもを解き始めた。

「えっ……」

「おい、何をする」

「何って、俺も交ぜてもらおうかと思って」

「おい、綱紀」

「志貴の気持ちは求めないから安心しろよ。俺はただ、この子を可愛かわいがりたいだけだ」

　俺は俺で好きだからな、と続いた言葉に、晴文は黙だまり込む。志貴は綱紀にバスローブを剝はがされてしまい、晴文の目の前にその裸ら身しんを晒さらした。その肌はだは湯上がりのせいか、それとも羞しゆう恥ちのせいか、薄うす桃もも色いろに染まっている。綱紀は志貴を背後から抱くと、指先で胸の突とつ起きを転がし、もう片方の手は脚あしの間で息づくものをじわりと握にぎりこんだ。

「は、あんっ……！」

「お前に触さわるのも久しぶりだな……。どれ、どんなふうに兄貴に仕込まれたのか、見せてくれよ」

　耳元でそんなふうに囁かれ、首筋にかけて唇くちびるを這はわされる。そんなふうにされると全身がぞくぞくと粟あわ立だち、志貴は晴文の目の前で上体を反らした。

　いけないのに。こんなこと。

　晴文が好きなのに、綱紀に触られて感じている。それはかつてないほどの背徳感だった。自分はいったい、どこまで罪深くできているんだろう。いたたまれなさに目を閉じていても、目の前にいるであろう晴文の視線は容よう赦しやなく肌に突つき刺ささっている。

「ああ、あ……！」

「うん…？　もともと感じやすかったけど、ずいぶん敏感になったな。どれだけ虐いじめられたんだ？　この身体を」

　乳ち首くびをくりくりとこね回され、すでに反応して勃たち上がっているそれを根元から先せん端たんへと何度も扱しごかれる。甘い痺れが足先から這い上がってきて、志貴は喘あえぎながら身をくねらせた。きっとこの痴ち態たいも、晴文に見られている。前を刺し激げきされた事で、双そう丘きゆうの奥の後こう孔こうも切なくヒクつきはじめていた。きっと、ここも一いつ緒しよに責められたら、すごく気持ちがいい。

「────志貴」

「あっ、あああっ！」

　突然新たな刺激が加わり、志貴は思わず快楽の悲鳴を上げた。目を開くと、目の前に晴文の顔がある。彼は怒っているような顔をしていたが、その眼まな差ざしの奥には欲よく情じようの火がちろちろと燃えていた。志貴が一番、好きな顔だった。

「ん……ぅうんっ……」

　まるで責めるように口づけられ、舌した根ねを強く吸われる。頭の中がかき回されるように興奮した。

「────しょうのない奴だ」

　低い声は、綱紀と志貴のどちらに言ったのか。

「お前を独どく占せんしたいのに、お前が悦ぶならどんなやり方でもしてやりたい。我ながら歪ゆがんでいる。せっかく今は父親の顔をしようと思っていたのにな」

　お前も、綱紀もな、と低い声が続けて、彼は苦く笑った。

「────志貴を退たい屈くつさせるなよ、綱紀」

「それを俺に言うのか？」

　おかしそうに答える綱紀の声が聞こえる。期待と羞恥に震ふるえる志貴の耳に、微かすかに雨の音が聞こえてきた。










　志貴は綱紀の部屋の寝しん室しつに連れていかれ、ダブルのベッドに組み伏ふせられた。

「一人暮らしのくせにダブルなんぞ、どうせ誰だれかを連れ込むためなんだろうが」

「当たってるが、都合がよかったろ？　シングルに男三人じゃベッドが悲鳴を上げる」

　二人の男が志貴を犯おかそうとして抱き上げてくる。先ほどとは逆に、晴文が志貴を後ろから膝ひざの上に乗せ、その両脚を大きく広げた。

「ああっ」

　恥ずかしさに身が竦すくむ。けれどその股こ間かんのものは硬かたくなり始めていた。さっき中ちゆう途と半はん端ぱに刺激され、ずくずくとした感覚が下半身を覆おおっている。

「さあ、いやらしい事をするぞ」

　晴文の指先が、両の乳首を捕とらえて転がすように刺激した。こりこりとこね回され、押し潰つぶされて、小さな突起がたちまち硬く尖とがってくる。

「あん、あ、あ……っ」

　時折指で挟はさまれ、揺ゆするようにされると、身体の中がきゅうっ、と搾しぼられるような感じになる。志貴はその度に背を反らし、腰こしを浮うかせて震わせた。

「ふう、ああ……っ」

「────すごくいやらしいな。こんなふうに兄貴に抱かれていたのか」

　目の前にいる綱紀が煽あおるように声をかけてくる。志貴はどうしようもなくて、恥はずかしい姿をただ綱紀に晒すしかなかった。この異様な状じよう況きようは、志貴が自分で招いた事なのだろうか。

　綱紀には好意を持っているし、気を許してもいるのだろう。だがこれは、晴文を想おもっていたにもかかわらず、身体に触ふれさせる事を許してしまった志貴への罰ばつなのだろうか。

「そら、たっぷり舐なめてもらえ」

「あっだめっ……、あ、あぁあんん……っ」

　ぬる、と熱く濡れた感覚が自身を包み込み、その刺激に思わず喘いだ。大きく開かれた内うち股またの間に綱紀の頭が沈しずみ、その屹きつ立りつを口に含ふくまれている。

「は、はぅうんっ……、あ、やぁああ……っ」

　じゅぷじゅぷと音を立てながら舐めしゃぶられ、あまりの刺激に思考が白く染まった。乳首は相変わらず晴文に責められていて、胸の先から腰の奥へと、容赦ない快感が流れ込む。

　二人がかりで愛あい撫ぶされた事などなくて、志貴はあまりの事に惑わく乱らんし、刺激をどう散らせばいいのかわからなくなった。異なる男達の指や舌は、快楽に弱い志貴の性感をかき乱し、我が慢まんできない感覚で責め苛さいなむ。

「ふ、う……、くぁ、ああ」

「気持ちいいか？　お前、そこ舐められるの大好きだったな」

　痛いほどに敏びん感かんになっている乳首をいやらしく撫なでながら、晴文が耳元で煽るように囁ささやいた。

　彼は、怒おこっているのだろうか。自分が晴文以外の男の手で感じてしまう事を。

「あ、あ……、ごめん、なさ……っ、きもち、いい……っ」

　いけないと思うのに、感じてしまって仕方がなかった。それでなくとも綱紀の舌は、志貴の弱い場所を知ってしまっている。双そう果かを手で弄もてあそばれながら裏筋を舌全体で擦こすられると、あまりの快感に腰が浮き上がった。

「あ…ん、ああ、あんん……っ」

「よくこうして店が終わった後に舐めてやったよな？　イく時はいつも膝をがくがくさせて、いやらしい声を上げて」

　親指の腹で自身を撫で上げられながら、先端の外周にそってぬるぬると舌を這わせられる。そうしながら晴文に秘密にしていた行こう為いをばらされるのに、嫌いや々いやと首を振ふった。

「そっ……な、あ…っ、いわない…で、あぁあ…っ」

　晴文は、怒るだろうか。これまで彼は綱紀との間に起こった事について、具体的に言げん及きゆうしたりはしなかった。だからそれは晴文の中では、ある程度許せる事なのだと都合よく思ってしまっていた。今だって、こうして目の前で綱紀に触れさせたりしている。

　けれど、本当はどうなのだろう。

「ひどいじゃないか、志貴────、ええ？　俺が好きなのに、綱紀に気持ちよくしてもらっていたのか？」

「あう……あうぅ……っ」

　弄いじられすぎてぷっくりと膨ふくらんだ乳首は、もうじんじんと脈打っていた。敏感になりすぎたその乳にゆう暈うんを、晴文の指がゆっくりとなぞっては、ふいに突起をつまみ上げ、あるいは細かく弾はじく。

「あっやぁああ……っ、だっ…て、されたかった……、で、でないと、身体からだ、おかしくなりそうで……っ」

　志貴はもともと淫いん蕩とうな質たちだった。年とし端はもいかない頃ころから、晴文への想いを募つのらせるとともに、その若い身体の疼うずきを持てあましている。行き場のない熱を、何も求めずに解放してくれていたのが綱紀だったのだ。

「いいさ。他ほかの男だったら許せなかったけどな────。けど、八つ当たりはするぞ」

　お仕置きされる。そんなふうに思って、背中がぞくぞくとわなないた。敏感なところはもうずっと綱紀に舐め回されている。興奮に頭が沸ふつ騰とうし、志貴ははしたないほどに尻しりを振り立てて喘いだ。

「あっ…ああっ……、あ、い…い、いく、イくぅ……っ」

　卑ひ猥わいな言葉を口から垂れ流し、晴文の膝の上で腰を震わせながら、志貴は綱紀の口の中に蜜みつを吐はき出した。精路から愛液を吸い出すようにされる度たびに、びくっ、びくっ、と全身が跳はねる。

「────あっ、ひっ、ひぃ…あぁ……っ」

　後頭部を晴文の肩かたに擦りつけるようにして耐たえると、彼の指に乳ち首くびをくすぐられてしまい、志貴は泣くように身み悶もだえした。身体が火であぶられているようで、快感が止まらない。

「くうっ……ふ…う……っ」

　ようやく綱紀が股間から顔を上げてくれると、力を失った肢し体たいをベッドの上に横たえられた。柔やわらかいマットの感覚が背に心ここ地ちよい。

「綱紀、ローションあるか？」

「もちろん」

　目を閉じてはあはあと息を整えていると、頭の上で晴文と綱紀の会話が聞こえる。ガタガタとベッド横のチェストから音がした。

「これも使うか？」

「いいな」

　続いてチャリ、と金属音がしたのに目を開けると、晴文が黒い拘こう束そく具を手にしているのが目に入ってしまった。いまの金属音は、その拘束具から伸のびる鎖くさりの音だった。

「え、な……に」

「いやらしいお前には、お仕置きが必要だからな」

　両の足首に黒い拘束具がはめられる。鎖の先は、ベッドの隅すみの支柱に繫つながれた。さすがに突とつ然ぜんの事に驚おどろいて身体を起こそうとすると、別の手に肩を強く押されてベッドに沈められる。綱紀だった。

「手はこっちだ」

「ああっ」

　両手にも同じように黒くろ革かわの拘束具が取り付けられ、頭の上で左右に繫がれてしまう。志貴は大の字の姿勢で、ベッドにはりつけられ、まったく抵てい抗こうできなくなってしまった。

「や、だ、何するの……」

「心配するな。気持ちいいことしかしない」

　綱紀と入れ替かわりに志貴の足の間に陣じん取どった晴文は、ローションのボトルを手にすると、それを志貴の腹のあたりに直接振りかける。生暖かいぬるりとした感かん触しよくが肌はだに流れて、その感触だけでぴくりと脇わき腹ばらを震ふるわせた。晴文は最後に志貴の股間にもたっぷりとローションを落とす。

「ふっ……」

　四本の手が、ローションを肌に伸ばすように這はい回ってきた。ぬるぬるとした二十本の指が敏感な皮ひ膚ふを撫で回し、刺し激げきを与あたえていく。

「あ、あ……ああん……っ」

　晴文の手は内股を這い、膝ひざの上から何度も撫で上げては足の付け根を優やさしく擦り上げていった。志貴自身をわざと避よけるように触れられ、そこがずくずくと疼いてく。このまま焦じらされるのがお仕置きなんだろうか。だとしたらつらいなと思った。

　綱紀の両手は胸を這い、さっきまで執しつ拗ように弄られた乳首を優しく転がしていく。ぬめった液体ごしの愛撫は異様な感覚を志貴に送り込んできて、たまらずに何度も背を反らした。

「あ────あ────…」

「どうだ、気分は？」

　ふるふるとわななく内股を円を描えがくように撫で回しながら、晴文が問いかける。

「ん、ふう…んっ…、だめ、じれっ…たい……」

　身体の中を快感がじわじわと犯おかしていく。このままでも気持ちがいいのだが、達するためにはあまりにも決め手に欠ける愛撫だった。

「ここを触さわって欲しいのか？」

「ひぁうっ」

　唐とう突とつに根元から先せん端たんまでをつうっと撫で上げられ、直接的な刺激に腰こしが浮うく。だが晴文の指はすぐに離はなれてしまい、志貴は我を忘れて続きをねだった。

「や、だ、もっと、そこ……っ」

「我が慢まんのきかない奴やつだ。少し甘やかしすぎたか？」

　晴文の笑いを含ふくんだ声。虐いじめられる状じよう況きように、志貴は身体が奥底から燃え上がるような興奮を覚える。どんな屈くつ辱じよくも甘く、どんな責めも恍こう惚こつに変わるだろう。

「いいぞ。たっぷりと虐めてやる。ここをな」

　ローションにまみれた晴文の手が、志貴の屹きつ立りつを握にぎり、根元から扱しごき上げてきた。濡ぬれた音がやけに大きく響ひびく。

「んぁあんっ」

　待ち焦こがれていた強きよう烈れつな快感が腰から脳天へと突つき抜ぬけた。晴文は志貴のくびれの部分を親指の腹で回すように刺激する。剝むき出しにされた鋭えい敏びんな部分を執拗に撫でられて、たまらない気持ちよさに身を捩よじって悶もだえた。そんな志貴の胸から脇腹の部分を、綱紀の指が這い回る。

「ああ────んんっ、ああ、やぁああ……っ、は、あひっ、ひぃいっ」

　時折、透とう明めいな蜜を溢あふれさせる蜜口を指先でくりくりと責められて、その度に全身がじいん、と痺しびれきった。そしてそんな絶ぜつ妙みようなタイミングで、綱紀の指先が脇腹をつうっと撫で上げてくる。

「ひぁ、ああぁあっ」

　込み上げてくる射精感。一いつ瞬しゆん押し留とどめられるかとも思ったが、晴文は思いの外あっさりと志貴に絶頂を許してくれた。

「んぁああああ……っ」

　背中をシーツから浮かせながら、志貴は蜜口から白い蜜を噴ふき上げる。ついさっき綱紀の口こう淫いんで出したにもかかわらず、それはびゅくびゅくと音を立てそうに迸ほとばしり、晴文の指を濡らしていった。

「……っふぁあ、ああ……っ」

　泣くようなため息が唇くちびるから漏もれる。目の前がくらくらして、心地よい脱だつ力りよく感かんが志貴を包んでいった。だが。

「────あぁあっ!?」

　まるで少しの休みも許さないというように、晴文の指先が再び志貴の先端を刺激する。まだとぷとぷと白い蜜を溢れさせる蜜口を指の腹が撫なで上げ、いやらしく擦こすっていた。

「あ、ひぃ────…あ、ぁあ…んっ、だ、だめ、だした、ばかり……っ」

　達したばかりで敏びん感かんになっているそこを続けざまに責められるのはつらい。途と方ほうもない刺激が快感神経に直接襲おそいかかっているようで、ローションや体液で濡れた内うち股またがびくびくと痙けい攣れんした。

　こんな事をされたら、おかしくなってしまう。

「あっくぅ────っ、ま、また出るっ、またっ」

「いいぞ。何回でも出すといい」

「あっ…あっ…、ふぅう────…っっ」

　身体の中がぐつぐつと煮にえたぎる。拘束された足のつま先をぎゅううっと折り込んで、志貴は喉のどを反らし、泣きながらまた極きわめた。今度はさっきの半分以下の量の白蜜が、晴文の指を伝って屹立を伝い落ちる。

「どうした？　若いんだからまだまだ出るだろう？」

「あっあっやめっ……、もう、やめ……っ」

　またしても先端を撫で回されて、襲い来る快感に半ば本気で志貴は怯おびえた。嗚お咽えつを漏らしながら哀あい願がんするのだが、晴文の指は止まらない。それは決して乱暴ではなく、優しいほどに卑ひ猥わいで、志貴はたった一撫でされるだけで腰から下が蕩とろけそうになってしまう。

「はう、あ、ああぁあ……っ」

　気持ちがよすぎて苦しい。きっとこれが、晴文のいうお仕置きなのだ。では、彼の気が済むまで、この快楽の拷ごう問もんは終わらない。

「……っく、ゆ、ゆるし、て……っ、ああぁんっ」

「駄だ目めだ。まだ虐めるぞ、そら……」

　ぬるぬるとした指が感じる粘ねん膜まくで動く。頭の中に続けざまに火花が散った。腰の奥から、これまでと違ちがったものが込み上げてくる。それは尿によう意いにも似ていて、志貴は本能的に、取り返しのつかない事になる、と思った。

「い、いや、もう、ほんとに、だめぇ……っ、く、くるっ何かくるっ」

　下半身にこれまでとは比べものにならない痙攣が走る。志貴の足が震える度たびに、枷かせから繫がった鎖くさりがガチャガチャと音を立てた。

「ひ、ひぃ────…っ、ああ、あぁああっ」

　いっそ暴力的なほどの快感が腰の奥で弾はじける。志貴の精路を侵おかしたそれは、おびただしいほどの液体となって蜜口から迸ほとばしり出た。

「ぁああぁあ────……っ、あっあっ、────……っ、～～～っ」

　あまりの快感に気が狂くるうかと思った。

　志貴は透明な液体を噴き上げながら腰を浮かし、その羞しゆう恥ちと解放感にわけもわからず泣きじゃくる。

「ひぃ────んっ、あんっ、ああぁんん……っ」

　何が起こったのかわからない。しつこく虐められつづけ、一瞬粗そ相そうをしてしまったのかと思ったが、どうも様子が違うようだった。晴文はそこでやっと満足をしたのか、志貴のものからようやく手を離す。

「お前なら、すぐに潮を吹ふけると思ったよ」

「……え、え……？」

　志貴は混乱した頭と激しい余よ韻いんでしゃくり上げていた。顔は涙なみだと汗あせでぐちゃぐちゃだ。きっとすごくみっともない事になっている────。そう思っていると、晴文と綱紀が志貴の顔を犬のように舐なめてきた。

「可愛かわいかったぞ」

「すごく色っぽかった」

「……ふ、あ……っ」

　身体からだがまだ激しく疼うずいている。けれど晴文と綱紀に交こう互ごに口づけられ、甘く舌を吸われる頃ころには、呼吸はだいぶましになっていた。　>>>♥

「男も潮を吹けるって知ってた？」

　綱紀の言葉に、自分が何をされたのかをようやく理解した志貴は、いたたまれずに顔を背そむけてしまう。女の子のように潮を吹かされてしまうなんて。

「……死ぬかと、思った……」

「まだこれで終わりじゃないからな」

　わかっていた。どれだけ快楽に泣かされ、叫さけばされても、まだ彼らの雄おすをこの身体の中に挿そう入にゆうされていない。もう内部で感じる深い悦よろこびを知ってしまった志貴もまた、それがなくてはこの身体の熱を治められないだろうと思った。

　両りよう脚あしの枷が外される。黒くろ革かわの拘こう束そく具が外れたそこには、薄うす赤あかい跡あとが残ってしまっていた。両脚を晴文に高く抱かかえられ、そこに熱い切っ先を押しつけられると、身体が勝手に収縮を始めてしまう。

「────あ、うぁああ……っ」

　ずぶ、と音を立てて晴文が入ってきた。さんざん感じさせられていた身体はとっくに開いていて、いささか強ごう引いんな挿入も難なく快感に変えてしまえる。

「き、きもちいぃ……っ」

　身体がぞくぞくとする感覚。彼の逞たくましいものが、自分の奥深くまで入ってきた。

「また、奥を突いて欲しいか？」

「んっ、ん……っ、お、奥、すき……っ」

　またあの息も止まるような快感が味わえるのだ。そう思っただけで、志貴の目が再び潤うるみ始める。肉洞は晴文のものに絡からみつき、ひくひくと収縮していた。

「ああっ……ふうっ…んっ」

　晴文がゆっくりと腰こしを前後に使い出すと、志貴の唇から抑おさえることのできない嬌きよう声せいが漏れた。足は自由にされたものの、両手は未いまだ拘束されてベッドに繫つながれている。その事が、志貴をひどく昂たかぶらせていた。

「……縛しばられると、興奮するのか？」

「や、あぁん、ちが、あっ……あ、んんっ」

　喘あえぐ唇を綱紀に塞ふさがれ、舌を吸われて、志貴は鼻から抜けるような声を漏らす。脳が蕩けてしまいそうな恍惚に支配され、志貴は自分から顔を傾かたむけて綱紀の舌を吸い返した。やがて唇を離はなし、舌だけを絡めてちゅくちゅくという音を立てる。

「あぁうん……っ」

　晴文のもので奥から入り口近くを擦りあげられるのは、肌はだが粟あわ立だってしまいそうなほどの快感だった。身体が望むままに体内のものを締しめ上げれば、晴文の形がはっきりとわかる。

「あ、あぁ……っ、す、ご」

「すごくいやらしい顔をしてるな……。そんなにお尻しりが気持ちいいのか？」

　晴文に犯おかされているところを綱紀にそんなふうに評され、羞恥に身を焼いた。けれどもう、我が慢まんする事なんてできない。

「い、いい……、いっぱい、擦られて、ああ、んん……っ」

　緩ゆるやかに奥を突つかれ、その場所をぐりぐりと抉えぐられる。その快感が全身に広がっていくのがたまらない。陶とう然ぜんと喘いでいると、綱紀に朱あかく膨ふくらんだ乳ち首くびを指先と舌で転がされた。二カ所から来る快楽が、身体の中でひとつになる。

「ああっ…ああっ！　と、熔とけ……っ」

　びく、びく、と、腰の奥が痙攣した。それに続いて官能の芯しんが膨れあがり、我を忘れるほどの波に吞のみ込まれる。

「あっ…あっ…！　気持ちい……っ、ふああ、いく、いっ、────……っ」

　長く切れ切れの声を上げて、志貴は深い絶頂を極めた。内部の晴文を強く締めつけ、有う無むを言わせずに道連れにしていく。一番奥で、熱く濃こい雄の精が弾けた。恥はじ知しらずな媚び肉にくを濡ぬらし、染しみこんで、またいやらしい肉へと作りかえていく。

「あああぁ……っ、あ」

　身体が浮うき上がりそうな快感は長い間志貴を苛さいなみ、打ち上げられた魚のようにびくびくと震ふるえているしかなかった。

「……っふう。気持ちよかったぞ、志貴」

　晴文の満足そうな声に思わず嬉うれしさを感じる。彼が自分を抱だいて快楽を得てくれるなんて、こんなに嬉しい事はない。

　未だベッドに繫がれた両手の枷が外され、志貴は男達の手によって身体を起こされる。力の入らない肢し体たいは晴文に抱えられるようにされ、長時間拘束されてうまく動かない両りよう腕うでで必死に彼に縋すがりついた。

　そんな志貴の背後から、綱紀が双そう丘きゆうを摑つかみ、押し開いてくる。

「……入れるぞ、志貴」

「────あ」

　綱紀に入れられる。その瞬しゆん間かん、晴文と目が合った。精の滴したたる肉環をこじ開け、晴文の弟の男根が入ってくる。

「くあ、ア、あ……っ」

　それもまた快楽だった。志貴の肉体は、たとえ晴文が相手でなくとも感じてしまう。淫みだらな身体。だから志貴は今日、罰ばつを受けたのだ。

「んっ、ああっ、あっ、あっ」

「気持ちがいいのか、志貴。こいつのものはそんなにいいか？」

「やぁんんっ、あっ、だっ…て…っ」

　綱紀が動く度に、中に残る晴文の精が攪かく拌はんされ、耳を覆おおうような卑ひ猥わいな音が漏もれる。彼は志貴の弱い場所を探さぐるように動いていたが、やがて奥をまさぐり出し、先ほどどうしようもなく乱れてしまった場所を見つけられてしまった。

「…あ────…っ」

「ここが好きなのか？」

　背後から綱紀が笑いを含ふくんだ声でたずねてくる。晴文に躾しつけられた最さい奥おうを、男根の先せん端たんでぶち当てられるとたまらなかった。

「ああっあっ……、す、す…き」

　耐たえるように両腕で晴文に縋りつく。するとふいに前を握にぎられ、志貴は前後を同時に責められる快感に背を仰のけ反らせて涕てい泣きゆうを漏らした。

「いい子だ、志貴、正直だな」

「んんぅ…っ」

　顎あごを捕とらえられ、晴文に口づけられて舌を吸われる。舌した根ねが痛くなるほどに絡めたと思うと、今度は後ろから顎を捕らえられ、綱紀に口づけられた。その間も後こう孔こういっぱいに咥くわえたものが中を犯し、前を弄もてあそばれ、志貴の理性はぐずぐずに蕩とろけている。

「はあっ、は…っ、あ、も、もぉ…っ」

　ぐん、と突き上げてきたものに弱い場所をごりごりと抉られ、反った喉のどからひいひいと泣き声が漏れた。

「お前を前にすると、雄どころかけだものに成り下がるな、俺は……」

　晴文が何かを言っているが、志貴はそれを聞いてはいなかった。ただ肉にく欲よくに溺おぼれ、恍こう惚こつの海で溺れるだけだ。

「ああんん、いく、いっちゃう……よお……っ」

　足の付け根に不規則な痙けい攣れんが走る。自分が絶頂に達する予感みたいなものを、志貴はもう把は握あくしていた。くる。とてつもなく大きなものが。

　媚肉が引き攣つれるようにわななき、体内で快楽の核かくが弾はじける。

「……っふああ、あぁああ……っ」

「う、く……っ」

　内ない壁へきに熱いものが叩たたきつけられ、その気持ちよさに声も出せずに身体をわななかせた。晴文に握られているものからも白い蜜みつを吐はき出し、志貴は快楽で滅めつ多た打うちにされる。脳のう髄ずいを焼き切るようなそれに今度こそ耐えられず、目の前の白い闇やみに身も心も委ゆだねていった。










　激しい行こう為いの後、夢見ごこちのまどろみに浮かんでは沈しずみを繰くり返している。晴文に腰を抱かれ、剝むき出しの肩かたに感じる唇くちびるの感かん触しよくは綱紀のものだろうか。髪かみを撫なでている手は晴文のものだ。

　大きなものに包まれる感覚は、子供の頃ころの志貴にはなかったものだった。力強い腕や、広い背中。そんなものに対する憧あこがれが、晴文への思し慕ぼに繫がったのかもしれない。自分自身が歪ゆがんだ欲を持っているのはわかっているが、それが原因の一いつ端たんになったのは間ま違ちがいないだろう。

　けれど、一度発情してしまうと、そんな事すらもうどうでもよくなってしまう。晴文はおろか、彼の弟とまでも身体からだを繫げてしまった。

（また悪いことをしてしまった）

　そんな思いが積み重なっていく。だが手放す事もできないだろう。それを決断するには、この快感はあまりにも甘美すぎた。

「────兄貴にとって、この子は何なんだ？」

　綱紀の声が聞こえてくる。志貴は晴文の腕の中で、目を閉じたままそれを聞いていた。

「可愛かわいいＭ奴ど隷れいか？　それとも大事な息むす子こか？　あるいは恋こい人びとか？」

　その問いに晴文はなんて答えるのだろう。少し怖こわいような気がした。だが、思いの外のんびりとした声が当たり前のように答えた。

「そうだな……、その全部かな」

　指先が敏びん感かんな背中を撫で下ろしていく。さんざん感じさせられた身体は、その感触にぴくりと震えてしまった。

「ずいぶんとまた欲よく張ばりだな」

「血が繫つながっていないとはいえ、俺達は家族だ。仮にも息子の立場にある奴やつを抱きたいだなんて、相当に欲張りでないとできないだろう」

「まあ、それはそうか」

「それでも十年以上我慢した。このまま自分の欲を見て見ぬ振ふりはできないかとも思ったが……。無理だった。それどころか、溜ためてたものが爆ばく発はつして、かなり無む茶ちやな事もこいつにしてしまったよ」

「一度抱いただけでわかったよ。えらい執しゆう着ちやくでもって仕込まれている」

　綱紀の苦く笑しようするような、どこか呆あきれたような声が聞こえる。

「けど、なあ、気づいてるか？　兄貴。その子、相当に魔ま性しようだぜ。俺ももう、取り込まれている」

　綱紀の言葉は、志貴の中の何かを言い当てているようだった。隠かくしておきたいものを暴あばかれるような予感に、そっと肩を強こわばらせる。

「俺にとっては最初から魔性だったが」

　けれど晴文はそれを笑い飛ばしてくれた。そんな彼の答えに、志貴は救われた思いになってしまう。

　自分が悪いのはわかっている。でも、それを誰だれかに許されたかった。

　身勝手な感情だとは思っていても、志貴はこの時がいつまでも続けばいいと願ってしまう。

　晴文は志貴が起きている事に気づいているのかいないのか、その髪をいつまでも撫でていてくれた。
















「優香とは────お前の母さんとは、きちんと決着をつけるからな」

　翌朝、綱紀のマンションを出ると、晴文はおもむろに志貴に告げてきた。まだ午前中の早い時間は、休日という事もあって、人通りが少ない。部活へ向かうのか、ラケットを背負った制服の一団とすれ違ちがった後に、彼は志貴の手を握り込んでそう言った。

「俺……、今のままでもいいよ」

「志貴」

　晴文は志貴を覗のぞき込むようにして尋たずねてくる。

「お前、何を怖がっている？」

「────」

　晴文は、志貴のためらいの核心を正確に突ついてきた。そう、自分は怖がっている。晴文と一線を越こえてしまったせいで、家族を壊こわしてしまう。また。

「気に病やむな。お前のせいじゃない。責任は俺と、優香にある」

「…………」

　知られてしまうかもしれない。

　そんな思いに、志貴は怯おびえを禁じえずにいた。

　晴文は悪くない。志貴が勝手に、彼に欲よく情じようを覚えてしまったからだ。あの時、母を抱だく晴文を見てからずっと、自分も彼に抱かれたいと思っていた。

「……母さんはきっとまた、他ほかの男の人のところに行ってしまうと思う。だから、別にこのままでも変わらないはずなんだ」

　母を貶おとしめるような事を口にする自分を、志貴は最低だと思う。それでも怖いと思う心を、どうしても捨てる事ができなかった。おそらく一番変わらなきゃいけないのは、自分なのだと思う。わかっているはずなのに。

「心配するな」

　晴文の声は力強かった。それは息子を励はげます、父としての声に聞こえた。自分は十年以上も、この人に育てられてきたのだ。それなのに、父としての彼と寝ねたいと思う気持ちを、どうしても抑おさえられなかった。そんな自分の罪深さを、志貴は何度となく思う。

「俺はお前を放さないから」

「……うん……」

　心こころ許もとなく返事をして、志貴は彼の手をきゅっ、と握にぎり返す。それから前から買い物袋ぶくろを提さげた女性が歩いてきたので、そっと手を離はなした。










　家に戻もどると、優香はまだいるようだった。険しい顔をした彼女は、志貴と晴文が一いつ緒しよに帰って来たのを見ると、汚きたないものでも見るような視線を投げかけてくる。

　子供の頃から、優香にそんなふうに見られると、志貴はいつも身が竦すくんでしまう。無言で責められているように感じてしまうからだ。

「……志貴」

「わかった」

　最初は二人だけで話をさせて欲しい、と晴文が言ったので、志貴は二階の自室へと上がっていった。

　一人になった自室で座っていると、階下からは時々優香の昂たかぶったような声が聞こえてくる。いったい何を話しているんだろう、と耳をすましても、話の内容までは聞こえてくるはずがなかった。

「────」

　晴文は信じてくれと言った。だが、志貴は彼に話していない事がひとつだけある。それを、母が話してしまったら。

（父さんはどう思うだろう）

　それは志貴が晴文に出会う前に犯おかした、罪のようなものだった。

　不安に包まれた時間はいつまで経たっても終わらず、結局その日、志貴がもう一度晴文と話をする事はなかった。










　週が明け、志貴は大学に行くために家を出た。階下に下りると、優香はまだ寝ているようで、リビングやキッチンもしん、と静まり返っている。もちろん朝食が用意されている事もないが、それはいつもの事なので気にもとめなかった。

　問題は、晴文の方だった。彼らはどうやら昨夜同じ寝しん室しつでは寝なかったようだ。リビングに彼の姿はなかったから、一階の奥の晴文の私室にいるのだろう。志貴はそこに向かおうとして、足を止めた。どうしても、怖かったのだ。

　結局、たっぷり数分ほどそこで逡しゆん巡じゆんして、志貴はそのまま家を出る。

　事態が大きく動こうとしている。

　それが自分を置いて、思いもかけない方向に行ってしまいそうで、志貴は逃にげるようにして家を出た。










　志貴に優香から連れん絡らくが入ったのは、ちょうど昼休みに大学のカフェテリアにいた時だった。食しよく欲よくのないままにサンドウィッチを齧かじっていると、テーブルに置いたスマートフォンが電子音を鳴らす。ＳＮＳに入ってきたメッセージを見ると、学校が終わったら外で話したいという事だった。

「……っ」

　口の中がからからに乾かわいて、志貴はパンを紅茶で飲み下す。それから少しだけ考えて、ＳＮＳから了りよう解かいした旨むねを打った。返事はすぐにくる。おそらく、最初から決めてあったのだろう。優香の仕事が終わる時間に、大学の近くの喫きつ茶さ店てんを指定された。そこは優香の会社からもそう離れてはいない。

　志貴はスマートフォンの時間を見る。約束の時間まで、あと六時間近くはあった。それまで落ち着かない時間を過ごさねばならないのか。

（父さんに連絡してみようか）

　ふと思ったが、ＳＮＳの名前のリストを開いたところで、やめた。あれから、なんとなく晴文と顔を合わせづらくなっている。

（心配するなって言われたのに）

　だが、彼からも連絡がないというのはどういう事なのか。晴文もまた、志貴と話をしたくない気持ちになっているのではないだろうか。

　悪い事を考えるときりがなく、思考が堂どう々どう巡めぐりになる。

　志貴は半分以上残したサンドウィッチを片付けて、一人になりたくてカフェテリアを出た。










「────悪かったわね、急に呼び立てて」

「ううん」

　十五分も早くついた志貴が約束の喫茶店で待っていると、仕事帰りのスーツを着た母がヒールの音を響ひびかせながらやってきた。

「それにしても変わりないわね、この店。────ここに越して来た時、晴文さんとよく来たわ」

　もう三十年以上も経営しているというこの店は、晴文の会社で経営しているようなカフェというよりは、昔ながらの喫茶店という呼び名がよく似合う。メニューもどこか古めかしいが、駅前という立地のよさと、落ち着ける雰ふん囲い気きが客を呼び、潰つぶれない程度には繁はん盛じようしているようだ。席と席の間もそれなりに離れていて、よっぽど注意して聞いていなければ話の内容が聞こえる事もない。

　志貴はまじまじと優香の顔を見る。若い頃ころは美しいというよりは可愛かわいらしいという顔立ちだったように思う。今も三十八歳という年ねん齢れいの割には充じゆう分ぶんに若く美しい方だ。スタイルだっていいだろう。おそらくは努力しているのだと思う。志貴は小さい頃から、彼女がプロポーションを維い持じするために食事や運動に気を遣つかっているのを見てきた。

「昨日ね、晴文さんと話をしたの。別れたいって言われたわ」

「そう……」

「志貴はどう思う？」

　テーブルの下、膝ひざの上で、志貴は掌てのひらをぎゅっと握りしめる。自分のした事を鑑かんがみても、やはり優香の行動はいささか勝手すぎると思った。

「仕方ないと思う────。だって母さん、他に男の人がいたんでしょ。家にもずっと帰って来なかったし」

　静かに告げると、優香の眉まゆがぴくっ、と上がったのが目に入る。子供の頃はこの表情になるとすぐに手が飛んできた。晴文と結けつ婚こんしてからは、滅めつ多たにそんな事はなくなったが。

「私の気持ちも知らないくせに」

　優香は吐はき捨てるように短く言った。

「結婚した当初は、あの人も優やさしかったのよ。……いいえ。今も優しいわよ。けど、私だけを見てくれなくなったの。奥さんになったっていうのに、そんなのあんまりじゃない？　だから寂さびしかったのよ……。そんな時、側そばにいてくれる人が現れたら、そっちに行ってしまうのも仕方がないじゃない？」

「じゃあ……どうして今戻ってきたの？　その、母さんに優しくしてくれる人は？」

　志貴はため息を漏もらす。優香は明るくて人当たりもいいが、極度の寂さみしがりなのだ。志貴自身もそういうところがないとは言い切れないだけに、やるせなかった。

「その人とも、駄だ目めになったんでしょう？」

「……あんたに何がわかるのよ」

　志貴はこれまで、優香の行動についてほとんど口を出した事はない。放ほうって置かれて寂しい思いをしても黙だまっていた。

　けれどもう、志貴も大きくなった。迷ってばかりだが、人を恋こいしく思う気持ちも知った。もう子供じゃない。だから思った事を言ってみる。

「人に求めてばっかりだと、あまりいいことにならないと思う」

「黙りなさいよ」

　優香の声が少し高くなる。だが自分でそれに気づいたようで、彼女は声を落とすように努めた。

「あんた、もし私が晴文さんと別れたらどうするつもり？」

「……それは」

　本当はこのまま、彼と一いつ緒しよにいたかった。けれど、本当にそれでいいのだろうか。母親にえらそうに意見したが、肝かん心じんな自分自身さえ思うとおりにいかないのに。

「私と来るわよね？　だってあんたは晴文さんとは血が繫つながってないもの。他人だし」

「────」

　その言葉に傷ついている自分を志貴は感じていた。

　他人なのだろうか。

　もしも晴文が優香と結婚せず、まったく関係のない場所で他人として出会っていたら、果たして自分たちは関係を持っただろうか。

　わからない。けれどその考えは、志貴を予想以上に不安にさせた。

「……私はね、仕事ばっかりでいい母親とは言えなかったけれど、あんたの事は私なりに愛してきたつもり。でもあんたはどうなの、志貴？　私を母親として愛してくれた？」

「え？」

「求めるばっかりは、あんたも同じじゃない」

「…………」

「────それにあんた、最初のお父さんの事、私からとったわよね」

　頭をガン、と殴なぐられたような気がした。

「それで今度は、晴文さんの事もとるつもり？」

「……かあ、さん……」

　息がうまく吸えなくなって、志貴は喘あえぐように優香を見る。ずっと目を逸そらし続けていたものを、目の前に押しつけられた気分だった。

　幼い時の記き憶おくが、容よう赦しやなく頭の中に甦よみがえる。

　志貴は当時、実の父と、一線を越こえた行こう為いをしていた。その頃の志貴には嫌けん悪お感かんはなく、ただ大好きな父に触さわられ、気持ちのいい事をしているという認にん識しきしかなかったのだ。けれどそれは優香に知れてしまう事となり、結果二人は別れてしまった。

「あんたには、昔っからそういう────倫りん理り観かんていうか、禁きん忌き観かんみたいなものが抜ぬけ落ちているのよね。まあ、私がいうのもなんだけど。けど、それは、あんたにも責任がある事なのよ？」

　冷静な第三者からすれば、優香の言っている事がどれほど筋が通っていないか、すぐに指し摘てきできるだろう。けれど今の志貴には、優香の言葉はもっともに聞こえた。

「私はそれでもあんたを責めないわよ────。けど、また同じ事繰くり返す気？」

　感情を抑おさえた声で、ねえ、と優香は迫せまってくる。

「私、晴文さんとやり直したいの。あんたももう大学生だし、一人暮らしでもしたらいいわ。家賃は私が出してあげる」

　志貴は母親に抗あらがう事ができなかった。話はそれで終わりだと言わんばかりに、向かいの席から優香は立ち去っていく。その後ろ姿を、志貴はぼんやりと見ていた。

（おなじことを、繰り返している）

　最初の父も、志貴を好きだと言った。だから受け入れた。

　そして晴文も、それと同じ事なんだろうか。

　────わからない。

　思考の淵ふちに沈しずんでいた志貴の耳に、突とつ然ぜんスマートフォンのメロディが聞こえてきた。慌あわてて液えき晶しようを見やると、そこには晴文の名前がある。

　────出られない。

　今は駄目だった。いったい何を彼と話したらいいのかわからない。

　志貴は電源を切ったそれを、鞄かばんの奥深くにしまい込んだ。










　いつもアルバイトをしている店の中を、志貴はそうっと覗のぞき込んだ。

　店はいつもながら繁盛している。今日入っているスタッフ達が、忙いそがしそうに立ち働いていた。これでは綱紀も手が離はなせないだろう。

（だめだ。いつも綱紀さんに迷めい惑わくかけてばかりじゃないか）

　困った時はいつも頼たよるくせに、好きなのは晴文だなんて虫がよすぎる。どこか軽快で優しい綱紀に甘えて、彼だっていい加減うんざりするだろう。

　けれど他ほかにどうしたらいいのかわからなくて、志貴はせめて裏口へこっそりと近づく。ここで少し考えをまとめようと、薄うす汚よごれた壁かべに背中をつけた時、バックヤードへと続くドアが突然開いた。

「いや、ここへは来てないぞ。え？　優香ちゃんが先走ったんだろ？　まずいなそれ。何言われるかわかんないだろ」

「！」

　スマートフォンで話しながら出てきたのは綱紀だった。彼は最初、志貴に背を向けていたのでこちらに気づかなかったが、やがてくるりと振ふり返り、固まっていた志貴と目が合う。一いつ瞬しゆん瞠どう目もくしてこちらを見る綱紀。

「あ────…。今、来たわ。じゃあ、事務所で待たせてるから。ああ、じゃな」

　綱紀はそういうとスマートフォンを下ろし、肩かたを竦すくめながら苦く笑しようした。彼が今誰だれと話していたのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……ごめんなさい」

　志貴は消え入りそうに俯うつむく。

「こういう時ばっかりって思うけど、他に思いつかなくて」

「いや、むしろ光栄だね」

　綱紀は笑って、志貴の頭をぽんぽんと叩たたく。その感かん触しよくは晴文ととてもよく似ていて、志貴は彼の事もまた好きなのだと思った。

「いいさ。大事な志貴のためだからな。こっちにおいで」

　手を摑つかまれ、バックヤードから事務所へと通される。端はじのソファに座らされると、綱紀は紅茶のカップを志貴の前に置いた。

「多分、すぐ飛んでくると思うぜ兄貴。そしたらゆっくり話しな」

「……うん。ごめん、綱紀さん。お店戻もどって」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「平気。逃にげたりしないから」

　それまでに自分の気持ちを整理しておかねばならないと思った。ひたひたと恐きよう怖ふが押し寄せてくる。もしかしたら今日、自分は晴文を失う事になるかもしれない。

　それは、志貴が受けなければならない罰ばつなのだ。

　覚かく悟ごを決めろ。そう言い聞かせても、ともすれば手が震ふるえる。

　三十分足らずで、通路を誰かが慌ただしく走ってくる音がした。志貴にはすぐわかる。これは晴文の足音だ。

「────志貴！」

　事務所のドアが開き、予想通り晴文が飛び込んできた。その血相を変えた様子に、思わずびくりと震える。

　彼は志貴の姿を認めると、後ろ手でドアの鍵かぎを閉めた。それからつかつかと部屋を横切り、志貴の座るソファまで歩み寄ってくる。

「────」

　彼は志貴の隣となりに座ると、いきなり抱だき締しめてきた。彼の身に纏まとうフレグランスの香かおりが漂ただよってきて、それだけで身体からだが熱くなる。　>>>♥

「すまん」

　晴文は直ちよく截さいに謝ってきた。

「昨夜、優香から全すべて聞いた。それでお前になんて言ったらいいかわからなくなって、一晩経たっちまった。本当にすまん」

「……聞いたんだ」

　そう言われて、志貴はむしろ肩の力が抜ける思いだった。

「黙だまっていて、ごめんなさい」

「お前が謝る事はない。むしろ、俺の方が心配している。お前の傷を広げるような事をしたんじゃないかと」

　志貴は両手で軽く晴文の胸を押し返すと、首を横に振る。

「違ちがうよ。父さんとの事は、俺がしたかったからした。……けど、そのせいで家族を壊こわしてしまって、ごめんなさい。謝って謝りきれる事じゃないけど」

　あれほど逡しゆん巡じゆんしていたというのに、言葉はすんなりと口から出てきた。きっと、自分の中には『父親』を狂くるわせる何かがあるんだろう。そして志貴自身も、父親という存在に抱かれる事に興奮してしまっている。きっと自分にはとてつもなく淫みだらな血が流れているのだ。罪深いそれは、いつまで経っても志貴を解放してはくれない。

「俺、家を出ようと思って」

「……優香にそう言われたからか」

「言われたような気もするけど、関係ない。俺みたいなのは一人にならなきゃ」

　きっと寂さびしいだろう。泣いてしまうかもしれない。けれどそれが、自分に対する罰なのだ。だからどんなに寂しくとも一人にならなければならない。

「俺、子供の頃ころから父さんの事、男の人として好きだった。俺の憧あこがれだった。でも、そんな綺き麗れいな感情だけじゃなくて、父さんの側そばにいると抱いて欲しくてたまらなくなって……」

　志貴は潤うるんだ瞳ひとみで晴文を見た。今こうしていても、恥はじ知しらずな肉体は晴文を求めている。裸はだかに剝むいて犯おかして欲しいと訴うつたえているのだ。志貴はずっと、そんなふうに思し慕ぼと肉にく欲よくの狭はざ間まで悶もだえていた。

「だから、もう」

　それでも最後の言葉を口にするのは、死にそうにつらかった。

「もう、終わりにして下さい」

　それでもどうにか涙なみだに途と切ぎれずに、言うべき事を彼に告げられた。どこかほっとした思いが胸をよぎる。でもこれで、もう家族を壊さずに済むのだ。

　わずかの間、沈ちん黙もくが部屋を満たす。それを先に壊したのは、晴文の方だった。

「言いたい事は、それで全部か？」

「……え」

「なら俺も言わせてもらうからな。────思い上がるな」

　ふいに告げられた厳しい言葉に心臓がぎゅっと摑まれる。どんな罵ば倒とうも覚悟していたのに。

「俺はお前が思っているよりずっと、自分の快楽に素す直なおな男だ。お前と一いつ緒しよだよ。だから、そんな俺達がセックスをした。相あい性しようもよくて、俺はお前を可愛かわいいと思っている。妻との仲はとっくに冷え切っていて、向こうは長い間他に男がいた。別れるのも至し極ごく当然の流れだろう。それのどこがいけない？」

「な……」

「そうだな────、確かにお前のせいだ。俺を可愛い顔で誑たぶらかしたお前のせいなんだ。だから責任はとってもらうぞ」

　だがな、と彼は続けた。

「なるべくしてこうなったんだ。問題があるとすれば、保護者的な立場にある俺が、息むす子この立場であるお前に手を出したって事だろうな。だがそんなモラルは糞くそ食くらえだ。罪を犯しているわけじゃない。お前も望んでたって言うなら尚なおのことだ。そうだろう？」

　晴文の言葉は明めい瞭りようだった。したい事をして何が悪いのだと、志貴の自責を笑い飛ばすような響ひびきを持っていた。

「で、でも」

「何だ」

「俺は、父親を誘ゆう惑わくする存在なんだって。だから母さんが……」

　晴文はそこでふうっと息をつき、志貴の髪かみをかき上げた。彼に触ふれられた髪の根元がじんじんと熱を持つ。

「その事が、お前の傷になっているのか」

　志貴は少しの間考えてから、首を縦に振った。

「……そのせいで家族を壊してしまったから」

「そうか」

　晴文の声がうってかわって柔やわらかくなる。その力強い両りよう腕うでが、志貴をぎゅう、と抱き締めてきた。

「それを思い出させちまったんだな」

「…………」

　胸の奥がぎゅっと絞しぼられて、目の奥が熱くなる。泣いたら駄だ目めだと思っていたのに、涙るい腺せんは志貴の言う事をちっとも聞いてはくれなかった。

「けどこれはそんなんじゃない。俺と優香の事はお前のせいじゃない。それはちゃんとわかれ」

「……ほん、とに……？」

　声が震える。何かを言おうとすると、大おお粒つぶの涙がぼろぼろと溢あふれて落ちていった。

「どうしてもわからないって言い張るんなら、俺はお前をさらってどこかに閉じ込める。俺だけのものにして、一日中犯してやるからな」

「……俺は、それでもいいけど……」

「本気にするぞ？」

　どちらともとれる調子で笑った晴文は、志貴の涙を舌先で拭ぬぐった。熱い舌先の感覚に蕩とろけそうになって、思わずため息が漏もれる。

「一緒にいていいの？」

「もちろん」

「また、家族でいられる？」

「ああ」

　晴文は志貴の額に自分のそれをくっつけて言った。

「それに、お前」

「え？」

「俺が『父親』でなくなったら、お前、俺に興味がなくなるだろう？」

「────」

　一いつ瞬しゆん何を言われているのかわからなかった。志貴は晴文の真意を探さぐるように彼の目の中を覗のぞく。けれどそこには、強い意志を持った光があるだけだった。

「お前の望み通り、お前の父親でいてやる。それでお前が手に入るなら」

「…………」

　志貴は何も言えなかった。ただ彼の言葉が見えない手のように身体の中に入ってきて、志貴の深いところを摑つかみ、ぎゅっと握にぎりしめてくる。それで体内に鍵をかけられたような感覚がした。

「新しい家族を作ろう」

「父さん────」

　泣きながら呼ぶと、熱い唇くちびるが呼吸を奪うばってくる。首の後ろを摑まれ、逃にげられないように固定されて、志貴は罰ばつのような口づけを受けた。

「んん、ふぅう────」

　舌をきつくしゃぶられたかと思うと、上うわ顎あごを軽くなぞられる。敏びん感かんな粘ねん膜まくに施ほどこされる愛あい撫ぶにぞくぞくと背中が震ふるえてしまった。顔を傾かたむけて重ねる角度を変えられる度たびに、くちゅくちゅという音が漏れる。

「ぁん────ぅ────」

　頭がぼうっとしてきて、晴文の手が服の上から身体中を撫なで上げてくるのに対し、鼻から抜ぬけるような声を漏らした。溢れる唾だ液えきを吞のみ込もうと喉のどを上下させた時、ふいに空間に割って入るようなノックの音が聞こえる。

　晴文が鍵かぎを開けると、ドアが開いて綱紀が顔を覗かせた。

「まとまったか？」

「ああ。世話かけたな綱紀」

「まったくだ。とりあえず、事務所で盛らないでくれよ。社長がこんなとこでご乱行とか、バレたら店長の俺がきまずいからな」

　閉めたドアに背を預け、腕組みしてこちらを見る綱紀の言葉に、志貴は思わず赤面した。つい夢中になってしまって、そんな事に気づきもしなかった。やはり自分は色々と倫りん理り観かんが緩ゆるいのかもしれない。

「礼はいずれさせてもらおうか」

「おっ、いいね。また愉たのしくやりたいもんだ。三人でね」

　綱紀がこちらにむかって悪戯いたずらっぽい表情を投げて、晴文が苦い顔をした。
















　地上三十階の窓から下を見下ろすと、一面にビーズをぶちまけたようなきらきらした光が広がっている。志貴は家がある方向を見やり、ほんの数ヶ月前に、あそこで晴文に抱だかれた事を思い出していた。

　ちらりと意識を後方に向けると、浴室からシャワーの音が響いてくる。

　綱紀の店を出た後、晴文はいったん仕事を片付けに会社に戻もどった。だがその前に志貴はこのホテルに入れられ、自分が戻ってくるまでここにいるようにと晴文に言いつけられる。

　志貴に異存はなかった。広い清潔な部屋でシャワーを浴び、ルームサービスで食事を取り、晴文が来るのを待つ。

　やがて時計が八時を示した時、部屋のチャイムが鳴って、彼が戻ってきた。部屋に入るなり志貴は抱き締められ、膝ひざががくがくと震えるまで淫みだらなキスをされた。

「抱かれる準備はＯＫか？」

「ん……」

　頰ほおを染めながら頷うなずくと、彼は志貴の額にもう一度キスをして、浴室に入っていく。

　そんな事を思い出し、志貴は火ほ照てった頰を窓まど硝子ガラスにつけた。冷たい感かん触しよくが心ここ地ちよい。ややあって浴室のドアがガチャリと開き、頭をガシガシとタオルで拭ふきながら晴文が出て来た。

「あ……」

　もう何度も抱かれてきたのに、なんだか戸と惑まどってしまう。そんな志貴を見た彼は、タオルを隣となりのベッドに放ほうり投げると、手を伸のばして言った。

「おいで」

「────」

　まるで魔ま法ほうにでもかかったみたいに、志貴は窓まど際ぎわから離はなれて熱い彼の腕の中に飛び込んでいく。ぐるりと視界が反転したかと思うと、あっという間にベッドの上に組み伏ふせられていた。

「今夜は加減できそうにないからな……。覚かく悟ごしてろよ、志貴」

「あっ」

　首筋から耳元にかけて唇と舌を這はわせられ、背中にたまらない感覚が走る。

　彼が加減できないというのなら、自分もまたずっと発情していた。まるで発熱した時のように肌はだが敏感になり、腰こしの奥にもどかしい感覚を抱かかえている。

　晴文は志貴のガウンと自分のそれを剝はぎ取ると、素す肌はだを直接触れあわせた。心地よいその感覚にため息を漏らしていると、晴文が下腹部を擦こすりつけてくる。それはすでに熱く昂たかぶり、硬こう度どを増していた。

「年とし甲が斐いもないだろう？　こんなになっちまってる」

「……っ」

　それが志貴の股こ間かんのものと合わさり、擦られて、じいん、とした刺し激げきが走る。志貴の瞳ひとみがたちまち快楽に潤うるんで、我知らず腰を揺ゆらめかせた。すると興がのったのか、晴文は志貴の両りよう脚あしを開かせて抱え上げると、自らのそれを押しつけて、まるで律動を刻む時のように腰を使い始める。

「あっ、あっ、あっ」

「ほら、ちゃんと持ってろ」

　晴文に手を取られ、二本の男根が重なった場所へと連れて来られて、志貴はおずおずとそれらを握った。ふたつの熱ねつ塊かいが息づくどくどくという感触が指に伝わってくる。晴文が再び腰を動かすと、敏感な屹きつ立りつが逞たくましい男根に擦られ、強きよう烈れつな快感が込み上げて来た。

「ああ……っ、んぁあぁ…んっ」

　甘い痺しびれが、股間から足の付け根へ、そして下半身全体へと広がっていく。裏筋を彼のそれで強く擦りあげられ、志貴は何度も背中を仰のけ反らせて喘あえいだ。

「はあっ……あっ…、あ、い、いい……っ」

「ああ、俺も……、すごくいい」

　感じやすい部分から、晴文の脈動が伝わってくる。その熱さに頭がくらくらしそうだった。

「あ、あ、父さんの……っ、すごく、熱いよ…っ、熔とけそう……っ」

　晴文が腰を使う度に、互たがいのものの先せん端たんからは先走りが漏れ、くちゅくちゅと卑ひ猥わいな音を立てている。濡ぬれ始めたものは擦り合う時に得られる刺激を変え、志貴は次し第だいに我が慢まんができなくなり、自らも腰を振ふっていた。

「……いやらしいな」

「あぁあっ、あ、ごめんなさ……っ」

　でも我慢できない、と泣きながら訴うつたえると、晴文は身をかがめて濡れた唇を軽く吸う。

「我慢しなくていいぞ、好きなように振る舞まえ。淫いん乱らんなお前が好きだ」

　そうして彼は、合わさった互いのものの先端を指で擦り上げてきた。途と端たんに、脳まで突つき抜けそうな刺激が走る。

「は、ひぃいいっ」

「いい声だ。もっとそんな声を出せ」

　晴文の指が志貴の粘膜を剝むき出しにして、自らのもので擦りながら親指の腹でぬるぬると撫で回した。そんな淫らな愛撫に、快楽に弱い志貴の身体からだが耐たえられるはずがない。

「あっ…あっ…、そこだめ……そこっ……」

　開かされた内うち股またがぶるぶると震える。じんじんと走る快感に、後から後から溢あふれる愛液が志貴の引き締まった下腹を濡らしていった。

「あ、うう、くふぅぅ」

　快感が過ぎると、志貴はすぐに泣いてしまう。淫らな身体に酷こくなほどの愛撫を受け、何度も何度も達してしまうのを止められない。

「あっ…あ、もう、あ、い、いっ……く、ぅ」

「ん？　イきたいのか？」

　晴文は腰を押しつけるようにして動かし、志貴のそれを圧あつ迫ぱくした。

「あ────っイくっ、ひ、ぁ、ああぁんんん……っ」

　ぐぐっ、と腰を突き上げ、志貴は一いつ瞬しゆん身体を硬こう直ちよくさせたかと思うと、その先せん端たんから熱い蜜みつを噴き上げた。とどめとばかりに強く擦りあげた晴文もまた、短い呻うめきを上げて射精する。

「んぁああぁぁ……っ、……っ」

　二人分の精液が志貴の肌を汚よごしていった。頭が蕩とろけるほどの強烈な絶頂にがくがくと身体を震わせながら、快楽の嗚お咽えつを漏もらす。

「……っ初っぱなから、すごい眺ながめになっちまったな……」

「は、あ……っ」

　白はく濁だくにまみれた下腹を指ですくい、晴文はそれを志貴の口の中に挿そう入にゆうする。苦い味が口いっぱいに広がったが、何な故ぜかそれを甘いと感じた。

「ん、ん……」

　恍こう惚こつとした表情で指を舐なめる志貴を、晴文は熱の籠こもった目で見つめている。もっと、もっと見て欲しい。こんなにいやらしい自分を。

「もっと泣き喚わめかせてやる」

　力の入らない身体をひっくり返され、腰を持ち上げられて、志貴は腰だけを高く上げる恥はずかしい格好にされた。後ろから双そう丘きゆうを押し開かれ、最さい奥おうの場所を露あらわにされて、羞しゆう恥ちに身が竦すくむ。

「あっ、や、見ない、で……っ」

「もうヒクヒクしてるな。可愛かわいい孔あなだ」

　そこに視線を感じると、媚び肉にくが奥から収縮した。早く彼の凶きよう悪あくなものを入れて欲しくて仕方なくなる。けれどそこに与あたえられたのは、ぴちゃり、という濡れた感触だった。

「んぁあんっ」

　予想とは違ちがう快感に、志貴は喉のどを反らして声を上げる。晴文はその場所を指で押し開くと、中の壁かべまで舐めるように、幾いく度ども舌で撫なで上げた。襞ひだのあたりを焦じらすように舐め回したかと思うと、時折ふいに舌先を尖とがらせてねじ込んでくる。

「……っは、ア、あぁっ……あんっ……」

　肉洞の奥が、痛いほどにきゅうきゅうと疼うずいた。唾だ液えきを押し込まれると、媚肉が甘く痺れてたまらずに枕まくらをわし摑づかみにしてしまう。口の端はしから零こぼれた唾液はシーツに吸い込まれていった。

「気持ちいいだろう？　ここを舐められるのも……」

「あんっ……あっ、き、きもち、いい……っ」

　下腹の奥がじわじわと快感で浸ひたされていく。けれどそれは、甘い責め苦と表ひよう裏り一体の快感だった。後こう孔こうを蕩かされればされるほど、内部が飢うえて狂くるおしい感覚に悩なやまされる。

「んん、あっんっ、やぁ…っ…、んっ……」

　膝ひざから力が抜ぬけて、ズルズルとシーツを滑すべっていった。するとますます下半身が開いてしまい、晴文が舐めるのを容易にさせる。今や志貴の後孔はひっきりなしにヒクつき、そこを犯おかすものを求めてうねっていた。脚の間のものも再び勃たち上がり、また先端から愛液を滴したたらせている。

「いやらしい眺めだ」

「はあっ、ああ…っ、やぁ、恥はずかし……っ」

　ぬぐ、と舌が入ってきた。腰骨が砕くだけてしまいそうな快感に苛さいなまれて、志貴は嗚咽を漏らしながら尻しりを振り立てる。

「こら……、そんなに動くな」

「やっ、あっあっ、もお、いれ…っ、入れて……っ」

　晴文がそこに舌を這わせる度たびに、中がずくずくと疼いた。もう一秒だって我慢できそうにない。

「悪い子だ」

「ああっ……！」

　ぱん、と尻たぶを叩たたかれ、その痛みに甘い声を上げてしまった。彼は叩いた尻を労いたわるように掌てのひらで撫でると、次に腰骨を摑つかみ、凶きよう器きの先端をさんざんに舐め蕩かした場所へと押し当てる。

「あ、あ……」

　やっともらえる。そう思った瞬しゆん間かん、熱い肉棒がずぶずぶと中へ押し這は入いってきた。こじ開けられた肉環が痙けい攣れんする。

「あぁあぁああ」

　泣くような声を上げた志貴は、その瞬間に股間のものから白蜜を放ってしまった。さんざん焦らされたせいで、挿入されただけで達してしまったのだ。絶頂の快感が全身を包み、けれど肉洞の中では晴文が容よう赦しやなく注送を開始する。

「ひぃ────あ、ふぁああっ、ま、まって……、んぁああっ」

「なんだ、入れろって言ったのはお前だろうが」

「だ、だって、いま、イって……、んぅうう」

　晴文がほんの少し腰こしを動かしただけでも耐えられない感覚が襲おそって、志貴を翻ほん弄ろうした。いっぱいに広げられた内ない壁へきは、嬉うれしそうに彼をほおばっている。一番感じる場所に誘さそうように、奥へ奥へと媚肉が蠢うごめいていた。

「ちゃんと気持ちいいところにやるから」

　晴文はすっかり入れてしまった自身を、全部引き抜いてしまうように入り口近くまで腰を引く。

「んああ」

　引かれる時に背中が粟あわ立だつようにぞくぞくして、出ていこうとする男根を思わず締しめつけた。けれど次の瞬間には、また根元まで深々と突き入れられる。

「ふああ────…っ」

　全身がびくびくとわななく。またイってしまいそうになって、志貴は奥歯を嚙かみしめて耐えた。一度イき癖ぐせがつくと、自分でも止まらなくなる。それに、達する直前が一番気持ちがいいのだ。

　その瞬間をもっと味わいたい────なんて、自分の淫みだらさに呆あきれそうになる。けれど、これが好きで好きでたまらない。だって彼がもたらしてくれる快感なのだ。

「ああ……っうう、あっ、あっ」

　双丘を指が食い込むほどに摑まれて、志貴は晴文の好き勝手に突き上げられる。一突きされる毎ごとに身体中がじんじんと痺しびれて、たまらない。

「あっ……あ、すご…い、いい……っ」

「もっと好きなところがあるだろ？」

　晴文は腰の角度を変え、さらに深く入り込もうとした。予感がして思わず引きかけた腰を摑まれ、ずん、と最奥にぶち当てられる。

「────ひ」

　身体からだの一番奥から、一気に快楽が込み上げて来た。最も我が慢まんならないその場所に晴文の先せん端たんが当たり、ぐりぐりとこね回される。

「ふあ────あ────あ」

　ろくに声も出せずに、志貴は晴文の下でひくひくと悶もだえた。絶頂感がずっと続くような感覚に、身体がバラバラになりそうになる。晴文はもうあまり大きくは抜き差しせずに、中をかき乱すようにゆったりと腰を回していた。そうすると男根の先端がずっと当たっていて、たまらない。

「ここが、気持ちいいのか……？」

「ふ、う……くぁ、ああ……っ、い、イって、もぉ、ずっと、いってるのにぃ……っ」

　下腹につくほどに反り返った志貴のものは、先端からだらだらと透とう明めいな愛液を垂れ流していた。射精せずに達する快感は、志貴の限界を軽く超こえて苛んでくる。苦しいほどの悦えつ楽らくを、けれど志貴は恍惚と味わっていた。媚肉が勝手に動いて、晴文のものに絡からみつき、しゃぶりあげて、思う様その形状を堪たん能のうし尽つくそうとする。

「……志貴……っ、すごいな」

　晴文の打ち付けが強くなった。彼は志貴の腰をその両手でがっちりと固定すると、小刻みな律動で奥を抉えぐってくる。

「ひぃ────ぁあぁあ……っ」

　熱い奔ほん流りゆうを注ぎ込まれた時、志貴は泣き喚いていた。こめかみをシーツに強く押し当て、口の端から零れた唾液が滴る。けれども志貴自身は射精できず、肉洞だけで絶頂に達していた。

「……っ、また、女の子のイき方したのか？」

「あぁあっ……、んぁあああ……っ」

　極きわみはなかなか静まらない。全身の感覚がぴりぴりと敏びん感かんになっていた。頭の中はさっきからずっと沸ふつ騰とうしている。気持ちがよすぎて、死にそうだった。

「……そらっ」

「ひっ、ああああ！」

　ふいに晴文が志貴の身体を持ち上げ、繫つながったままぐるりと体勢を変えて仰あお向むけにさせる。そのまま膝の上に抱だき上げるので、また彼のものが自重で根元まで這入ってしまった。

「……っあ────……」

　息絶える寸前の幼い獣けもののような声が志貴の口から漏もれる。それでも、胸と胸が合わさった事で安心感を覚え、目の前の逞たくましい肉体に必死で縋すがりついた。

「……あ、ああんん……っ、父さ…、ぁああ……」

「志貴、志貴……可愛いな、お前は……。俺のものだ……」

　大きな手で双そう丘きゆうを摑まれ、乱暴なほどに揉もみしだかれる。そうされると内壁が彼の男根に刺し激げきされて、膝ががくがくと震ふるえるほどに感じてしまった。

「き、きもちいい……ああ……」

「ずっときもちいい事してやるからな」

　子供のように泣きじゃくる志貴の唇くちびるに、晴文は唇を重ねてきた。喘あえぎながら彼の舌を受け入れて、口こう腔こうを舐なめ回される。それだけでまたイってしまった。　>>>♥

「んっ、くうっ、んううう」

　晴文の膝の上で、志貴は無意識に腰を揺ゆらしてしまっていた。先ほど中に出された彼のものが溢あふれ、繫ぎ目が白く泡あわ立だっている。志貴が腰を上下させる度に、くちゅくちゅといやらしい音が響ひびいた。

「あ、あ……、すご…っ、音、やらし……っ」

「お前のお尻が立ててる音だよ。俺に抱かれて、こんなにいやらしくなってるんだ」

　卑ひ猥わいな言葉で煽あおられ、内ない奥おうがきゅうっ、と引き絞しぼられる。

「ふああぁ……っ、いっ、いい……、す、すき、晴文、さ……っ」

「っ！」

　突とつ然ぜん体内で晴文が大きくなり、志貴はその感覚に悲鳴を上げた。

「あっ、あっ！　な、なに……っ、おっきく……っ」

「何って……お前…、突然名前で呼ぶから……」

　けれどその言葉に、志貴は思い当たる事がない。意識が蕩とろけていたからかもしれない。

「無意識か」

「あっ、んっ」

　責めるように強く揺すられて、短い嬌きよう声せいが漏れた。体内で暴れる愉ゆ悦えつが、そろそろ出口を求めてぐつぐつと煮に凝こごっている。

「まあ、たまには名前で呼んでくれると嬉しいかな」

「……ん、ん……」

　もう一度口づけられ、晴文の手が志貴の足の間に下りた。今にも弾はじけそうになっているものを握にぎり、優やさしく指を絡めて上下に擦こする。

「あんんんっ」

「そろそろ出させてやらないと、ここが弾けちまうからな」

　双果を一ひと撫なでした晴文は、股こ間かんで濡ぬれてそそり立つものを愛あい撫ぶしながら志貴の身体を揺らした。忘れかけていた射精感が込み上げて、腰骨がカアッと焼けつく。けれどさんざん中だけで達していて、今になって精を吐はき出したらどうなるのか。きっと死ぬほどの快感が襲ってくる。

「ああ、や、出すの……こわいっ……」

　怯おびえて晴文にしがみつくと、彼は優しく背中を撫でてくれた。その温かさに力が抜ぬける。

「大だい丈じよう夫ぶだ。どんなにおかしくなってもいいから」

「っ……、ほん、とに……っ？」

「ああ。好きだぞ、志貴。お前だけだ」

「────…っ」

　背筋が発火したように熱くなる。腰こしの奥からとてつもなく大きな愉悦の波が込み上げて来て、志貴はもう否いや応おうなしに吞のまれ、攫さらわれていった。

「あっ……は、ア、で…るぅっ、あぁあ────……っ、～～っ、～～っ」

　精路を熱い蜜みつが通過して行く感覚に耐たえきれず、志貴は嗚お咽えつを漏らしながら激しく腰を振ふる。

「うぅ……っ！」

　その収縮に晴文もまた道連れにされ、飛ひ沫まつをその内ない壁へきに叩たたきつけた。前と後ろで同時に極めた志貴は、神経が焼き切れるのではないかと思うほどの快感に打ちのめされる。

「ああっ、ああっ、あ────…っ、し…ぬっ」

　どくどくと噴ふき上げる白蜜は、晴文の手から溢れ、互たがいの下腹を濡らしていった。あまりの快楽に呼吸すら苦しくなっていた志貴だったが、それでも熱を放出した事で、少しずつ肉体が静まってくる。

「……っは……、は、あ……」

　全身がじんじんと激しく痺れ、指一本動かすのも億おつ劫くうだった。晴文はそんな志貴の肩かたや背を、落ち着くまでゆっくりと撫でていてくれた。優しく、労いたわるように。

「……大丈夫か？」

「ん、ん……」

　ようやく顔を上げられるようになると、どちらからともなく何度も唇を重ねる。もう欲を吐き出した後だというのに、彼はいつまでも放してくれない。

「ね、ねえ……」

「うん？」

　首筋に音を立てて口づけられ、志貴はびくびくと肩を震わせながら訴うつたえた。今は全身がひどく過か敏びんになっているのに、そんな事をされたらまた昂たかぶってしまう。

「ぬ、ぬかない…の…？」

　そして彼のものは、依い然ぜん志貴の中に深々と挿そう入にゆうされたままだ。

「うーん、そうだなあ」

　彼は吞のん気きな口調で答えて、志貴の胸に唇を落とすと、乳ち首くびに口づけてくる。途と端たんに鋭するどい刺激が背中を駆かけ抜け、志貴の唇から甘い声が漏れた。

「あ、あっ、だめ…っ」

「ずっと繫がっていたい気分だ」

「……っ、だめ、だよ、そんなの……」

「駄だ目めなのか？」

「……俺も、そう、していたい、けど……」

　そんな事をしたら、きっと自分は理性を持った人ではなくなってしまう。本能のままに快楽を貪むさぼる、獣になってしまうだろう。今でさえ充じゆう分ぶん、そちらに行きかけてしまっている。

「ふふ、そうだな。けど、今夜くらいはいいと思わないか？」

　晴文が明らかな意図をもって腰を揺すってくるのに、志貴の肉体はいとも簡単に反応した。二度も吐き出された彼の精で、中は充分に潤うるおっている。濡れた媚び肉にくがぐちゅん、と淫みだらな音を立てた。

「あ、あああ……っ」

「せっかくお前をすっかり手に入れたのに」

　晴文はそう言いながら、志貴をベッドに押し倒たおしてきた。もちろん、後ろは繫がったままでだ。

「ん、あ…、父さんは……俺のものに、なった…の？」

　とうとう流されてしまった志貴がため息をつきながら晴文の背に腕うでを回すと、彼の腰がずん、と深く突つき上げてきた。

「んんんっ」

「俺は最初からお前のものだった。多分、お前に初めて触さわった、あの時から」

　晴文を想おもって自じ慰いをしていた時、彼に見つかって触られた。その時の事を思い出し、志貴は羞しゆう恥ちと悦よろこびに、ぎゅっと後ろを締しめ上げる。

「こら、締めるな」

「だって……」

　そんなのは反則だ、と思う。そんなふうに言われたら、抗あらがう事なんてできないではないか。

（けど、今いま更さらだ）

　いつだって自分は、彼を拒きよ否ひする事なんてありえなかった。求められると蕩けて、熔とけてしまう。

　父として同じ家族の中にいた男と身体からだを繫つなげる。それはやっぱり、いけない事なのかもしれない。けれど志貴はもうそれなしではきっといられないから、どうか許してほしい。

「……もっと、めちゃくちゃに、して……」

　もう彼とともに獣けものになる覚かく悟ごを決めて、志貴はその耳元で掠かすれた声を出した。
















　荷物がなくなった家はがらんとしていて、今まで見た事もない空間をそこに広げていた。

（この家、こんなに広かったっけ）

　あの後、晴文は何度か優香と交こう渉しようを重ね、離り婚こんに向けての話し合いを持つ事に事態は動いた。

　そこで志貴は、晴文と共にいたい事を優香に話し、彼女は不承不承だがそれを納なつ得とくしてくれた。

　本来なら優香の有責になるところを晴文は問わず、慰い謝しや料りようもとらなかったのが効いたらしい。

　志貴は親権を晴文が持つことを望んだが、もともと志貴は優香の連れ子だったため、晴文はそれにはこだわらなかった。手続き如何いかんでは不可能ではないようだったが、それは急がなくてもいいと晴文は言う。志貴もとりあえずはそれで異存はない。自分はただ、彼とともにいられればそれでいい。

　わだかまりを残したままでは駄目だと説得されて、志貴は優香と表面上は和解した。彼女も一応謝罪してくれたが、志貴は別に母に恨うらみはない。むしろ申し訳ないと思っていたので、ほっとした。

　優香は先にこの家から出て行き、今日は晴文と志貴が引っ越こす日だった。新居はふたつ先の駅に手て頃ごろなマンションの物件を見つけたのでそこに決めた。綱紀のマンションからほど近いところにあるので、あいつがしょっちゅう押しかけてくるぞ、と彼は言っていたが、口調ほど嫌いやがっているふうでもない。志貴も綱紀には感謝しているし、彼の事はむしろ好きだ。実は、あれから時々三人でも愉たのしんでいる。嫌ではないのが困ったところだ。

「志貴」

　玄げん関かんで晴文が呼んでいた。志貴は何もなくなったリビングを出て、彼のもとへと向かう。

「行くか」

「うん」

　玄関では晴文が車のキーを手に待っていた。靴くつを履はき、外へ出る。この家はほどなく人手に渡わたる事になっていた。気がつけば、朝から降っていた雨が小降りになっている。いい旅立ちだと言えるだろうか。

　志貴は最後にもう一度、家を振り返った。この家で彼に恋こいして、抱だかれた。そこから出ていくのが、なんとなく寂さびしい事のように感じられる。

「志貴」

　晴文がもう一度呼んだ。彼の方を見ると、晴文は車のドアに手をかけ、志貴を見つめて微笑ほほえんでいた。

「行こう。今度は二人だけだ」

「────うん」

　そうだった。これから行くところは、晴文と自分との、二人だけの住まいだ。

　自分たちの罪は消えないのかもしれない。いつか罰ばちが当たるのかもしれない。それでもいい。いくつものためらいを振ふり切って、自分は彼との蜜みつの煉れん獄ごくへと行く。

　志貴は晴文の車の助手席へと身を滑すべらせる。

　長く続いた雨は、上がったようだった。
















溺おぼれる獣
















「ストロベリーシフォンケーキとマカダミアナッツパンケーキ、お飲み物はダージリンにアイスカフェオレですね。少々お待ち下さい」

　志貴は客のオーダーをとり、それをキッチンへと伝える。ホールへ戻もどろうとした時にナプキンが足りていない事に気づき、それをパントリーに取りに行こうとした。パントリーは化け粧しよう室の向かい側にある。目当てのものを手に取り、外に出た時、化粧室から出て来た男性客と鉢はち合あわせになった。

「────失礼いたしました。どうぞ」

　志貴は愛あい想そよく微び笑しようを浮うかべ、身み振ぶりで男を先に通そうとする。だが男は動こうとしなかった。

「……あの？」

「君は、ずっとここで働いているの？」

　男は晴文と同年代くらいだろうか。高そうなスーツを身に纏まとっていた。だが、客にこんな事を思うのも失礼だとは思うが、どうも似合っていない。服に着られているような印象があるのだ。

「学生さん？　実は僕、芸能界の仕事しててね。君みたいな子を探していたんだよ」

「……はあ」

「仕事が終わったら、ちょっとどうかな。絶対いい話だと思うよ。君ならすぐに売れっ子になれるって」

　これはもしかしたらスカウトというやつなのだろうか。まったく青天の霹へき靂れきだった。志貴がなんと返事をしようか困こん惑わくしていると、男は胸むな元もとから名めい刺しを出して強ごう引いんに志貴に押しつけた。

「僕はこういうものなんだ。ね、ぜひ一度、事務所に遊びに来てよ。歓かん迎げいするから」

「あの、お客様、困ります」

「そう言わないでさ。シフトいつ？」

　男は思いの外しつこかった。今日は金曜という事もあって、店は混こんできている。早く仕事に戻りたいのに。

「すみません、本当に────」

「「お客様？」」

　すると男の背後で二重の声が聞こえた。はっとして顔を上げると、通路には綱紀と、そして晴文が立っている。二人は営業用の笑えみを浮かべていたが、目が笑っていなかった。

「うちのスタッフが、なにか？」

　晴文がわざとなのか、ゆっくりとした口調で男に問いかける。彼は志貴には優やさしい顔しかしないが、黙だまっている時や不ふ機き嫌げんそうな時にはかなり近寄りがたい顔をしている。なまじ整っているだけに、冷たい目をすると背筋が凍こおりそうな印象がある。

　綱紀も同様だった。彼は晴文よりは人好きのする顔をしているが、それは接客で身につけたもので、実のところは晴文とそう大差ない。

　そんな迫はく力りよくある男二人に見下ろされ、そう上背のない男性客は、あからさまに浮き足立っていた。

「スタッフへのお誘さそいは、ご遠えん慮りよ頂いております」

「い、いや、僕はただ」

「どうぞ、お席へお戻りください」

　慇いん懃ぎんに案内されて、男はすごすごと席へと戻っていく。席には連れの女性客がいたが、何か文句でも言われたのか、肩かたを竦すくめている姿がなんだか憐あわれだった。

「大だい丈じよう夫ぶか、志貴」

「あ、うん、ありがとう。────いつの間に来ていたの？」

　綱紀はこの店の店長で、晴文は社長だ。彼はここの他ほかにも店を経営していて、普ふ段だんは会社の方にいる事が多い。

「ついさっきだ。そうしたらお前が変な奴やつに絡からまれてた」

「志貴は可愛かわいいからな。仕方ないさ。さ、仕事仕事！　あの男のテーブルには行かなくていいからな」

「はい」

　背中を叩たたかれて促うながされ、志貴はホールに戻っていった。ちらりと後ろを振り向くと、晴文が小さく笑っている。それを見ると安心して、自分も笑みを返すのだった。










「ああ、この会社はインチキだぞ。スカウトした男女をＡＶなんかに出させるあくどいところだ」

　綱紀が名刺を検あらためたと同時にそれをテーブルの上に投げる。

「そうなんだ」

　多分そんな事だろうな、と思いながら、志貴はさほど興味もなさそうにソファの上で雑誌をめくっていた。晴文はそれを手にとると、ふたつに裂さいた後で丸めてゴミ箱に放ほうる。

「しかしお前もしょっちゅう妙みような奴に声をかけられるな。困ったもんだ」

　晴文が本気で思案深げな顔になる。志貴はそれをちらりと見上げ、ばつが悪そうに肩を竦めた。自覚があるだけに、居い心ごこ地ちが悪い。なにしろいつぞやは、本気でレイプされそうになった事もあるくらいだ。

「なんかなあ……、そういう連中の、気を引くものがあるんだろうな、志貴には」

「綱紀さんまで」

　晴文と志貴がこの新居に越こしてから二ふた月つきほどが経たっていた。今日は綱紀が来て一いつ緒しよに食事をした。

　この部屋は、居心地がいい。自分と晴文だけの空間だ。だがそこに彼の弟の綱紀がいても、不快ではない。晴文の他に志貴が心を許す男だった。

「ん？　てことは、その中に俺達も含ふくまれるってことか？　兄貴」

「そうだろうな」

　晴文は素知らぬ顔でワインを口にしている。

「俺はとっくに自覚があったぞ。何せ年とし端はもいかない息むす子このオナニーを見て欲よく情じようするような男だ」

「ちょっ……！　父さん！」

「なるほど。それは確かに変態だ」

　とんでもない事を言い出す晴文に、志貴はカアッと赤面してたしなめる。それは確かにそうなのだろうが、なんというか、身も蓋ふたもない。

「父さんは、そんなんじゃないよ、多分綱紀さんだって……。俺に隙すきがあるのが悪いんだと思う」

「妙な色気があるからな、志貴は」

「そうそう、どこかこう、虐いじめたくなる」

　晴文と綱紀の手が伸のびてきて、志貴の頭や頰ほおを撫なでていった。その感かん触しよくに、思わずぴくん、と肩が動く。

「────綱紀に少しずつ快感を教えてもらえば、お前はすぐ堕おちると思っていたよ」

　晴文の言葉に、志貴は長い睫まつげを瞬またたかせた。

「こいつがお前にちょっかいかけていたのは、俺の差し金だ」

「……そう、なの……？」

　優しく言葉をかけてくれて、警けい戒かい心しんを解き、志貴の肌はだに触ふれて少しずつ快楽に慣らしていった。それはこの身体からだに毒を慣れさせる行こう為いだったのだ。

「もちろん、俺は悦よろこんでやったよ。志貴を怖こわがらせないよう、細心の注意を払はらってね」

「お前を手に入れるために、絶対に失敗はできないと思ったからな」

　思いがけず気持ちが通じ合ったと思っていたら、以前から周しゆう到とうに柵さくが用意されていた。

　自分はその柵の中で、走り回っていただけなのだ。

「怒おこったか？」

　晴文の問いかけに、志貴は緩ゆるくかぶりを振った。

「嬉うれしい」

　そんな手の込んだ事をするほどに、彼が自分に執しゆう着ちやくしていてくれたなんて。その結果がこの柔やわらかな囲いならば、どうして怒る必要があるだろう。

「そら、もう感じている。いやらしい奴だ」

「本当にエロいよな、志貴は」

「……そ、そんな事されたら……誰だれだって……」

　自分が妙な奴に目をつけられやすいのは、多分、この淫いん蕩とうな性質のせいだろう。晴文どころか、綱紀に触れられてもたちまち身体の芯しんが熱を持ち、火をつけた蠟ろう燭そくのように蕩とろけ始める。そういう匂においが、ある種の男達にわかってしまうのだ。

「心配で仕方がないが……閉じ込めて置くわけにもいかないしな。悩なやましいところだ」

「兄貴なら本気でやりかねないな」

　彼らの手は、志貴の首筋から耳、そして胸元にまで伸びてきた。耳の中をくすぐられると、思わず声を上げて仰のけ反ってしまう。

「あ、あ」

「感じるか？」

　そんなふうに触さわられて平気でいられるほど、感受性の低い身体はしていない。ましてや相手は好きな男達だ。

「ずるい……よ、こんな……」

　はあっ、と濡ぬれた吐と息いきを漏もらし、上うわ目め遣づかいに彼らを見上げる。すると晴文と綱紀は言葉に詰つまったような顔をして、それから苦く笑しようめいた表情を浮うかべた。兄弟だけに、どこか似ている。

「寝しん室しつに行くか？」

　晴文が口を近づけて、耳元で囁ささやいてきた。襲おそい来る官能の予感に肌を震ふるわせながら、志貴はこくりと頷うなずく。期待している。恥はじ知しらずな事を考えているのは、自分でもわかっていた。










「あっ……はぁ…あっ」

　ダブルベッドに縫ぬい留められ、裸はだかに剝むかれた志貴は、左右からその乳ち首くびを晴文と綱紀に舌先で嬲なぶられていた。両手はそれぞれが頭の上で押さえつけられている。興奮に尖とがった敏びん感かんな突とつ起きを舐なめられ、転がされるのは堪こらえきれないほどの快感だった。ましてや、舐めているのがそれぞれ違ちがう男なのだ。

「あっ、ああ、んぁあ」

　ちゅうっと音を立てて吸い上げられたり、ころころと転がされたり、志貴の乳首は様々に可愛がられた。胸の先から甘い刺し激げきが広がって、志貴は何度も背中をシーツから浮かせて仰け反る。

「気持ちいいか？」

「ビンビンに硬かたくなってるぞ」

　晴文と綱紀に交こう互ごに尋たずねられて、恥はずかしさと興奮に肌が薄うす桃もも色いろに染まった。

「きもちいい……っ」

「乳首好き？」

　綱紀の声に、こくこくと頷く。

「す、き……、そこ、弄いじられるの、弱い、から……っ」

「なら、もっとしてあげるよ」

　乳にゆう暈うんごとねっとりと舌を押し当てられ、志貴は両りよう脚あしを擦こすり合わせて耐たえた。もう片方は晴文の舌先で細かく弾はじかれ、たまらない刺激に喉のどから甘い嬌きよう声せいを上げる。

「あっあっ、いぃ……っ」

　乳首への快感だけで、志貴は今にも達しそうに感じた。身体のどこもかしこも敏感になってしまって、ほんの少しの刺激だけでも性感のスイッチが入ってしまう。自分は本当にいやらしいのだと志貴は思った。けれどそんな淫みだらな自分を、晴文は可愛かわいいといってくれる。綱紀もそうだった。彼らが肯こう定ていしてくれるから、志貴は自分を愛してあげる事ができる。

「こっちは、どうだ？」

「あっ」

　彼らの空いている手で、もどかしく擦り合わされていた志貴の両脚がそれぞれ左右に開かれた。すんなりとした両脚はたちまち離はなれていき、恥ずかしい場所が露あらわになる。乳首への刺激ですでに反応していた股こ間かんのものは、開かい脚きやくした事でますますはっきりとその屹きつ立りつを彼らの目の前に晒さらしてしまった。

　晴文と綱紀は自分たちの足を絡からめ、志貴が脚を閉じられないようにしてしまうと、その手を脚の間へと伸ばしてくる。

「ああんんっ」

　綱紀の指が股間のものに絡み、巧たくみな五本の指がそそり立ったものをしごき上げてくる。時々先せん端たんのくびれを指の腹で撫で回され、志貴はその度たびに声を上げて身み悶もだえした。火のような感覚が腰こし骨ぼねをじわじわと灼やいてくる。

「志貴は抱だく度に感じやすくなっていくな……。毎晩兄貴に可愛がられているのか？」

「やっ、あ、そんっ…な」

　恥ずかしさに首を振ふっても、がっちりと押さえつけられた身体はどうにもならなかった。それどころか、気持ちよさに腰が揺ゆれてしまう。

「さあ、どうだろうな」

　うそぶく晴文に、思わず恨うらめしげな視線を投げてしまう。そんな志貴に、彼は笑って口づけてくれた。実のところ、晴文とはかなりな頻ひん度どで行為を繰くり返している。挿そう入にゆうがなくとも舌や指でイかせられる事があり、志貴の身体は乾かわく間もないほどだった。

「わかったわかった、悪かった。お詫わびにこっちを虐めてやるから」

　そう言うと晴文は、志貴の双そう丘きゆうの奥深く、後こう孔こうへと指を忍しのばせてくる。入り口を揉もまれるとたちまち中がじん、と疼うずきだした。

「ああっ……んう」

　ぬぐ、と中に指が押し入ってくる。肉環をこじ開けられる時の感覚は得も言われぬ刺激を志貴にもたらし、内ない壁へきをかき分けるようにして挿入される彼の指を締しめつけた。

「ああんんっ……、まっ、て、あっ」

　前後を同時に責められる事になった志貴は、その快楽のやり場を見つけられずに焦あせる。

「好きだろう？　いっぺんにされるの」

「イくまでしてやるから、たっぷり楽しめ」

　卑ひ猥わいに煽あおられ、屹立と後孔の両方を執しつ拗ように、濃のう厚こうに責められた。綱紀はすでに志貴がどんなふうにされるのが弱いのかを把は握あくしていて、裏筋を重点的に擦ったかと思うと剝き出しにした先端をくちゅくちゅと掌てのひらで回してくる。時折蜜口を指先でくじられて、泣くような声を上げた。

　後孔は手慣れた晴文の愛あい撫ぶで蕩かさんばかりに中を擦られる。そこかしこにある感じる場所を的確に責められて、身体の芯が引き絞しぼられるような快感に、ひいひいと噎むせび泣くしかなかった。

「あっ…ひぃ…んっ、ああ、あっ、……っんぅう……っ」

「こんなに身体からだをびくびくさせて……まったく可愛いったらないな」

「兄貴が夢中になるのもわかるよ。ここまで打てば響ひびくような子は滅めつ多たにいないからな」

　頭の中は興奮と快楽ですっかり沸ふつ騰とうしてしまって、彼らの言葉は半分も届いていない。脚の間からはひっきりなしにいやらしい音が響いていた。感じる粘ねん膜まくへのいたぶりに、下半身全体が痺しびれてくる。肉体が、快感に占せん拠きよされようとしていた。

　────溺おぼれる。

　快楽に、悦よろこびに、身体が溺れてしまう。

　頭が真っ白になり、志貴は強きよう烈れつな絶頂の波にさらわれる。仰け反った身体をがくがくと痙けい攣れんさせ、その脚の間から白蜜を噴ふき上げた。

「は、ひぃ────…っ、あ、ああぁんんっ……！」

　恥知らずなほどの嬌声を上げ、腰を浮かせて、二人の男に与あたえられる極きわみを味わい尽つくす。たっぷりと感じ入った後、恍こう惚こつとしたため息を漏らして全身の力を抜ぬいた。

「……あ、は……」

「気持ちよかったか？」

　晴文は志貴が達した後で、よく尋ねてくる。こんなふうに確かく認にんされるのは好きだった。彼が自分の事を、気にかけてくれているという証しよう拠このような気がして。

「ん……ん、すごく、よかった……」

「たくさん出したな」

　晴文と、そして綱紀と交互に口づけて、志貴はまだ痺れの残る身体を起こされた。

「今日は一度に入れてみるか」

「え…ええ？　無理だって、こわい……」

　晴文の提案に、志貴は思わず怖おじ気づく。実は二本差しは前にもやった事があるのだが、その時は入らずに断念したのだ。だが、今はあの時よりも志貴の肉体は熟うれている。

「無理な時はすぐにやめる」

「あ、ちょっ…！」

　綱紀が志貴の身体を持ち上げ、その双丘を開き、後孔に男根の切っ先を押し当ててきた。すでに蕩とろけていた蕾はずぶずぶと音を立てながら綱紀を受け入れていく。

「はう、ううう……っ」

　奥まで挿入される感覚がたまらなく気持ちがいい。下腹の奥から甘く痺れていくようだった。綱紀は志貴の腰を摑つかむと、下から遠えん慮りよなしに突つき上げてきた。媚び肉にくが男根を受け入れ、ずちゅずちゅと音を立てる。

「あっ、はっ、あぁああっ」

　一ひと突つきされる毎ごとに、強烈な快感が脳天まで突き抜けた。腰から駆かけ抜けていく喜き悦えつが背中を伝う時の、電流のような感覚。それを感じる度に、背中がびくびくと痙攣する。

「あまり綱紀とばかり仲良くするなよ」

　妬やけるからな、と囁ささやいて、晴文が背後から抱き締めてきた。手が前に回り、尖とがった乳ち首くびをこね回す。

「あ、あぁああ……」

　胸の突とつ起きを愛撫される刺し激げきに喘あえいでいると、綱紀を吞のみ込んでいる場所に別の熱ねつ塊かいがぐぐっ、と押しつけられた。彼らが何をしようとしているのか思い出して、志貴は慌あわてて抗あらがおうとする。けれど、文字通り体内を串くし刺ざしにされ、前後から屈くつ強きような男二人に挟はさまれていてはどうしようもない。

「だ、だめ…っ、だめっ、ああっ、入れな……っ」

「暴れるな」

「そうそう。今日はきっと入るよ。志貴もリラックスしているしな」

　そう言って、綱紀は志貴の股間のものをやんわりと握にぎり、扱しごき上げてきた。肉体の感じる場所を複数押さえられてしまい、もうどうにもならなくなる。

　その時、びっちりと隙すき間まなく綱紀を受け入れているはずの場所に、もう一本、男根がずずっ、と潜もぐり込んできた。

「────っ」

　その感覚に志貴は思わず息を吞む。信じられないほどの圧あつ迫ぱく感かんが下か肢しを襲おそってくるのに、それはどこか切なく、甘いものを含ふくんでいた。無体をされる内壁が引き攣つれるほどに押し広げられ、信じられないほどの快楽が込み上げてくる。

「あ、は、うぁあああ……っ」

「……そら、入っていくぞ」

「欲よく張ばりな孔あなだ。全部食べてしまう気だね」　>>>♥

　今や志貴の後孔には、晴文と綱紀の男根が二本ねじ込まれていた。最初は死ぬかと思うほどの異様な感覚だったのに、彼らがしばらくの間動かずにじっとしていると、やがて奥の方からじんじんと疼きが生まれてくる。

「そ……んな、ああ」

　こんなに感じるなんて。

　志貴は自分の身体の反応が信じられないでいた。晴文に最初に抱かれてから、丁てい寧ねいに拓ひらかれ、快楽を教え込まれた肉体は、二人の男を同時に受け入れる事もできるのだ。

「そろそろ動くぞ」

「楽にしていろ」

「あっ……あっ」

　楽にしていろ、と言われても、どうしたらいいのか志貴にはわからなかった。内ない奥おうに入り込んだものが、ズッ、と同時に動く。互たがい違ちがいに突き上げてくるような動きに、志貴の身体は激げき烈れつな快感を覚えた。

「ふあ、ア、あぁあああ……っ、ひ、ぃっ」

　肌はだが燃え上がる。腰こし骨ぼねはバラバラに砕くだけそうで、肉洞は熔とけていきそうだった。焼けただれそうな喜悦が全身を支配し、志貴の理性を食くらいつくす。

「ああっ……、あ────…っ、と…ける…っ」

　開かされた内うち股またがびくびくと痙攣する。この時すでに、志貴は極みに達していた。

「いい子だ……、志貴」

「もっと深く、吞み込んでごらん」

　仰のけ反って晴文の肩かたに頭を預けた志貴の胸を綱紀の舌が這はい、乳首を舐なめ上げる。そんな快感にすら声も出せずに震ふるえ、志貴は恍惚のただ中にいた。

　何度も何度も達し、泣きじゃくる声も嗄かれた頃ころ、ようやっと彼らが中で飛ひ沫まつを叩たたきつけてくる。

「は…っ、ひ、あぁああ、────…っ」

　息も絶え絶えな法ほう悦えつの中、志貴の意識は多幸感の中を漂ただよう。

　モラルも恥はじらいもかなぐり捨てた、獣けもののような行こう為い。いや、きっともう自分はそのものだろう。

　でももう、いいのだ。

　堕おちる爽そう快かいさは何物にも代えがたいほどに気持ちがいい。それも彼らと一いつ緒しよなら。

「あ、あ……、もっと…して」

　苦しい息の下で呟つぶやかれた言葉は、さらなる堕だ落らくを望んでいた。







　あとがき




　ルビー文庫さんでは初めまして。西にし野のと申します。この度たびは「甘かん淫いん～蜜みつ雨あめに打たれて～」をお読み頂きありがとうございました。

　こう言ってはなんなのですが、正直申し上げますとルビーさんは絶対にご縁えんのないレーベルさんだろうなと思っていましたので、ご連れん絡らく頂いた時は大変驚おどろきました。誰だれか私じゃなくて別の作家さんに依い頼らいしているのではないかと思ってメールを何度も確認したくらいです。それでも、「西野さんの作風でいいです。ルビーのテイストも気にしなくていいです」とおっしゃって頂いたので、いくつかネタを提案してみたのですが、一番ヤバそうなこの話を選んで頂いてまたしても「えっ」と思いました（笑）。血は繫つながってなくとも親子ですから……！

　この話で一番気の毒なのはお母さんだというような気がします。けど、息むす子こと母は同じカテゴリの人間じゃないかなと思いますね。志貴は晴文が身も心もしっかり繫ぎ止めておくから大だい丈じよう夫ぶでしょう。

　担当様、こんな私にお声がけ頂きましてありがとうございました。「広告の関係で、仮でタイトル入れちゃいました」「何ていうのか聞いていいですか」「甘淫て言うんですけど」「それすっごくいいですタイトルそれがいいです」というわけでメインタイトルは担当さん作です。すばらしくえろくて甘あまくいいタイトルだと思いませんか…！

　また、挿さし絵えを担当して下さった笠かさ井いあゆみ先生、ありがとうございました！　このあとがきはお盆ぼん進行のためにまだラフも拝見させて頂いていないうちから書いていますが、笠井先生ならきっと私の萌もえど真ん中のキャラと絵を描かいて頂けるものと確信しております。今からとっても楽しみです！

　さて、この本が発売されるのは十月ですが、今は夏です。そう、今年の夏はとっても暑いですね。私はエアコンをフル稼か働どうさせて部屋に引きこもっています。昔から夏はとっても苦手で機動力も落ちます。早く冬にならないかな……と毎日願っています。子供の頃ころからのインドア人間でした。おうち大好き。けどたまにフラリと旅に出たくなります。この本の初しよ稿こうを終えた後、その足でサンライズ出雲いずもに乗って出雲大社に行ってきました。ずっと憧あこがれていた寝しん台だい特急はとっても楽しかったです。あまり寝ねられませんでしたけど！

　それでは、また、どこかでお会いできましたら嬉うれしいです。





西野　花　　
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